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小学校と幼稚園の歩み

1927年 4 月 和田幽玄先生，関東中学校を創立する。
1950年 4 月 聖徳幼稚園を設置する。
1951年 4 月 学校法人聖徳学園に組織変更する。

関東小学校を設置する。
和田玄之初代校長就任

1968年10月 昭和 44 年度から小学校において“英才教育”を導入するこ
とを決定。そのために，独自の教育課程を作成するため，
伏見猛弥先生（英才教育研究所所長）を座長とするカリ
キュラム委員会を発足させ，準備を進める。

1969年 4 月 小学校に“英才教育”を導入。校名を，聖徳学園小学校に
改め，教育課程を一新し，知能教育を基本にした英才教育
を始める。その独特な学習内容と学習形態は，教育界やマ
スコミからも注目され，NHK をはじめ新聞や雑誌等でも紹
介され，全国から注目されるようになる。

1972年 4 月 発達段階に応じた指導を徹底する為に，知能訓練・国語・
数学において能力別クラス編成を実施する。

1974年 4 月 和田知雄校長就任
1976年 1 月 聖徳学園英才教室を開設し，幼児のための知能教育を始める。

　　 4 月 小学校・中学校の一貫教育を始める。小学校・中学校の教
育課程を一本化して，義務教育 9ヶ年間の教育内容を充実さ
せる。

1979年 4 月 新一学年 2 クラス編成となる。
1987年 4 月 幼稚園に知能あそびを導入する。

小学校で英語の授業を始める。
1988年 4 月 幼稚園で，放課後預かり保育（延長保育～ 17：00）を実施する。
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1992年 4 月 園田達彦校長・園長就任
1995年　　 すくすく王将杯全国大会で優勝する。
1998年11月 全国小・中学校作文コンクールにおいて，「文部大臣奨励

賞」を受賞する。
1999年 4 月 長尾央学園長・理事長就任

発想コンテストにおいて「文部大臣奨励賞」を受賞する。
11月 「聖徳式知能検査法」を完成させる。

2002年 4 月 完全学校 5 日制」を実施する。
8 月 全国陸上大会 400m リレー東京都代表として出場する。

2003年 8 月 算数オリンピックにおいて「金メダル」・「銀メダル」を受賞
する。

2006年 8 月 第一回「アメリカ国際交流の旅」を実施する。
2007年 3 月 全日本学生児童生徒発明くふう展において「内閣総理大臣

賞」を受賞する。
2007年 7 月 幼稚園で，第一回自然体験教室を実施する。（年長児　1 泊

2 日　清里高原）
2007年11月 全国小中学生作文コンクールにおいて「文部科学大臣賞」

を受賞する。
2008年 4 月 郡司英幸校長・園長就任

お誓い三か条碑除幕式を行う。
2010年 4 月 加賀光悦校長・園長就任。
2011年 8 月 オーストラリア国際交流の旅を実施する。
2011年11月 全国小中学生作文コンクールにおいて「文部科学大臣賞」

を受賞する。
2013年 4 月 文部科学大臣より，七度目の「創意工夫育成学校賞」を受

賞する。
2014年11月 東京都児童生徒発明くふう展において，27 度目の「学校賞」

を受賞する。
2015年 4 月 和田知之校長・園長就任。
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聖  徳  の  教  育
 

─知能を伸ばし，創造性豊かな人間性を育てる教育─

聖 徳 幼 稚 園 長
聖徳学園小学校長　和　田　知　之　

　聖徳学園は創立以来 80 余年にわたり，聖徳太子の教えを建学の精神とし
て，幼稚園から高等学校までの一貫教育を行っております。
　ここ十数年来，我が国では文部科学省を中心にして教育改革が進められてき
ましたが，私たちの聖徳では昭和 44 年（1969 年）から 21 世紀の社会の変化
を展望して，まず小学校において教育改革に取り組み，知能教育を基本にした
英才教育を行ってまいりました。それは潜在的な可能性を秘めている子ども
達，興味関心の強い子ども達を英才児に育てていくことを目指してきたという
ことです。また，知能の抜きんでている英才児たちを，周囲に合わせてとどま
らせるのではなく，さらに伸ばしていくということ自体が，聖徳の目指した歩
みそのものなのです。

◦　聖徳の教育の基本的な考え方
　「現在の子どもたちが社会に出て活躍する 21 世紀は科学技術の進歩は著し
く，恐らくコンピュータ時代を迎えるようになる。そうなるとこれまでのよう
に，知識を理解させてそれを記憶するような，記憶力中心の学校教育では，21
世紀の社会では通用しなくなる。むしろ個性的で創造的知能に優れた人間が
必要になってくる。」（英才教育の主唱者：伏見猛弥先生）という考え方に基づ
き，科学技術の発展に伴う社会の変化に対応できるような，個性的で創造性豊
かな人間を育てることに重点をおくことにしたのです。
　私たちが教育改革を進めてから 40 余年を経過した今日，社会は予測した方
向へ変化してきました。21 世紀になり，科学技術は今後ますます進歩して，
私たちは家庭でもロボットと共生するようになるだろうと予測されています。
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そのようになってくると私たち人間にとっては，これまで以上に「個性」と
「創造性」に富む資質や能力が求められる社会になってくるでしょう。

◦　幼稚園と小学校の連携
　小学校に続き，昭和 62 年には幼稚園でも教育改革を進め，聖徳学園の初等
教育である幼稚園と小学校の連携を深め，幼稚園から小学校までの教育課程を
一本化して，個性の伸長と知能教育を基本にした一貫教育を推進することにし
ました。私たちの長年の実践から，知能教育は幼児期から始めた方が効果が上
がることがはっきりしてきたからです。
　そこで，私たちは幼稚園から小学校までの一貫した教育課程を編成して，基
礎基本は押さえた上で，自由で伸び伸びとした環境の中で子どもと教師の触れ
合いを大切にしながら，
　①　一人ひとりの子どもの個性を育てる
　②　知能を伸ばし，創造性豊かな人間性を育てる
　③　豊かな感性と自立心を育てる
　この３つの教育目標を達成するために，「教える教育から育てる教育」へ質
的な転換を図り，知識よりも考える力を育てることに重点をおき，
　＊主体的に学ぶ態度，つまり意欲と集中力の育成
　＊個性を伸ばし，創造的知能の開発と育成
に力を入れて教育活動を行っております。
　こうした日々の教育活動が徐々に実を結び，これまで文部科学大臣から「創
意工夫育成功労学校賞」を 7 回，また昨年は「東京都児童生徒発明くふう展」
において 27 回目の学校賞を受賞する等，成果を上げてまいりました。

◦　個性・創造性豊かな子どもたち
　よく学園参観者の皆様方から，
　「聖徳の子どもたちは，大変活発で伸び伸びとしていますね」とか，「子ども
たちの絵画や工作等の作品には，個性的でユニークなものが多いですね」と，
いったような評価を戴きますが，これが聖徳の教育であり子どもたちの姿なの
です。つまり，本学園が目指す英才教育は，一人ひとりの個性を生かし，基礎
基本はしっかりと押さえた上で自由で伸び伸びとした環境の中で，豊かな個性
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を育て知能と学力を高め，子どもの可能性を育てる教育なのです。
　私たちのこうした実践成果を，卒業生が大学進学実績や社会での活躍で実証
してくれるようになってきたことを大きな支えとして，これからも理想に向
かって勇気と信念を持って聖徳の教育を推進していきたいと思います。
　21 世紀が，子どもたちにとって大きな夢と希望をもてる社会になることを
信じて。
　本誌が，聖徳学園の小学校と幼稚園の教育をご理解戴くための資料となれば
幸いです。





小 学 校 編
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Ⅰ  聖徳学園小学校の教育

　     教育の基本

○ 教育目標
　 1　一人ひとりの個性を育てる
　 2　知能を伸ばし，創造性豊かな人間性を育てる
　 3　豊かな感性と自立心を育てる

○ 教育信条～お誓い三か条～
　一， われわれは　未来をひらく戦士となり　新しい世界を　開拓します
　一，われわれは　恥と涙をわきまえて　光明正大に　行動します
　一，われわれは　祖国の伝統を重んじ　祖国と人類のために　つくし
　　　ます
　＊「お誓い三か条」の解説は，221 ページをご覧ください。

　     教育の特色 
　　聖徳の特色を 4 つ挙げると次の通りです。
　⑴　知能教育　〜特に創造的知能の開発と育成〜
　　○ねらい［知能教育の詳細は，21 ページをご覧ください］
　　　①　知識や情報，技能を習得する力を育てる
　　　② 　習得した知識や情報，技能を新しい場面（学習や生活面等）に活用

する能力を育てる
　　　③　洞察力や判断力を育てる
　　　　 　つまり知能教育は，知識や情報を習得する“器”を大きくし，自分

の頭で考え，正しく判断して行動する能力を育てることがねらいです。
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　　○内容と方法
　　　①　知能訓練

 　ギルフォードの知能因子構造に基づき，90 の知能因子を 1 年生から
4 年生まで 1 週間に 1 因子ずつ刺激します。

　　　②　ゲーム
　将棋やオセロ・トランプ等のゲームは，知能開発にはとても効果
的です。ですから，知能教育の一環として 1，2 年生に対して実施し
ています。

　　　③　工作
　手先の訓練は，大脳の発達を促進させるのにとても効果があり，
知能教育の一環として，1，2 年生に対して実施しています。

　　　④　教科による知能開発
　聖徳の教科学習の特色は，各教科の学力を伸ばすと共に知能開発
にも重点をおいていることです。そのために，基本的な知識を知能
のいろいろな角度から考えさせるようにしています。

　⑵　一人ひとりの個性と能力に応じた指導
　　 　一人ひとりの個性と能力に応じた指導を徹底するために，次のような指

導システムを取り入れています。
　　①　少人数クラス編成

　ホームルーム（生活集団）クラスは約 30 名とし，英語の学習では 15
名程度で編成しています。

　　②　教科担任制
　1 年生から全教科において，教科担任制を実施しています。中学校と
同様，国語は国語の先生，数学は数学の先生が教えます。その趣旨は，
第一に，一人の先生がたくさんの教科を教えるのではなく，教科専門
の先生が教える方が学習効果の高い授業を行えるからです。
　第二に，教育は教師と児童の触れ合いを通して営まれるので，多く
の教師との出会いが子どもの成長にプラスになると考えるからです。

　　③　複数担任制
　子どもの個性や能力・発達段階というのは，一人ひとり異なります。
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Ⅰ　聖徳学園小学校の教育

ですから，30 人の子どもがいたら 30 通りの指導法を必要とします。そこで，
個人差が顕著な低学年の知能訓練や数学などの授業では，2 人担任制にし
て，一人ひとりの個性と学習進度に応じた指導を行っています。

　　④　教科による能力（習熟度）別指導
　知能訓練・数学・国語・英語のように個人差が顕著な教科において
は，高学年ではその状況に応じて「教科による習熟度別クラス編成」
を実施して授業を行います。

　　⑤　独自のカリキュラムと教材を編成

　英才児（高知能児）は，文部科学省の『学習指導要領』の学年配当
の内容だけでは満足しません。そこで，英才児の能力や発達段階に応
じた独自のカリキュラムと教材を作成して学習指導を行っております。

　　⑥　能力の限界へ挑戦させる
　聖徳では，一人ひとりの能力を十分伸ばすことを大切にしています。
そのために，一人ひとりの能力の限界を求めて教材を構成するように
します。特に英才児の場合は，その能力のぎりぎりの課題を与えない
と，注意の集中が完全に行われないし，またそうした限界への挑戦を
やらなければ能力は飛躍しないのです。そこで聖徳では，特にこの点
に留意してカリキュラムや教材を作成して学習指導を行います。

　　⑦　宿題はありません
　個性の伸長と創造的知能の育成に重点をおくために，クラス全員に
同じ課題を与えるような画一的な宿題は出しません。家庭は家庭教育
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の場であると共に，自分の好きな学習に熱中して，主体的な学習意欲
を育み，個性・創造性を伸ばすためです。

　　⑧　自由研究
　自分で課題を見つけ，それを解決したり，創造する学習に力を入れ
ています。これは主に家庭学習になりますが，夏休み明けの「自由研
究展」には，毎年ほとんどの子どもが出品してくれます。どの作品に
もその子の個性がとても良く現れています。
　この中から「児童生徒発明くふう展」にも出品しますが，毎年のよ
うに東京都教育委員会から「学校賞」を受賞するなど，高い評価を戴
いています。

　　⑨　選択制の特別研究（5，6 年生）
　一人ひとりの子どもの興味・関心を大切にし，一つのことにじっく
り取り組ませ，広くかつ深く探究させる過程で，個性や創造性を伸ば
すことを狙っています。したがって，教科や学年の枠にとらわれない
で総合的な学習を目指し，基本的には各自が決めたテーマに基づき，
主体的に研究を進めていきます。

　　⑩　クラブ・委員会活動（4，5，6 年生）
　心身の調和のとれた発達と個性・創造性の育成を図るとともに，聖
徳の一員としての自覚を深め，協力してよりよい生活を築こうとする
自主的，実践的な態度を育てるために，学年の枠を取り去り次の中か
ら選択して活動します。また，委員会活動では奉仕活動としても効果
を発揮しています。
［クラブ］  サッカー・野球・バスケット・バドミントン・器楽・ゲー

ム・工作・鉄道研究・パソコン
［委員会］  児童会・気象観測・生活・保健・放送・体育・図書・飼

育・園芸
　　⑪　学校行事

　集団生活を通して，心身の調和のとれた発達と個性の伸長と創造性の
育成を図るとともに，聖徳の一員としての自覚を深め，協力してよりよ
い生活を築こうとする自主的・実践的な態度を育てるために，次の学校
行事を行っています。
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Ⅰ　聖徳学園小学校の教育

　 運動会・聖徳祭・マラソン大会・林間学校（3 ～ 6 年生）・スキー学校
（3 ～ 5 年生）・修学旅行（6 年生）・ゲーム大会（将棋・オセロ・五目
並べ・百人一首）

　　⑫　校外コンクール等への参加
　校内だけではなく，校外の各種コンクール等へも積極的に参加（出
品）し，子どもたちが自分の力を発揮する場を設けています。子ども
たちは，評価される（認められる）ことにより，より一層学習意欲が
高揚するからです。
　毎年，次のコンクール等へ参加（出品）して，高い評価をいただい
ております。

　　　　＊全日本学生児童発明くふう展　　＊全国小・中学校作文コンクール
　　　　＊全日本学生美術展　　＊漢字検定試験　　＊算数オリンピック
　　　　＊陸上競技記録会等

　⑶　意欲と集中力の育成　〜教える教育より育てる教育を重視〜
　知能を伸ばすにも，学力を高めるためにも，将来仕事で成功するため
にも，あらゆる人間生活の土台になるのが意欲と集中力です。意欲や集
中力が乏しい子どもにいくら知識を教えても習得できません。そこで，
幼稚園から小学校低学年までは，自発的にものごとに取り組もうとする
意欲と集中力を育てることに重点をおいています。

　⑷　知能を伸ばし，学力を高める教育
　知能は学習する力，つまり将来学力を高めるための容器のようなもの
です。知能と学力の相関はかなり高く，知能が伸びるとそれだけ学力も
向上する可能性が高くなります。そこで，低学年では知能開発と基礎・
基本の充実，高学年では応用・発展学習に重点をおいています。

　     教育方針
　⑴　12 歳までにできるだけ知能を伸ばす。
　⑵　基本的な知識を知能のいろいろな角度から考えさせる。
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　⑶　国際理解教育を深めるために，英語教育を充実させる。
　⑷　恥と涙をわきまえて光明正大に行動できるように，心の教育を充実させる。
　という 4 つの方針に基づき，1 年生から 6 年生までを発達段階に応じて次の
2 段階に分けて適切な指導を行います。

［知能開発期　～ 1 年生から 4 年生まで～］
　①　 知能指数（IQ）を伸ばすとともに，理解力・記憶力・創造的思考力・

論理的思考力・判断力等を育て知能の幅を広げます。
　②　基本的な知識を知能のいろいろな角度から考えさせるようにします。
　　　～できるだけ多くの知能因子を刺激できるような学習内容にします～
　③　基本的な知識や技能を習得させ，基礎学力を高めます。
　④　国際理解教育を深めるために，英語教育を充実させます。

　外国の生活や文化など異文化に触れたり，慣れ親しむことにより，
英語に興味・関心をもたせるようにします。そのために，英語を言葉
として聞く・話すことを重点にナーサリーライム（童謡），歌，英語の
リズム遊び等を通して音声中心の授業を 3 年生から週 2 ～ 3 時間，15 名
程度のグループを編成して実施します。

［知能活用期　～ 5・6 年生～］
　①　基本的な知識や技能を習得させます。
　②　基本的な知識を知能のいろいろな角度から考えさせるようにします。
　　　～できるだけ多くの知能因子を活用できるような学習内容にします～
　③　国際理解教育を深めるために，英語教育を充実させます。
　④　基礎学力を充実させるとともに，応用学習や発展学習の助長に努めます。
　⑤　創造的，総合的課題の探究の助長に努めます。
　⑥　進路指導を徹底します。　
　　○　自主的・自立的な正しい進路の選択をしていく力を育てます。
　　○　合理的な学習指導と科学的な進路指導を行います。
　　○　 合理的な資料で，一人ひとりの個性と能力に応じた適切なアドバイス

を行います。
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Ⅰ　聖徳学園小学校の教育

　     教育構造
　①　要素的知的能力（知能）の開発　 …… 知能訓練・工作・ゲーム
　②　基礎的技能の習得　 ……………………… 教科及び知能訓練
　　　社会的技能・知的技能・数量的技能・実技的技能（手技的技能，心身調整）
　③　環境文化の学習　 ………………………… 教科内容
　④　創造的，総合的課題の探究　 ………… 特別研究・教科
　⑤　特別活動　 ………………………………… 学校行事，クラブ・委員会活動

　     教育課程
　⑴　本校の教育課程の柱は，次の通りです。
　　◦知能教育 ─ 知能訓練・ゲーム・工作
　　◦教科教育 ─ 各教科
　　◦特別研究（総合学習）
　　◦特別活動 ─ 学校行事・クラス活動・委員会活動・クラブ活動
　　◦道徳教育 ─ 朝礼・クラス活動

　⑵　本校の教育課程の特徴は，次の通りです。
　　◦知能教育
　　◦ゲ ー ム
　　◦工　　作
　　◦英語教育
　　◦特別研究
　　◦社 会 科 ─  地理と歴史に分けて，地理は 3 年生から，歴史は 4 年生

から学習します。また，政治と経済の分野は，地理・歴
史の中に含めて指導します。

　　◦90分制授業 ─  英才児の集中力の持続性を生かすと共に，教えることより
育てること，つまり子どもの主体的な学習活動を大切にす
るために，授業単位は原則として 90 分制にしています。
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　⑶　週当たりの授業時間数
　　　1 校時 45 分として，各学年における教科の配当時間数は次の通りです。

〈教育課程一覧表〉
学年

教科 1 2 3 4 5 6

国　　語 7 6 6 6 6 6
数　　学 6 6 6 5 5 5
英　　語 0 ※ 0 ※ 2 2 3 3
理　　科 0 2 3 3 3 3
地　　理 0 0 2 2 2 0
歴　　史 0 0 0 2 2 2
知能訓練 2 2 2 2 0 0
ゲ ー ム 1 1 0 0 0 0
工　　作 1 1 0 0 0 0
体　　育 2 2 2 2 2 2
美　　術 2 2 2 2 1 2
音　　楽 2 2 2 1 1 2
家　　庭 0 0 0 0 1 1
特別研究 0 0 0 0 2 2

※特別活動 1 1 1 2 1 1
朝礼（道徳） 1 1 1 1 1 1
総　　数 25 26 29 30 30 30

　　　 　　※原則として，土曜日は休業日です。

［備考］
　◦特別活動── 1 年生から 3 年生までは，学年及びクラス単位で活動します。
 4 年生から 6 年生は縦割りで，委員会及びクラブ活動です。
　◦生 活 科──  生活科は，特別活動・ホームルーム活動・宿泊を伴う学校

行事等において学習します。
　◦家 庭 科──  家庭科は，特別時程・クラス活動，宿泊を伴う学校行事等

においても学習します。
　◦ 「地理」（2 年次），「歴史」（3 年次）は，年間 10 時間特設授業を設定します。 
　※英 語 科── 平成 28 年度から 1・2 年生の英語の授業を予定しています。
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知能教育 

１．知能教育の基本原理

　人間の知能は 40 数年前までは，遺伝的な要素が強く教育しても効果はない，
と考えられていました。ところが，大脳生理学や知能心理学の研究が進むにつ
れて，遺伝的な要素よりも，生後の環境（教育）によって変化することが分
かってきました。
　大脳生理学の研究によりますと，
　⑴　大脳皮質の細胞は，外部からの刺激によってのみ発達する。

　例えば，狼の中で育った人間の子どもは，外部からの言語的な刺激が
ないので言語知能は発達しないのです。この立場から大脳生理学者の中
には，大脳に関する限り，遺伝的要素を全て否定する人もいます。

　⑵ 　外部からの刺激による脳髄の発達は，身体の他の部分に比べて，極めて
早期に行なわれる。
　これは身長や体重の発達カーブと，脳重量の発達カーブとの比較から
も推定できるし，脳髄の髄鞘化や神経回路の研究からも明らかです。し
たがって，脳髄，知能の発達の度合いは，大体０歳から 12 歳頃までの間
に決定されます。

　⑶ 　大脳皮質のおよそ 150 億の細胞は，その位置によって知能のそれぞれの
はたらきを分担している。
　記憶をつかさどるものもあれば，言語をつかさどるものもある，とい
うことが分かってきました。

　　　このことを教育学の立場から考えますと，
　　①　人間の知能は，外部的刺激，すなわち教育（環境）によって発達する。
　　②　そうした知能教育は，できるだけ早期に行なわないと効果がない。
　　③�　知能にはいろいろな因子があるから，知能教育はその因子を分析し

Ⅱ  教科の基本方針と内容
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て，その全てに刺激を与えるようにしなければならない。
　　ということになります。

２．知能教育の目標

　知能についての定義や理論は，知能についての研究者の数ほどある，と言わ
れているくらい，様々な定義づけがなされています。聖徳では，こうした知能
研究者の共通した知能観とこれまでの私たちの実践研究を基にして，次の３つ
の能力を育成することを目標にしています。
　　⑴　知識や情報，技能を育てる力を育てる
　　⑵�　習得した知識や情報，技能を新しい場面（学習や生活）に活用する能

力を育てる。
　　⑶　洞察力や判断力を育てる

３．指導内容

　⑴　知能因子の構造
　こうした大脳生理学の研究を受けて，知能心理学者の間で，知能因子の
分析が盛んに行なわれるようになりました。そして，アメリカの心理学者
ギルフォード博士は，知能には三つの面があるとして，下の図のような知能
構造を考案しました。この知能の三つの面というのは，領域

4 4

（Contents）と
所産（Produets）とはたらき

4 4 4 4

（Operations）です。これを具体的に示すと，
　　①　考える「領域」としては，
　　　　図形（figural） ………… 形を使って考える

こと
　　　　記号（symbolic） ……… 色彩・音・文字・

数字を使って考え
ること

　　　　概念（semantic） ……… 言葉の意味を使っ
て考えること

〈知能構造図〉

評価
集中思考

拡散思考
記憶

認知
単位

分類

関係

体系

転換

見通し

図
形
記
号
概
念
行
動

所　

産

領　 域
はた
らき
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

　　　　行動（behavioral） ……… 他人の行動を理解するのにその人の行動に
よって考えること

　　　　※ その後，ギルフォードは「聴覚」を追加しましたが，本学園では
「聴覚」も「記号」の領域に含めて取り扱うことにしています。

　　②　考える「所産」としては，
　　　　単位（unit） ………………あるもの
　　　　分類（class） ………………他と区別されるもの
　　　　関係（relation） ……………二つの間に成立するもの
　　　　体系（system） ……………三つ以上のものの間に成立するもの
　　　　転換（transformation） …変化・きりかえ
　　　　見通し（implication） ……起こりうる結果
　　③　考える「はたらき」としては，
　　　　認知（cognition） …………理解する・わかる・知る・意識する能力
　　　　記憶（memory） …………銘記・再生・完全に覚える能力
　　　　拡散思考（divergent production） …… 独創的なことを思いつく・自

由になめらかに考える能力
　　　　集中思考（convergent production） … 正しい解決を見出す力・推理

する能力
　　　　評価（evaluation） ……… 批判・比較・選別・判断する能力というこ

とになります。

反対語の神経衰弱
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　具体的な知能因子というのは，領域（横）×はたらき（たて）×所産
（高さ）の組合わせですから，
　４×５×６＝ 120 全部で 120 の知能因子の数になります。たとえば，
　「図形で単位を記憶する」
　「記号で分類を拡散思考する」
　「概念で関係を集中思考する」
というのが，１つの知能因子になるわけです。

　⑵　知能教育の実際
　この 120 の知能因子の中から，授業で刺激しづらい行動の領域を除く
と 90 の知能因子になります。これらを１週間に１因子ずつを取り上げ
て，それにふさわしい独自の教材を作成して，刺激を与えるという方法
で授業を進めています。授業内容は，パズルやゲーム形式が中心になり
ますので，子どもたちにはとても好評です。

４．指導方針　〜知能教育とは〜

　⑴　多くの知能因子を刺激して，幅の広い思考力を育てる
　知能指数（ＩＱ）を伸ばすとともに，理解力・記憶力・創造的思考力・

キャッチ・ザ・スクエア〜正方形作りゲーム〜
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

論理的思考力・判断力などを育て，知能の幅を広げます。
　⑵　意欲と集中力を育てる
　⑶　能力に応じた指導　～能力の限界に挑戦させる～

　学習内容が簡単すぎたり，逆に難しすぎると，子どもは興味を喪失し
てしまいます。また，子どもが簡単に解決してしまうような学習内容で
は，知能（能力）は向上しません。そこで，一人ひとりの子どもの能力
に応じた内容（課題）を与えるようにします。

　⑷　教えるのではなく，考えさせる
　　 　知能は知識とは異なり，教え込んで発達するものではありません。した

がって，できるだけ自分の力で考えさせるようにして，子どもが行き詰
まった場合でもヒントを与える程度にします。

　⑸　思考過程を大切にする　～結果だけで評価しない～
　　 　知能というのは，子どもが一つのこと（教材）に集中して取り組んでい

るときが，最も活発に働いているわけですから，「できた，できない」の
結果だけで評価しないようにしています。

5． これまでの成果

⑴　知能指数の伸び
　聖徳学園では 1969 年以来，2 歳から小学生の
子どもを対象にして知能教育を実践してきまし
た。2000 年には聖徳式知能検査を独自に開発
し，幼児，小学生を合わせると毎年 600 回を越
える知能検査を実施しています。次のグラフは
聖徳学園小学校の児童の入学時と卒業時の知能
指数（IQ）の比較です。多くの児童が 6 年間で
著しい伸びを示しています。これは 1 年生から
4 年生までに実施している知能訓練の効果とそ
の他の教科でも行われている「教えるのではな
い，考えさせる授業」の効果と言えます。
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　⑵　学業成績（学力）との関係
　知能と学力との相関が高いこ
とは，世界の学者が認めていま
すので，あらためて説明するま
でもないでしょう。
　本校では児童の学力を客観的
に評価するために，4 年生以上
で実力テストを実施していま
す。次のグラフは 6 年生の実力
テストと IQ の相関関係を示す
散布図です。実力テストは国
語，数学が 200 点満点，英語，
理科，歴史が 100 点満点，合計
700 満点です。点の集まりが右
上がりになっていることは，IQ
と実力テスト結果が正の相関に
なっていることを示していま
す。つまり，IQ が高いと実力テ
ストも高得点になる可能性が高
いということになります。
　散布図で相関の傾向は見るこ
とはできますが，相関が強いの
か，弱いのかが分かりません。相関の強さを示すものとして相関係数があり
ます。相関係数は 0 から 1 までの値になり，1 が一番強くなります。また，負
の相関の場合は 0 から－ 1 までになります。一般的に次の表のように言われ
ています。

± 0.7 ～± 1.0 強い相関がある
± 0.4 ～± 0.7 中程度の相関がある
± 0.2 ～± 0.4 弱い相関がある
± 0.0 ～± 0.2 ほとんど相関がない

IQ 伸び

頻度

人
数

～1
0
10～
20
20～
30
30～
40
40～
50 50～

0

10

20

30

IQ　6年間の伸び

IQと実力テストの相関（6年生）
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

　今回の調査では，相関係数が 0.763 でした。IQ と実力テスト結果の関係
には強い相関があると言えます。
　もちろん本校の場合は，5，6 年生になると学年の平均知能指数は 160 ～ 170
ぐらいになりますので成績がいいのは当然といえば当然ですが，このことは
知能が伸びればそれだけ学力も向上することを意味するものです。また，こ
うした傾向は 1 年生より 2 年生，2 年生よりも 3 年生といった具合に，上級
学年になるにつれて，学力面にはっきり現れてきます。これは上級学年にな
るにつれて，教科の学習内容がそれだけ高度な知能的処理を必要とするよう
になるからです。本校で低学年において，知能教育を重視している意味はこ
こにあるのです。

　⑶　知能が伸びると受験も有利になる
　これまで知能は学習能力でもあること，知能と学力との相関は高いことを
述べてきました。入学試験においても，主に学力検査が中心になるので，知
能を伸ばしておくとそれだけ受験にも有利になってくることは間違いありま
せん。事実，これまでの卒業生の進学状況をみても学校では特別に受験のた
めの指導をしているわけではありませんが，中学校への進学では国立の附属
や開成，慶応，武蔵，麻布，桜蔭など，いわゆる難関校へ毎年 10 名ぐらい
合格しているのです。毎年 10 名というと，卒業生の数は，約 60 名ですか
ら，率の上ではどこにも劣らない実績を残していると言えるでしょう。
　だから知能教育というのは，単に知能指数を伸ばすとか，学業成績をよく
するためだけではなく，人間生活のすべてにかかわってくる大切なものなの
です。このことは，卒業生の社会での活躍が証明してくれています。（詳細
はⅤ卒業生の進路状況 145 ページを参照）

進学実績と知能の相関関係（2009 ～ 2014）

学 校 名 進学人数 進学者の平均 IQ
筑波大学附属駒場中学校 16 202.6 
開成中学校 9 201.2 
桜蔭中学校 11 200.5 
　IQ：卒業時の知能指数（聖徳式知能検査）
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《知能訓練科》
1． 指導内容

　小学校の知能教育は，次の三つで構成しています。
　　①知能訓練… 90 の知能因子に基づき，1 ～ 4 年生に対して週 1 回 90 分授業

を行い，1 年間で 30 因子の刺激を目指して計画を立てていき
ます。

②ゲ ー ム… ゲームは思考力を養う（知能開発）のに大変効果がある。
そこで知能教育の一環として，1 ～ 2 年生に対して，週 1 時
間相当行う。

③工　　作… 手先の訓練は，大脳の発達を促進させるのに大変効果があ
り，知能教育の一環として，1 ～ 2 年生に対して，週 1 時間
相当行う。

2 ． 知能訓練科の指導計画

　知能訓練科では知能因子訓練順に従って計画を立てます。よって 4 月にス
タートする因子は年によって変わってきます。
　具体的には，1 年生からスタートして 3 年生で 90 因子を一巡します。そして，4
年生では同じ因子を刺激しますが，内容は 4 年生に相応しい内容となり，難易度
は高いものとなります。以下，教材名一覧です。3 つの段階からクラスの実態に
応じて使用します。（教材名は検討した上で変更することがあります。）

SJ 教材 SS 教材 NE 教材
CFT 穴あき折り紙Ⅰ 穴あき折り紙Ⅱ 図形転換の認知
CSC 記号の異質の発見 文字分類の認知 数の類発見ゲーム
CMI 見通し 4 コマまんがⅠ 見通し 4 コマまんがⅡ 推理クイズの解法
MFC 漢字の共通部分の再生Ⅰ 漢字の共通部分の再生Ⅱ 漢字の共通部分の再生Ⅲ
MST 数字の言葉置き換え記憶 数字の言葉置き換え記憶 文字の入れ替え記憶
MMR 対概念の再生 反対概念の再生 関係概念の再生
DFT マッチ棒クイズⅠ マッチ棒クイズⅡ 正方形作りゲーム
DSC 記号札分類の思いつき 記号分類ゲーム 記号の分類の工夫
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

DMI こんなときにはどうするⅠ こんなときにはどうするⅡ 計画案作り
NFC 形の分類 漢字の分類 漢字の分類
NST 透明記号札パズル 透明記号クロスパズル 記号の転換の推理
NMU ものあてクイズ 上位概念カード 漢字パズル
EFT マッチ棒の置き換え判断 図形変化の比較判断Ⅰ 図形変化の比較判断Ⅱ
ESC 最高の得点判断Ⅰ ポーカー形式トランプ分類ゲーム 最高の得点判断Ⅱ
EMU 最適な文章表現 意味の通る文の判断 最適な言葉
CFI 迷路 条件つき迷路 詰連珠
CSU 語の完成Ⅰ 語の完成Ⅱ 語の完成Ⅲ
CMS 文作りカード 概念体系の認知 概念体系の完成
MFU 図形の再生 漢字の再生 地図の記憶
MSI 符号の置き換え双六 クロスワードパズルの再生Ⅰ クロスワードパズルの再生Ⅱ
MMU 語の再生Ⅰ 語の再生Ⅱ 語の再生Ⅲ
DFI 基本図形を使って 迷路作り 見通し双六
DSU 言葉の思いつきⅠ 言葉の思いつきⅡ 言葉の思いつきⅢ
DMS 三題噺 十題噺 折り句
NFU 隠された図形 投影図からの立体構成 NFU 課題集Ⅱ
NSI 記号の見通し推理Ⅰ 記号の見通し推理Ⅱ NSI 課題集Ⅲ
NMR 関係概念カルタ 関係概念の推理Ⅰ 関係概念の推理Ⅱ
EFI 道つなぎゲーム 36 コースゲーム 詰め将棋
ESU 同一記号の判断Ⅰ 同一記号の判断Ⅱ 同一記号の判断Ⅲ
EMR 言葉の関係類推Ⅰ 言葉の関係類推Ⅱ 言葉の関係類推Ⅲ
CFU 隠されているもの 隠された漢字Ⅰ
CSI スケルトンⅠ スケルトンⅡ 記号配列の見通し
CMR ことばの関係認知 1 ことばの関係認知 2 関係概念の類推
MFI 一筆書きの再生 1 迷路の再生 一筆書きの再生 2
MSU 記号の再生Ⅰ 記号の再生Ⅱ 記号の再生Ⅲ
MMS 話の記憶Ⅰ 話の記憶Ⅱ 詩の再生
DFR 形の関係づくりⅠ 形の関係づくりⅡ 漢字の思いつき
DSI 本双六 宝捕りすごろく ミニ・バックギャモン
DMU 概念の拡散 1 概念の拡散 2 概念の拡散 3
NFS セブンピースパズルⅠ セブンピースパズルⅡ セブンピースパズルⅢ
NSR 暗号遊び・計算推理ゲーム 暗号解読・計算パズル 1 暗号解読・計算パズル 2
NMI 事物の推理Ⅰ 事物の推理Ⅱ 事物の推理Ⅲ
EFU 同一図形探し 地図の比較判断Ⅰ 地図の比較判断Ⅱ
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ESS 数列のきまりの判断Ⅰ 数列のきまりの判断Ⅱ 数列のきまりの判断Ⅲ
EMI 最も必要なもの 最適なものの判断Ⅰ 最適なものの判断Ⅱ
CFC 共通図形の発見Ⅰ 共通図形の発見Ⅱ 漢字の共通点の発見
CST 文字パズル 文字入れ替え言葉作り 文字入れ替え文作り
CMU 語の完成 クロスワードの完成 1 クロスワードの完成 2
MFT 図形変化の記憶Ⅰ 図形変化の記憶Ⅱ 図形変化の記憶Ⅲ
MSC 記号の類の再生Ⅰ 記号の類の再生Ⅱ 記号の類の再生Ⅲ
MMI カルタの再生Ⅰ 見通しカルタの再生 2 上方いろはカルタ・言葉

の順序の記憶
DFC 万国旗の分類法 形の分類法 漢字の分類
DST 文字転換言葉作り 1 文字転換言葉作り 2 文字転換言葉作り 3
DMR 関係概念の思いつき 1 関係概念の思いつき 2 関係概念の思いつき 3
NFT 折り絵漢字パズル 隠された図形Ⅰ 隠された図形Ⅱ
NSC 記号札の分類の工夫Ⅰ 記号札の分類の工夫Ⅱ 記号札の分類の工夫Ⅲ
NMS 文章整序Ⅰ 文章整序Ⅱ 文章整序Ⅲ
EFC 図形得点評価ゲーム 共通図形の分類判断Ⅰ 共通図形の分類判断Ⅱ
EST 記号置き換えの判断Ⅰ 記号置き換えの判断Ⅱ 熟語点数置き換えゲーム
EMS 概念体系の判断 最適な文章の判断 話の矛盾
CFR 図形のマトリックス 位置関係の把握Ⅰ 位置関係の把握Ⅱ
CSS 記号体系の発見Ⅰ 記号体系の発見Ⅱ 記号体系の発見Ⅲ
CMC 類似語の認知 類似文の認知ゲーム 類似文の認知
MFS 折り紙遊び 地図の記憶 地図・星座の記憶
MSR 記号の関係記憶Ⅰ 記号の関係記憶Ⅱ 記号の関係記憶Ⅲ
MMT なぞなぞカルタの記憶 同音異義語の記憶 同音異義語の記憶
DFU モール遊び・点つなぎ 図形の思いつきⅠ 図形の思いつきⅡ
DSS 等式作り 計算ゲーム 記号体系作り
DMC 共通点の思いつき 物の利用法Ⅰ 物の利用法Ⅱ
NFI 線路つなぎの完成 線路図の完成 隠された積木
NSU クロスワードパズルⅠ 言葉の推理 クロスワードパズルⅡ
NMT 意味転換カルタ 言葉の転換 言葉の転換パズル
EFR 線対照図形の比較判断 対照図形ゲーム 図形変化の比較判断
ESI 最短距離の判断Ⅰ 五十音の見通し判断 最短距離の判断Ⅱ
EMT 用途の比較判断Ⅰ 用途の比較判断Ⅱ 同音語の比較判断
CFS 漢字パズル 立体カード作り 図形変化の比較判断
CSR 数の関係認知 記号の関係認知 記号変化の認知
CMT 同音異義語の認知 判じ絵・同音異義語の認知 なぞ絵・判じ絵の認知
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

MFR 図形変化の記憶Ⅰ 図形変化の記憶Ⅱ 傾向図形の再生
MSS 記号体系の記憶 数列の再生 暗号の再生解読
MMC 類概念の記憶Ⅰ 類概念の記憶Ⅱ 類概念の記憶Ⅲ
DFS 形作りの拡散Ⅰ 形作りの拡散Ⅱ 形作りの拡散Ⅲ
DSR 計算ゲームⅠ 計算ゲームⅡ 計算ゲームⅢ
DMT 連想遊び 意味上のしりとり ことばの連想・思いつき
NFR 形の関係推理 図形の類推作図 図形の関係類推
NSS 記号体系の類推 記号体系パズルⅠ 記号体系パズルⅡ
NMC 単語分類カード 目標語分類カード 言葉の分類
EFS 図形の完成 折り紙 模型作り
ESR 記号の関係判断Ⅰ 記号変化の計算 記号の関係判断Ⅱ
EMC 概念共通点の判断 最適な対語の判断 文章の分類判断

3 ． 知能訓練科の教材

　知能訓練科では，形式として，パズル，ゲームをふんだんに取り入れているこ
とが大きな特徴といえるでしょう。
　『聖徳といえばゲーム』と言うぐらい知能訓練の授業内でたくさんのゲーム
を取り入れています。子どもは『ゲーム』という響きに心を躍らせます。勿
論，聖徳の子ども達も例外ではありません。実際に知能訓練の授業でも決まっ
て「先生，今日ゲームある？」と第一声に声を上げることが多々あります。
　ここ数年，公立などでもゲームを取り入れた授業展開が多く見られているこ
とは知られていますが，聖徳学園では，1969 年の英才教育を始めた頃よりゲー

聖徳の子どもたちが大好きな
「Sケン」「宝陣取り」をモチーフに
した手作りの双六盤と駒。

2年生DSI「宝取り双六」
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ムの効能に着目し多くの教科でゲーム形式を取り入れていました。
　そして，知能訓練では，実に様々な因子ごとに相応しいゲームを開発してお
り，知能因子（90）×段階（SJ ／ SS ／ NE）＝ 270 教材，約 150 のゲームがあ
ります。これらの聖徳のゲームは其々の知能因子に基づき長年吟味されながら
開発されてきている分，バラエティに富み，且つ全てが手作りで作成されてい
ます。
　また，ゲームだけではなくクイズやパズル形式も多数作成しています。

　
また，1 年生の最初の授業では，「知能訓練は何をやるのかな？」と言う気持ち
を大事にして，「楽しそう！面白そう！やってみたい！」と思えるようなオー
プニング用教材を準備して実施しています。

「百聞は一見にしかず！」

　言葉で書くと難しそうな「知能訓練科」の教材ですが，工夫を凝らした手作
り教材です。是非，一度ご覧頂けると良さがわかって頂けるかと思います。

オープニング教材「迷路」（CFI） 1 年生　DFS「何をつくろうかな」

様々な教材（公開研究発表会展示） 1年生NFT「モザイクパズル」



33

Ⅱ　教科の基本方針と内容

《ゲーム科》
1．ゲーム科が目指すもの

　「ゲームの授業は，ゲームの勝ち方を教える時間ではありません」

　知能教育の一環として，1, 2 年生の児童を対象にゲームの授業を行っていま
す。しかしその目的は，勝ち方を教えてゲームの強い子を育てるためではあり
ません。ゲームを通して，知能を伸ばし，創造性豊かな人間性を育てることを
目標にしています。
　ゲームは性質上，見通し力や転換力を中心にした思考力の刺激に有効です。
また常に相手がいるので，その対戦を通して人間性・社会性を育てています。
それらがゲーム科のねらいであり，知能訓練科と分けて授業を行っている理由
です。
　知能訓練では，一人ひとりの子どもの個性と能力に応じた指導を行うことが
大原則です。「できた・できない」の結果にこだわらず，思考過程を大切にし
て育てていきます。しかしゲームでは，『ルール』というものが存在しますの
で，一人ひとりの子どもの個性と能力に応じて，「Ａは，能力が高いから特別
ルールで」「Ｂは，習得が遅いからハンディキャップを与えて」「Ｃは，内向的
だから一人ではなく二人で組んで戦って」というわけにはいきません。同じ
ルールで同じ土俵で対戦しなければならないのです。
　そして必ず勝敗という結果もついてきます。たとえ指導者が勝ち負けにこだ
わらないように指導したとしても，子ども達が身を持って勝つ喜びや負ける悔
しさをリアルタイムで味わっているのです。これはゲームの時間ならではの体
験です。
　ですから初めに示した通り，ゲームの授業はゲームの勝ち方を教える時間で
はないのです。負けたことが悔しかったら，どうすれば勝てるのかを自分で考
えます。自分の力でつかむ勝利の喜びを知れば，次も勝てるように，もっと強
くなる方法を考えます。実践を通して，どうしたら勝てるのかを考え，先を見
通す力を育てていきます。それがゲーム科のねらっているところです。その体
験を通して，
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　　勝った人・強い人には尊敬の念を抱けるように。
　　負けた人には思いやりの気持ちを持って接することができるように。
　　観戦時には公明正大に戦っている人を心から応援できるように。
　　そんな子ども達を育てていきます。
それがゲーム科の目指しているものです。

2．年間計画と指導内容

1 年生 2年生

月 教材 指導内容 月 教材 指導内容
4 オセロ ⃝ルールを覚える。 4 オセロ ⃝ルールを確認する。
5 （90 × 3） ⃝石の置き方・取り

方を工夫させる。
5 （90 × 3） ⃝有利な石の置き方

を考えさせる。
6 五目並べ

（90 × 3）
⃝ルールを覚える。 6 五目並べ

（90 × 3）
⃝ルールを確認する。

7 ⃝間を空けずに置い
ていくなど，碁石
の置き方を工夫さ
せる。

7 ⃝ 「 四 三 」 や 白 の
「三三」を作るな
ど，上手に碁石を
つなげさせる。

9 将棋 ⃝ルールを覚える。 9 将棋 ⃝ルールを確認する。
10（90 × 3） ⃝ 駒の動きを活かし

ながら，詰ませる。
10（90 × 3） ⃝手筋を考えながら

駒の動きを上手く
活かし，詰ませる。

11 百人一首
（90 × 4）

⃝源平合戦のルール
を覚える。

11 百人一首
（90 × 3）

⃝源平合戦のルール
を確認する。12 12

⃝百人一首の歌に多
く触れ，覚えさせ
る。

⃝覚え方を工夫し，
より速く，たくさ
んの札が取れるよ
うにさせる。

1
2

カードゲーム
（90 × 3）

⃝色々なカードゲー
ムに触れる。

⃝カードゲームをす
る上での基本的な
用語や動きを覚え
させる。

⃝大勢で行うゲーム
のマナーを考えさ
せる。

1
2

オリジナル
ルール作り

⃝オリジナルのルー
ルを盛り込んだ新
しいゲームを考え
させる。

3 3 （90 × 4）
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

3．それぞれのゲームについて

　「お願いします」と「ありがとうございました」
　ゲーム開始時には，戦う相手への礼儀として「お願いします」
　終了時には全力で戦ってくれた相手に対し「ありがとうございました」
この二つのあいさつを大事にしています。

 オセロ
　覚えるのは 1 分，マスターするには一生かかる
　これはオセロゲームのキャッチフレーズです。奥が深いゲームではあります
が，ルールがとてもシンプルなので，1 年生が最初に行う 2 人対戦型のゲーム
として大変適しています。
　2 年生でも最初に行いますが，1 年生の時に実践しているので，更に有利な
石の置き方を考えていきます。

 五目並べ
　自らの石を，先に五個直線に並べた方が勝ち
　聖徳では，1 回勝負がついたら，次は石の色を換えて行い，連勝したら勝ち
が決まります。黒が先手で対局を開始します。先手の黒には，有利だからこそ
禁手があります。逆に，不利な後手の白には禁手がありません。この黒白どち
らの碁石でも続けて勝つという点が面白さですが，難しい点でもあります。1
年生では 1 学期の後半に，2 人対戦型の二つ目のゲームとして実施します。
　2 年生でも同時期に行いますが，1 年生ではなかなか作ることができない，

「四三」や黒に禁手を打たせるような手を考えていきます。

 将　棋
　取った駒をもう一度使えるというルールは，日本の将棋だけの特徴
　日本の伝統のゲームです。覚えるルールがたくさんあり，初心者にはとても
難解なゲームです。「王将（玉将）を詰ませた方が勝ち」というゲームの目的
自体が難しく，その上 8 種類の駒の配置と動きを覚えなければ，ゲームそのも
のができません。オセロや五目並べに比べると，この点が複雑で，苦手意識を
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作る原因になったりもします。2 人対戦型の最後のゲームとして 2 学期に行い
ます。
　2 年生でも同時期に行いますが，1 年生の時にそれぞれの駒の動きやはたら
きをしっかり覚え，取った駒を使えるというルールや成るというルールなど，
将棋ならではの面白さに感じ入った児童は，相当なレベルにまで腕を上げて授
業に臨んできます。

 百人一首
　「あきのたの…」と「ももしきや…」
　聖徳の百人一首のゲームは，50 枚持ちの源平戦で行います。チームは，2 人
から 4 人で組みます。自分のチームの札を縦 5 枚，横 10 枚に並べます。自分
のチームの札がなくなったら勝ちになります。
　これまでのゲームは 2 人対戦型なので，2 人のペースで試合ができます。し
かし百人一首は読み手（指導者）も含めて，クラスが一つにならないと取り組
めないゲームです。2 学期後半に行うのは，季節柄もありますが，クラスメイ
トのことが大分わかってきて，他人に目が行くようになっている時期だからで
す。クラスがまとまって一つのことを行っていくには丁度良い頃です。
　1 年生が最初に覚える歌は，「あきのたの…」。そして「ももしきや…」も覚
えます。これは歌の順番の 1 番目と 100 番目に当たります。この二首に関して
は，ほぼ毎年かなりのスピードで取ることができます。他の歌に関しては，下
の句まで詠まないと，ほとんど取ることができません。それが 1 年生の実態で
す。
　2 年生でも同時期に行いますが，札を取るスピードは格段の差があります。
1 年生の時に参加した『百人一首大会』での経験が大きな要因となり，力をつ
けていきます。そこで繰り広げられる上級生の熱い戦いに衝撃を受け，多く
の子ども達がその後熱心に歌を覚え，早く札を取る工夫をします。「む・す・
め・ふ・さ・ほ・せ」のように，おはこの歌を作り，瞬時に取る練習をしま
す。2 年生では，かなりの歌が上の句で取れるようになります。
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 カードゲーム
　4 種類の記号のことをスーツと言います
　トランプゲームの説明で，最初にこのことを教えると「へぇー」と言って感
心します。「マーク」と呼んでいる児童がほとんどだからです。またそのスー
ツの名称を尋ねると「♠スペード」「♥ハート」「♦ダイヤ」は正確に言えます
が，「♣クラブ」とは言えません。大概「クローバー」と答えます。この導入
だけで，「もっと知りたい」という興味の幅が広がります。
　他にもトランプの枚数・カードの強弱・カードの順位・シャッフル・親・親
の決め方などなど，基本的なことを教えていきます。トランプゲームは知って
いても，基本的な事柄を知らない児童が多いので，とても興味深く説明を聞い
ています。
　取り組むゲームの種類はクラスによって違いますが，七並べを変形させた

『変形七並べ』は人気があります。※一般的には『殺しの七並べ』という名称
ですが，聖徳ではこのようにネーミングし，得点の付け方も独自のルールで
行っています。
　「大勢で行うゲームのマナーを考えさせる」というねらいに基づいて，1 年生
のゲームとして最後に取り組んでいます。

 オリジナルルール作り
　オリジナルのルールを盛り込んだゲームを考えさせます
　2 年生がゲームの時間のまとめとして取り組みます。今まで学んだゲームの
ことを活かし，オリジナルのルールを考えて各自でゲームを作ります。自分達
で作ったゲームで遊ぶ楽しさも実感させます。
　使用するゲームの素材は，その年度やクラスによって違います。その時々に
応じて子ども達への与え方を指導者が工夫していきます。ゲームの内容によっ
ては，プレイルームに置いて使ってもらうこともあります。
　勝敗に関係なく取り組める唯一のゲームの授業になりますので，普段はなか
なかゲームに勝てない児童でも，『オリジナルルール作り』では力を発揮して
頑張れます。「負けてばかりだからゲームはつまらない」と思っている児童で
も，自分で作ることができるこの時間を楽しみにしています。ゲームのルール
そのものを考えることによって思考力を磨いていきます。
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　作ったゲームで遊ぶ場合には，そのルールが本当に活かされているのか，子
ども達同士で検証しながら取り組みます。ゲームとして成り立っているかどう
かのジャッジを自分達で行うのも楽しみの一つです。



39

Ⅱ　教科の基本方針と内容

《工作科》
1．工作科が目指すもの

　「工作の授業は，完成した時の作品をイメージし，そこへ到達するために，
いかに素材を加工するか。そのためにはどのような道具を利用するのか。そし
て，どういう手順で作業を進めていくのか，見通しをもって作業を進めてい
く」ことがねらいになります。そのためには，次のことが必要になります。

①　素材の理解。（同じ紙でも強度と加工のしやすさに違いがあること，そ
れぞれの長所と短所）

②　道具の正しい使用方法。
③　作業手順を見通す力。

　この力を利用して，作品完成へ向かって手を進めます。夢中になることで，
この力が刺激され伸びてきます。子ども達のこういう作品を仕上げたいという
意欲・集中力が，相乗効果をうみ，知能面の力を伸ばすことにつながります。
更にこうして作業を重ね，作品が完成することで，達成感を実感し，その達成
感が自信へとなります。この一連の流れが，工作科の目指している知能教育で
す。その子ども達の意欲・集中力が発揮されるためには，始まりの興味関心が
大切になってきます。子ども達の「こういうものを作りたい」という気持ちが
わく題材を準備することも重要になります。現在は，次のような計画と指導内
容を行っていますが，そこを終着点とせずに，反応や作品の完成度をもとに，
常に良いものへと部内での研究を行っています。

1 年生 3学期　コリントゲーム作り
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2．年間計画と指導内容

年間計画（27 年度）

1 年 2年

月 教材 ねらい 月 教材 ねらい
4 紙工作Ⅰ

折り紙等
（90 × 1）

◎一枚の紙から，立
体的なものを表現
させる。

○設計図を読み取り
（山・谷折り），想
像 し な が ら 正 確

（丁寧）に折る。

4
5

ゴム動力を利
用して
糸車

（90 × 2）

◎ゴムの元に戻ろう
と す る 力 を 利 用
し，走ったり飛ん
だり回ったりする
ものを作らせる。

○ゴムの特性（伸び
縮・捻じれ）をい
か す 工 夫 を 考 え
る。

5 
6 
7

紙工作Ⅱ
街づくり
輪投げ

（90 × 4）

◎一枚の紙から，立
体的なものを表現
させる。

○板紙に支柱を立て
る工夫を考える。

6 
7

身近な材料を
使ってⅡ
カバン

（90 × 3）

◎空き箱の形を活か
して，生活で使用
するものを作らせ
る。

○開閉・ポケットな
ど使い勝手を意識
しトータル的に考
える。

9
10
11

身近な材料を
使ってⅠ
紙コップのケ
ン玉等

（90 × 3）

◎身近にある物に目
を向け，それを利
用して生活で使用
するものや遊ぶも
のを作らせる。

○受け皿・玉・糸の
バ ラ ン ス（ 難 易
度）を意識し，工
夫する。

9
10

紙工作Ⅲ
飛び出すカード

（90 × 2）

◎紙のつけ方を工夫
し，仕掛け（飛び
出す・現れる等）
を考えながら製作
させる。

○見通しを持って，
製 作 す る。 特 に
紙に穴をあける場
合のハサミの使い
方。

12 凧作りⅠ
グニャグニャ凧

（90 × 2）

◎身近な材料を素材
として凧を作り，
それを使って伝承
的な遊びに親しま
せる。

○紐の結び方を習得
する。

11 
12

凧作りⅡ
ダイヤ凧

（90 × 3）

◎和紙や竹ひごの特
性を考えて凧を作
り，それを使った
伝承的な遊びに親
しませる。

○ わ し の 取 り 扱 い
（糊付け）の習得。

○梁をつけるための
糸の結びを習得。
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1
2
3

木工作Ⅰ
コリントゲー
ム盤作り

（90 × 4）

◎玉の進み方などを
考え釘を打ち，楽
しく遊べるコリン
ドゲーム盤を作ら
せる。

○道具（釘・金槌・
釘抜き・鋸・ペン
キ塗り）の使い方
の習得する。

1
2
3

木工作Ⅱ
箱作り等

（90 × 4）

◎製作する作品をイ
メージし，必要と
する部品を考え組
み立て，生活で使
用するものを作ら
せる。

○限られた材料を利
用し，完成を意識
したうえで，見通
しをもって作成す
る。（糸鋸・蝶番）
の利用。

free

ゴム動力利用
して
ゴムでっぽう

（90 × 1）

◎ゴムの元に戻ろう
と す る 力 を 利 用
し，走ったり飛ん
だり回ったりする
ものを作らせる。

○ゴムの特性（伸び
縮・捻じれ）をい
か す 工 夫 を 考 え
る。

free
グライダー作り

（90 × 1）
◎飛ばすという条件

のもとで，正確に
作 図 し 製 作 さ せ
る。

○バランスをとり正
確に制作する。

2 年生 3学期　ティッシュボックス作り
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国語教育 

1．国語教育のとらえ方

　聖徳学園は，英才児を対象とした教育を行う学校です。必然的に当然，その
内容は，公立学校と異なる点が出てきます。それを学習指導要領との比較で見
ていきます。
　学習指導要領では，国語科の目標を以下のように定めています。

国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し，伝え合う力を高めると
ともに，思考力や想像力及び言語感覚を養い，国語に対する関心を深め国
語を尊重する態度を育てる。
　構成
　　「話すこと・聞くこと」，「書くこと」，「読むこと」3 領域及び
　　「言語事項」と「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」

　それに対し本校では，国語教育の基本を以下のように考えています

目標
1．  ことばに先行する精神発達の最前線における，児童の成長の課題に接

触させることにより，児童の精神発達を促す。
　　　　 私たちは，ことばは精神的な発達の後からついてくるものと捉え

ています。だからこそ，常に精神発達の課題と向き合い児童の内
面に働きかけることを国語教育の前提と考えています。

2．  英才児の固有の，思考・感情及び意識の発達の実態を捉え，その基礎
資料に基づいた教材の開発・授業方法の研究を行う。

　　　　 前述したとおり，本校は，英才児を対象とした学校です。だから
こそ，その成長・発達の実態を知らずにその相手は出来ません。
私たちは，英才教育発足以来この子ども達の思考路線を追跡し，
感情発達の道筋を辿ることによって，その分化と組織化の進展を
明らかにしてきました。それはとりもなおさず子ども達の成長課題
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

　　　　 を見いだすことになるからです。この成長の課題と文章の接触点に教
材が成立するわけです。

　三つの観点から見る精神発達の実態
　第一に，英才児の特徴の一つが，感覚・直感力にすぐれ人間成長の階段を早
くのぼっていく傾向にあります。たとえば，対人関係の意識というのは極めて
複雑であり成長過程の中で変化してきます。その意識を分析し理解するには時
間もかかるものですが，それを短時間で処理してしまう能力を持っています。
それを見極めることが大切になってきます。
　第二に，低学年の児童に見られる無意識世界（潜在意識世界）から現実意識
への移行が，一般的には中学年である 3・4 年生の時期に見られますが，本校
の児童の場合，そうした時期よりも 1 年早く現実意識世界を主たる意識世界と
する住み替えをはじめる傾向にあります。
　更に特筆すべきは，この住み替え後も潜在意識世界との行き来を絶たたない
ということです。しばしば起こるこの時空の転換即ち，イマジネーションが子
ども達の発想を豊かなものにしているといえます。
　第三に，自己意識の獲得がやはり早期になされることがあげられます。自己
を客観的に意識することは成長の大きな節目であることはいうまでもありませ
ん。これも，第二の特徴でのべた潜在意識と顕在意識世界との間を行き来する
中で得ることの出来る成長とみています。
　こうした特徴をおさえた上でいえることは，論理を操るようになるのも早い
ということです。しばしば英才児の特徴として「生意気」といった特徴をあげ
る人がいますが，それはこうした中で生まれてくるものであり，それはけっし
て生意気といったものではなく成長の証ともいえるものです。

2．教材の基本構造

⑴　成長課題を捉える
　はじめにも触れたように，指導要領で扱う国語科の領域とは大きく異なり，
その領域を，「思考」「感情」「構え」の 3 領域と「用具言語」の四つに分けて児
童の成長に接近しようとしています。接近するとは，児童の成長課題を捉える
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ことです。　そして，私たちは，この成長課題をことば以前の人間のあり方─
視・聴・触覚の発達過程─において捉えようとしています。
⃝思考
　人間の思考路線を，私たちは比較と照合 ･ 弁別と分離・連続と順次・転移と
連絡等といった関係で捉え，児童の中でそれを追求し，その思考 ･ 方法・段階
に接近してきました。
⃝感情
　ことばが体系を持ち，それを使用する以前に，その体系構造を生み出してき
た心意伝承と発達が存在したと考えています。私たちは，それを児童の感情発
達の上で捉えます。まず変化に伴う感覚分離より始め，それから情緒表出から
感覚基準のあり方を追求，対人感情・対人態度へと進めました。感情が人に伝
わる時生まれる感情や，それを見越す感情等，感情の動きとその名づけをめ
ぐってのことです。
⃝構え
　絵を描いたり，文章を書いたり，ものを話したりする内容とは別に，人間に
は特定の構えがあります。この構えを把握させることは，よりよく相手を理解
するために必要なばかりでなく，生活経験上，自己を育成するために極めて重
要です。児童が持っている構えに対する直感力にしばしば大人は驚かされると
きがありますが，私たちは，生まれ落ちたときより人間らしい対象の定め方を
習得していると考えます。この人間限定の在り方を，児童に把握させることが
目的です。
⃝用具言語
　「読んで」「書いて」「話して」「聞いて」ということを目的とする，そうした
ことばを扱う事に関する意識的な学習です。
　言葉の役割・機能・約束作法の学習で，用具としての言語学習，言語作業と
しての学習，言語作法としての学習を厳格に行いたいと考えます。そして，私
たちは，検定教科書で扱っている国語の内容もここに含めて考えています。

　以上，私たちの考える国語教育はこれまで述べてきたように児童の成長に接
近すること，これが基本姿勢です。
　そして，「一人一人に応じた指導」も「一人一人の限界に挑戦させる」こと



45

Ⅱ　教科の基本方針と内容

も，成長の最前線を捉えることから初めて可能になるといえます。

⑵　英才児の成長に応じた教材
　現在のところ，1 年生から 6 年生まで 220 余りの成長課題が設定されていま
す。私たちはこれを「要因」と呼び，教材の構成要素と考えています。
　当然，英才児の成長に応じた教材を設定する場合，検定教科書では対応でき
ず，時には中学校の文章教材を使用する時もあります。また，出版されている
各社の検定教科書だけに限らず教科書以外の出版物からも要因にかなうものが
あれば利用します。
　一つの例として下記に示した教材は，思考領域の 5 年生の教材です。要因と
しては感情的要素を排除し論理のみで考える教材である「ナイル川のワニ」で
す。感情に流されず子どもを救出するための論理を考えるのです。



46

⑶　発見法が興味関心を誘う教材
　漢字学習のような基本的に反復練習の必要なものにも，可能であれば発見法
を用います。

　語彙学習でも，ことば遊びから体系的な学習になるように考えています。

　適切であると判断すれば，漫画を始め，街の広告，駅の表示，新聞の見出し
などなんでも教材にします。
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⑷　作文指導
　作文のテーマに関して，児童の成長課題と接触させることも考え提示しま
す。たとえば，先に述べた成長段階において潜在意識と現実意識が行き来する
中学年において，一方を絶つのではなく現実意識世界をを生きるためにも潜在
意識の世界を大切にし，二つの世界を結ぶテーマを意識的に提示し書いても
らっています。その一つが「穴」「夢」「たね」といったものです。
　このように私たちは作文を児童の成長を促す為の手段と捉えると共に，作文
そのものが児童の成長そのものと捉えています。

⑸　素読
　素読というのは，太平記や枕草子，また，論語といった日本や中国の古典を
授業の始めを使い毎時間一斉に声をそろえて朗読するものです。
　対象学年は 1 年生から 6 年生まで全学年であり，その目的は解釈といった概
念的なものをおさえるといったものではありません。文字や形や配列，音に出
した時の韻やリズムなど，視覚的，聴覚的にとらえその美しさを感じとると
いったことがねらいとなります。同時に何度も繰り返して読む中で感じ取る直
観力によって，何となくその意味を理解するといった事も大切にしています。
それは「輪講」と呼んでいる授業の中で展開していきますが，子ども達が，感
じ取ったことを思い思いに語り，自然と心に残るものを大切にするのです。そ
れが，生活の場面で「こういうことなのか」とふにおちたり，高校の古典学習
で「なるほど」とつながればと考えています。
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3．その他

　⑴　学外の取り組み
⃝読売新聞社主催「作文コンクール」を始め学外のコンクールに可能な限り
応募しています。その選定はもちろん，本校の目標に合致するかどうかであ
り，また，児童の発表場としての保障として捉えています。
　上記のコンクールでは毎年多数の入賞者を輩出するのみでなく，全国での
最優秀賞も受賞しています。
⃝漢字能力検定
　年 2 回希望者による漢字検定を実施しています。最近では聖徳幼稚園から
の応募もあり，興味関心の高さを伺わせます。

　⑵　卒業論文
　6 年間の集大成として「私とことば」というテーマで論文に取り組んでい
ます。この卒業論文は，資料を集め分析・整理し，論理的に記述することを
目的とはしていません。子どもたちが，まだ明確に意識していない問題を書
く，書きながら考える，書くことによって考えることを目的としています。
それ故『論考』とも呼んでいます。
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数学教育 

1．本校の数学教育の特色

　本校には数学が好きな子ども達がたくさんいます。英才児は物事を深く広く
理解しようとします。そういった子ども達の興味関心に応じたカリキュラムで
学習しているので，本校では教科名を「算数」と言わずに，より専門的な「数
学」という言葉で呼んでいます。例えば 1 年生で扱う図形の学習では，教科書
では「かたち遊び」などの題名で，身近なところから形を探す学習などが中
心です。本校では 1 年生で曲線と直線の違いや角の意味と直角を学習します。
そして曲線で囲まれているか，直線で囲まれているか，角の数や辺の数など，
様々な視線で図形を分類し，そこから三角形や四角形の定義を学習します。ま
た三角形についてもさらに詳しく，正三角形・二等辺三角形・直角三角形を学
習します。このように児童の興味・関心を大切にしながら，より深く広く学習
を進めています。
　また本校のカリキュラムの中には「集合」「数列」「確率」など，教科書では
扱われていたとしても簡単に触れられている程度のものも，一つの単元として
深く学習しています。例えば「数列」では等比数列や等差数列なども学習し
ます。これまでの児童の中には，等比数列の和を 2 進法・3 進法などに結び付
けて解いていく子も見られました。また確率では，アメリカ合衆国でのクイズ
番組で話題となった「モンティホールジレンマ」を授業で取り扱ったこともあ
り，児童の興味関心を引きだしながら，より深く学習を進めています。

2．教材や授業の様子

―ゲームで楽しく学ぶ（1 年生の授業より）―
　右のゲームは 1 年生が取り組む「分解五目並べ」と言うゲームです。
　サイコロ（この場合は 10 までのサイコロを使います）を振り，6 の目が出た
らその数を 2 つの数に分解し，ゲーム盤上の数字を丸で囲んでいきます。縦，
横，斜めでも 5 つ数字が並んだら勝ちです。相手の邪魔もしながら工夫して数
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を分解していきます。
　特に低学年では，たくさんの手作りのゲームが用
意されており，ゲームに楽しく取り組みながら，自
然に数や計算に慣れていくよう指導を工夫していま
す。

―コンパスを使って絵を描く（1 年生の授業より）―
　1 年生から様々な作図に挑戦
します。これはコンパスで円
を描きながら，思い思いの絵
を描いているところです。1 年
生ではさらにコンパスを使っ
た三角形や四角形の作図にも
取り組みます。低学年で育ん
だ作図の力はその後合同や対
称図形の作図，立体の作図な
どにつながっていきます。
―面積を工夫して学ぶ：12cm2 の世界（2 年生の授業より）―
　長方形と正方形の求積については，2 年生で学習します。まず広さ比べから
始まるので，子どもたちも興味津々です。面積は，1cm2（縦・横 1cm）のマス
がいくつあるかで表すことができるということを知り，そこから正方形・長方
形の面積はどのような方法で求めることができるのか
をみんなで考え，公式についても学習していきます。
　「12cm2 の世界」という教材では 12cm2 がどのくら
いの広さであるのか，量感覚を養うことをねらいと
した活動を取り入れました。
1 cm2 のマスを使って様々な絵
を作るのですが，正方形を半分
にして 2 つ合わせれば 1cm2 に
なるということを自ら考えるな
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

ど，子ども達は工夫を楽しみながら学習に取り組みました。

―インド数学に挑戦（3 年生の授業より）―
　この教材は，トピック教材で，2 年次
に学習した二位数×二位数の筆算を，他
国（古代インド式筆算）の方法との比較
を通じて，既習の筆算の“良さ”を見つ
め直すことをねらいとしています。
　多角的な視野から「当たり前を疑う」こ
とで，見えなかったものが見えてきます。
　この授業を終えて，「ぼくは，日本の
やり方が 1 番わかりやすいから好き！」
と口々に言っていた子ども達がいたこと
が大変印象的でした。

〈子ども達の意見〉
【インド式筆算】
○良いと思った点　△不便な所

○：こんなやり方で答えが出せるなんてすごい！
○：九九を知らない子でも，たし算だけで答えを出すことが出来る。
○：日本の筆算と同じように，位がそろっている。
△：線を書く時に間違えそう。
△： 大きい数（例：89 × 76）のかけ算だとすると，線がいっぱいになって，

ぐちゃぐちゃになる。
【既習（日本式）の筆算】
○ 九九を使って，やり方をマスターすれば速い。
○ムダが無い。
○ 大きい数（例：89 × 76）同士の計算でも，小さい数同士（例：12 × 24）の

時でも，やりづらさはそんなに変らない。
△：九九をしっかり覚えていないと，答えが出せない。
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―作図の応用に取り組む（4 年生の授業より）―
　4 年生では対称図形を扱います。線対称図形，点対称図形の意味を学ぶとと
もに，実際にコンパスを使って作図をします。左の絵は点対称図形をコンパス
で描いているものです。直線と曲線に囲
まれた複雑な図形の作図に挑戦していま
す。4 年生の子ども達は，対称図形の学
習の前に合同な図形を学習しており，こ
のころになるとコンパスでの作図にも随
分と慣れてきます。

― ハノイの塔に挑戦：規則性を発見す
る（5 年生の授業より）―

　規則を見つけることが容易な数列につ
いては，1 年生から触れますが，本格的に
数列を単元として学習するのは，5 年生で
す。等差数列・等比数列について一般項
の求め方や数列の和について考察をして
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

いきます。また，応用として等差数列にも挑戦します。
　規則性の発展課題として，19 世紀の数学者リュカの考案したパズル「ハノイ
の塔」は，実際に円盤を操作しながら，その規則性に気づくことをねらいとし
ています。試行錯誤を重ねながらも，その過程を楽しみ，「なぜ」を追求する
心を持って，意欲的に学習しています。

―6 年生Ａクラスは，卒業研究に挑戦―
　6 年生のＡクラスでは，3 学期に卒業研究に取り組みます。一人一人がテー
マを見つけ，それについて研究レポートをまとめるものです。これまでの研究
からいくつか紹介します。

①「円周率に迫る」
　円に内接する正六角形の周の長さは，円の直径の 3 倍です。では正
十二角形ではどうなるのか。30 度・60 度・90 度の直角三角形では辺の長
さ 2：1：√ 3 になることを利用して，正十二角形の周の長さが直径の何
倍になるのかを求めました。その結果，およそ 3.105828…倍であることが
わかりました。同様に正二十四角形では約 3.1324404…倍，正四十八角形
では約 3.1387824…倍と正確な円周率の値に次第に近づいていくことを明
らかにしました。

②「ポーカーの確率」
　ワンペアやスリーカード，ストレー
トなど，すべての役についてそれがで
きる確率を計算しました。役の強さ弱
さはその役ができる確率と相関関係に
あることがはっきりしました。

③「角の三等分線」
　コンパスと定規だけで，任意の角
の三等分の作図に挑戦しました。試
行錯誤した結果，任意の角の三等分
は不可能であることが証明されてい
ることを知りました。方針を変更
し，任意の角の三等分線や五等分線
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を作図する道具を作りました。
　これらは研究テーマのごく一部です。毎年の 6 年生が独自の視点でユニークな
テーマを見つけ，研究に取り組んでいます。

3．教育方針

　本校の数学教育では次の（1）～（4）を指導の基本方針にしています。
⑴　基本的な知識や技能を，いろいろな角度から考えさせる。
⑵　教えることより，考えさせることに重点を置く。
⑶　問題解決や発見学習に重点を置く。
⑷　 一人ひとりの能力の限界へ挑戦させることと，一人ひとりの能力と個性

を啓発し，それに応じた指導を行うために，個別学習に重点を置く。

4．指導内容の重点

　本校のカリキュラムは，数学の知識や概念を理解させたり，技能を養うことだ
けでなく，できるだけ多くの知能因子を刺激することも大きな狙いとして作られ
ています。また数学の各領域を均等に深め，それらの領域の融合化，統合化がは
かれるように考えられています。カリキュラム作成上の観点は以下の通りです。

⑴　知能開発と数学的思考力を養成する。
⑵　関数的な考え方及び，集合の考え方を養成する。

 　このために「数の合成分解」「方程式」「集合」「数列」「確率」「関数」「順列・組
合せ」「数の体系」「図形の論証と作図」「規則性」に指導の重点を置く。

5．学年別指導体制

学　年 指導体制

1・2 年 ホームルームクラスで授業を行い，各クラスに 2 人の教師が入
り，きめ細かく子ども達の学習を指導しています。

3 年 学年を能力別にＡ・Ｂの 2 クラスに分け，それぞれのクラスに
2 人の教師が入り，きめ細かく子ども達の指導をしています。



55

Ⅱ　教科の基本方針と内容

4・5 年 学年を能力別にＡ・Ｂの 2 クラスに分け，1 人の教師が指導をし
ています。

6 年 学年を能力別にＡ・Ｂ・C の 3 クラスに分け，1 人の教師が指導
をしています。

6．教　材

　1 の本校の数学教育の特色で述べたように，本校の子ども達は，教科書の内
容を学ぶだけでは満足しません。英才児の発達段階や特性に応じしたがって授
業で使用する教材は「教材シリーズ」のテキスト（本校で独自に編集したも
の）や各学年の担当教師が作成したプリントが中心となります。
　また特に低学年を中心に本校の教師の手作りのゲームも数多く取り入れてお
り，子ども達はゲームをしながら楽しく学習に取り組んでいます。また高学年で
は「ハノイの塔」など，思考を深めていく教材も積極的に取り入れています。
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7．年間の各学年のカリキュラム

クラス
月 1 年次 2 年次 3 年次　 4 年次　 5 年次 6 年次 クラス

月A B A B A B A B C

4

◇数
◇足し算（1）
◇引き算（1）

◆正方形
　長方形の求積

◇分数の表し方 ◇分数の表し方 ◇小数の乗除 ◇小数の乗除 ◇分数の乗除 ◇分数の乗除 ◇比例・反比例 ◇比例・反比例 ◇比例・反比例

4
◇同分母分数の
加減

◇同分母分数の
加減

5

◇割り算（1） ◇立方体・直方
体の性質と求積

◇立方体・直方
体の性質と求積

◇文字式 ◇文字式 ◇図形の拡大　
縮小

◇図形の拡大　
縮小

◇図形の拡大　
縮小

5◇大きな数（1） ◇大きな数（1）
◆順列組合せ（1） ◆順列組合せ（1） ◆数列 ◆数列

6
◆足し算（2）
◆引き算（2）
◇等号・不等号

◇掛け算（2）
◆割り算（2）

◇割り算（3） ◇割り算（3） ◇立体図形の
　性質と求積

◇立体図形の
　性質と求積

◇まとめと演習
（図形） 6

7
◇割合（1）
～割合の表し方
とその利用～

◇割合（1）
～割合の表し方
とその利用～

7

9

◇大きな数の
　足し算と
　引き算

◇表とグラフ（1） ◇表とグラフ（1） ◇概数（2）
＊（大きな数を
　含む）

◇概数（2）
＊（大きな数を
含む）

◇順列組合せ（2） ◇順列組合せ（2） ◇立体図形の
　性質と求積

9◇さまざまな量 ◇さまざまな量 ◇合同な図形 ◇合同な図形 ◇割合（2）
～単位量当たり
の大きさ～

◇円の性質と
　求積

10 ◆角 ◆確率 ◆確率 ◇順列組合せ（2） 10◇整数の性質 ◇整数の性質

11
・
12

◇長さ ◆集合 ◆集合 ◇円の性質と求積 ◇割合（2）
～単位量当たり
の大きさ～

◇まとめと応用
（数と計算）
（図形）
（量と測定）
（数量関係）

◇まとめと応用
（数と計算）
（図形）
（量と測定）
（数量関係）

◆確率

11
・
12◇水のかさ

◇平面図形の
　性質（2）

◇平面図形の
　性質（2）

◇異分母分数の
　加減

◇異分母分数の
　加減

◆平面図形の性質 ◇小数の表し方

1 1

◇表とグラフ（2） ◇表とグラフ（2） ◇まとめと演習
（数と計算）
（量と測定）
（数量関係）
◇発展・総合

◇卒業研究

2
・
3

◇掛け算（1） ◇小数の足し算・
　引き算
＊ 2 年間のまとめ

（そろばんの指導を含む）

◇平面図形の
　求積

◇平面図形の
　求積

◇対称な図形 ◇対称な図形 ◇比 ◇比 ◇応用・発展
2
・
3

ゲ
ー
ム
類
・

そ
の
他

○聖徳学園作成のオリジナル
ゲームを活用
★ 1 年線 3 学期は，かけ算に早

めに入り，定着を図る。

○ヘキサイトグローカル
（平面図形の応用ゲーム）
○黒白点つなぎゲーム
○ペントミノ

○ヒット＆ブロー
　（4 つの整数を推理して当てる）
○アルゴゲーム
○立体四目

○ラミィキューブ
○数式ラミィキューブ
○ポリドロン

ゲ
ー
ム
類
・

そ
の
他
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

クラス
月 1 年次 2 年次 3 年次　 4 年次　 5 年次 6 年次 クラス

月A B A B A B A B C

4

◇数
◇足し算（1）
◇引き算（1）

◆正方形
　長方形の求積

◇分数の表し方 ◇分数の表し方 ◇小数の乗除 ◇小数の乗除 ◇分数の乗除 ◇分数の乗除 ◇比例・反比例 ◇比例・反比例 ◇比例・反比例

4
◇同分母分数の
加減

◇同分母分数の
加減

5

◇割り算（1） ◇立方体・直方
体の性質と求積

◇立方体・直方
体の性質と求積

◇文字式 ◇文字式 ◇図形の拡大　
縮小

◇図形の拡大　
縮小

◇図形の拡大　
縮小

5◇大きな数（1） ◇大きな数（1）
◆順列組合せ（1） ◆順列組合せ（1） ◆数列 ◆数列

6
◆足し算（2）
◆引き算（2）
◇等号・不等号

◇掛け算（2）
◆割り算（2）

◇割り算（3） ◇割り算（3） ◇立体図形の
　性質と求積

◇立体図形の
　性質と求積

◇まとめと演習
（図形） 6

7
◇割合（1）
～割合の表し方
とその利用～

◇割合（1）
～割合の表し方
とその利用～

7

9

◇大きな数の
　足し算と
　引き算

◇表とグラフ（1） ◇表とグラフ（1） ◇概数（2）
＊（大きな数を
　含む）

◇概数（2）
＊（大きな数を
含む）

◇順列組合せ（2） ◇順列組合せ（2） ◇立体図形の
　性質と求積

9◇さまざまな量 ◇さまざまな量 ◇合同な図形 ◇合同な図形 ◇割合（2）
～単位量当たり
の大きさ～

◇円の性質と
　求積

10 ◆角 ◆確率 ◆確率 ◇順列組合せ（2） 10◇整数の性質 ◇整数の性質

11
・
12

◇長さ ◆集合 ◆集合 ◇円の性質と求積 ◇割合（2）
～単位量当たり
の大きさ～

◇まとめと応用
（数と計算）
（図形）
（量と測定）
（数量関係）

◇まとめと応用
（数と計算）
（図形）
（量と測定）
（数量関係）

◆確率

11
・
12◇水のかさ

◇平面図形の
　性質（2）

◇平面図形の
　性質（2）

◇異分母分数の
　加減

◇異分母分数の
　加減

◆平面図形の性質 ◇小数の表し方

1 1

◇表とグラフ（2） ◇表とグラフ（2） ◇まとめと演習
（数と計算）
（量と測定）
（数量関係）
◇発展・総合

◇卒業研究

2
・
3

◇掛け算（1） ◇小数の足し算・
　引き算
＊ 2 年間のまとめ

（そろばんの指導を含む）

◇平面図形の
　求積

◇平面図形の
　求積

◇対称な図形 ◇対称な図形 ◇比 ◇比 ◇応用・発展
2
・
3

ゲ
ー
ム
類
・

そ
の
他

○聖徳学園作成のオリジナル
ゲームを活用
★ 1 年線 3 学期は，かけ算に早

めに入り，定着を図る。

○ヘキサイトグローカル
（平面図形の応用ゲーム）
○黒白点つなぎゲーム
○ペントミノ

○ヒット＆ブロー
　（4 つの整数を推理して当てる）
○アルゴゲーム
○立体四目

○ラミィキューブ
○数式ラミィキューブ
○ポリドロン

ゲ
ー
ム
類
・

そ
の
他

◆特色ある教育の重点単元
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英語教育 

1．目　標

世界に，いろいろな人がいるということを理解し，その人々を
尊重し，その人々と協力する芽を育てる。

　各学年においての目標は次に示すように子どもたちの発達段階にあわせて設
定し，教材，授業形態を通して上記の目標に近づけるよう考慮しています。そ
の中で，教材や授業内容が子どもの琴線に触れたとき，子どもは単語，フレー
ズ，文法の規則を自然な形で拾い上げていきます。
　これからの世界は今まで以上に国際化が進んでいくでしょう。そんな中で英
語の必要性は増々広がっています。未来を生きる子どもたちのために，低い年
齢のうちから，英語を通して世界を知ることが大切です。それは結果的に日本
を知ることにもつながるのです。
　言葉は意思を伝え，お互いを理解し合うためにあるわけですから，意思のな
い言葉は意味をなさないわけです。子どもたちがこの 21 世紀を日本人として
だけではなく，地球人として意思を持ち，それを伝え合い，理解し合いながら
生きられるように英語教育を通して育んでいきます。また，そのことが国際理
解教育，国際平和教育の出発点となり，地球規模で差別と偏見のない物の見
方，考え方が育めたらとも考えています。

　なお，本校では現在 3 年生から行われている英語の授業を，来年度（平成
28 年度）より 1 年生からスタートする予定です。
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

2．各学年の指導テーマ

［ 3 年生］楽しく英語の音に慣れていこう

　3 年生では，たくさんの歌やリズム遊びを通して，子どもたちが英語の音や
リズムに慣れるようにします。また「教室にあるもの」「動物」「食べ物」「職
業」「部屋にあるもの」などの英語に触れ，子どもたちの身の回りにあるもの
を英語で言えるようすることで，英語を身近に感じさせることができます。英
語の基本の音となり，将来英語を読んだり，書いたりするための基本になるア
ルファベットにも慣れさせていきます。この時に大切なことは，常にゲームや
活動を通して，子どもたちが楽しく英語に触れることだと思います。

［ 4 年生］自分を表現し，相手を知ろう

　4 年生では，まず自分自身のことを相手に知ってもらうための表現を取り扱
います。このことは，同時に相手のことを知るために，しっかりと相手の話し
を聞くことにもつながります。つまり表現を習得することだけではなくて，コ
ミュニケーションのためには自分が話すだけではなく，相手を尊重し，相手の
言うことを受け止めることの必要性を伝えていきます。

［ 5・6年生］世界に目を向けよう

　5・6 年生では，「7 つの大陸」に始まって，様々な「世界」を英語を通して
学習します。その範囲は自然，地理，理科，歴史，社会問題などの多岐にわた
ります。外国の文化や生活様式の一部に触れることは，同時に日本を見つめる
ことにもつながります。取り扱う国や地域もいわゆる“先進国” ばかりではあ
りません。いろいろな角度から「世界」を学ぶことで国際理解の基礎的な力を
養うことが目標です。
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3．主な指導内容

3　年 4　年 5　年 6　年

4 

・
5
月

◦ In the classroom

教室の語い，簡
単な英語のあい
さつ，簡単な指示
英語

◦ About Myself

自分の年齢，住
んでいるところ，
好きな果物，ス
ポーツなど

◦ The World
　where We Live
世界の 7 大陸，8
か国について

◦ Water Cycle

水に関する語い，
表現，過去を表
す表現Ⅰ

6 

・
7
月

◦ At the Zoo

動物の名前，体
の部位， アルファ
ベットの大文字

◦ What Am I ?

動物の特徴
（色，鳴き声，体
など）

◦ Wild Animals 
a r o u n d  t h e 
world

動物と地域，その
特徴を表す言葉

◦ Once upon a 
time

過去の偉人を英
語で学ぶ

9
・
10
月

◦ In My Town

職業，乗り物，町
にある建物の名，
アルファベット
小文字

◦ Halloween

ハロウィーン語い，
自分の誕生日世
界の行事の日付

◦ Everyone is
　　　　Special
絵本を通して表
現を学ぶ

◦ Solar System

太陽系の惑星の
特 徴（ 比 較・ 最
上級）形容詞の
反意語

11
・
12
月

◦ At the Shops

果物，野菜など
の食べ物，好き
なもの・嫌いな
もの

◦ Seasons &
　　　 Weather
各 季 節 の 語 い，
天，クリスマス

◦ My Favorite
　　　 Season
各季節にする好
きなこと

◦ Which would
　you rather be ?
世界遺産について

1 
・
2
・
3
月

◦ In My House

家の中にあるもの，
数 字（ 時 間 ），
フォニックス

◦ My Family

家 族 に つ い て，
子どもの一日の生
活，学校の教科

◦ Children
　around the
　world
アジアの子ども
たち，進行形の
英語

◦ Speech
　 Contest
4 年間のまとめ，
国際理解学習
スピーチコンテ
スト

4．指導方法

⑴　少人数での授業展開
　授業は，各ホームルームクラスを 2 つのグループに分けて，1 グループ約
15 人で行います。これは教科の特性上，子ども全員が参加でき，一人ひと
りが練習できる授業を目指すためです。
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⑵　子どもが理解できる英語を使っての授業実践
　Teaching English in English（英語を英語で教える）を原則として，子ど
もにわかりうる英語で語りかけていきます。このときに留意すべきことは，
わかりやすい表現を何回も繰り返し使うこととできるだけ英語で英語を教え
ることなどです。

⑶　子どもの活動を中心にした授業
　授業を運営する上で，教師がイニシアチブをとることは言うまでもありま
せんが，子どもが受身的にならず，教室では授業の中心となって参加するこ
とが大切です。子どもが自ら参加し楽しみながら習得した英語は子どもから
離れることはありません。

⑷　英語のリズム，イントネーションの重視
　テーマに沿った口頭リズム遊び（ジャズチャンツ）や英語の歌（ナーサ
リーライムなど）を通して，英語のリズム，イントネーションを自然な形で
伝えていきます。

⑸　 様々な活動を通して子どもを多角的に評価して，子どもの意欲を促進さ
せる授業の展開

　子どもを多角的に評価し，その評価，またはその後の授業が子どもの意欲
を促進させるものでなければならないことは当然のことです。そのために授
業においては，ひとつのテーマの中でも様々の活動を取り入れ，すべての子
どもが活躍できる場を設定するように努めます。

⑹　各学年のテーマにそって，英語の世界を広げる
　本校では前述のように，各学年のテーマにそって授業内容，教材を拡張
し，作っています。したがって，教材を子どもたちに与えていくだけではな
く，子どもの興味に合わせて発展させていき，結果として英語の世界を広げ
ていきます。
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⑺　外国人教師による授業
　現在 5・6 年生の英語の授業では，週一回外国人教師（ネイティブスピー
カー）による授業を行っています。

　授業で覚えた英語の単語や表現を使って実際にネイティブの先生とコミュニ
ケーションすることができ，子どもたちは英語の必要性と楽しさを実感するこ
とができます。

5．国際交流

　英語の授業の延長として，各学年に年に一度，日本に住む外国の方を学校に
招いて，その国の人々の生活や子どもたちの様子などを話して頂いています。
国籍も今までにラオス，インド，ブラジル，中国，タイなど様々です。海外の
話しを直接聞くことで，子どもたちは世界を肌で感じることができます。また
英語の特別研究では，海外の子どもたちと交流をしています。海外の子どもた
ちの生活や関心事などを直接知ることができ，また日本の自分たちの生活を紹
介することができるようになりました。
　このようにできるだけ世界の人と接し，子どもたちが世界を身近に感じる機
会を与えていきたいと思っています。
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理科教育 

1．理科における知能開発

　本校の教科指導の方針としては，「教えるのではなく考えさせる」という点
があげられます。つまり，「教えることを少なくして，考えさせる場面を多く
していく」と，あるいは「一を知って，十を知る。」と言い換えることもでき
ます。
　教科の学習では，考えるにあたって何を提示するのか，『教材』が大切にな
ります。子ども達は，提示された資料などを手掛かりに問題を解決していきま
す。このような活動が，子ども達の思考力を養っていくことにつながると考え
ています。
　どのような思考を求めていくのか。学年ごとに以下の思考過程に重点を置い
ています。
　2 年生：「比較」，「類推」
　3 年生：「比較」，「類推」，「時間の流れ」
　4 年生：「関連付け」，「一般化」
　5 年生：「関連付け」，「一般化」，「時間の流れ」，「視点の転換」
　6 年生：「関連付け」，「一般化」，「視点の転換」
　このような思考過程を意識しながら授業を構成しています。
　

2．本校の理科教育の特徴

　①　理科の学習は 2 年生から
　生活科の導入によって，子ども達の生活に重きを置いた教育が進められる
ようになりました。子ども達の身の回り，身近なものを題材に自己を見つめ
ていくことが初期の自然教育の中で大切にされるようになりました。これに
対し，本校では，身近な自然にはたらきかけるというねらいを踏まえつつ，
さらに発展していく余地を含め，教科の学習を進めていこうと考えていま
す。
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　英才児を対象とした教育という点から考えるならば，知への好奇心はどこ
までも深めていける状況にしたいと考えます。それは，学習の範囲は，誰か
が定めるものではなく，こども達の興味関心に応じ発展していくものである
と考えるからです。そういう点から考えると，生活科の教育には限界が生じ
てしまいます。子ども達と探究していく過程に重点を置き，より科学的な内
容を含めていくことが初期の科学教育においても大切なものであると考えて
いるのです。この点において，2 年次の理科のスタートは，本校にとって必
然的なものと考えられます。

　②　子ども達の体験を重視
　子ども達の思考はどのように進められていくのでしょうか。
　思考のもとになるものは教員から示される教材です。一枚の写真であった
り，映像であったりします。さらに理科においては，体験が持つ意味は大き
くなっていきます。
　理科教育において，取り扱われるものは，生きものや自然に起こることに
なります。こうしたものを通して，自然の中に潜んでいる共通点や相違点を
引き出していきます。また法則性を見出していきます。
　情報化が進んだ社会にあっては，こうしたことを書物やホームページなど
から学び取ることもできます。このような情報源から学んでいくためには，
体験が必要になってきます。実体験こそが知識を身につけていく土台となる
と考えるからです。本校では，可能な限り，体験できる状況を作り，調べて
いくように教育の過程を組み立てていきます。その体験は，見る，聞く，触
る，嗅ぐといった五感を通した体験である必要があります。特に低学年であ
ればあるほど，この五感のはたらきは，鋭くなります。一見科学的に意味が
ないように思われる気付きであっても，よく見てみると科学の一面を捉える
ことが多いものです。こうすることで学習内容が，身につきやすいものにな
ります。効率的かと問われれば，非効率的となることかもしれません。
　しかし，一つの現象について考えていく手掛かりを自らの手で得ることが
できます。書物では書いてある情報から物事を考えていくことになります。
体験による学習であれば，自ら気がついたことがそのまま現象を考察していく
情報となります。与えられた情報から学ぶのではなく，自ら見出した情報から
考えが進められるのです。これは，学習に向かう意欲という点からも大きな意
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

義のあることと考えます。自ら学び取る意欲的な学習が期待できるのです。
　③　実物に触れる機会をより多く

　体験を取り入れるという点を発展させると，実物に触れる機会を増やして
いくことに行きつきます。
　例えば，恐竜の学習における教材を考えてみます。恐竜の骨格図からもた
くさんの情報が得られます。スケールがついていれば，およその大きさを思
い描くことができます。直観的に物事を考えて行く低学年の子どもたちの場
合，より具体的なものを示すことによって思考がさらに深められます。
　例えば，実物の四分の一のティラ
ノサウルスの頭骨の標本がありま
す。これを子どもたちに見せると実
に様々な事に気がつきます。頭にた
くさんの穴があいていること，歯が
鋭いこと，頭骨を正面から見ると幅
が狭いこと…。
　このように，実物の持つ意義には
大きなものがあります。

3．各学年で重点を置いていること

　⑴　2・3 年生
　①　理科的な遊びを通した学びの機会を多く取り入れる

　理科教育のスタートに当たり，きっ
かけは，遊びからという学習内容も
多くあります。「おもりで動くおも
ちゃ」（2 年次）はその一つの例です。
　ここでは，俵ころがしのおもちゃ
を子ども達と作ることから始めま
す。紙で作った入れ物の中にビー玉
を入れます。そして，実際に遊ぶ時
間を取ります。最初は，筆箱の上に
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下敷きを置き坂道を作って転がします。子ども達は次々に工夫をしていきま
す。もっと長い時間転がすにはどうすればよいか。俵ころがしを行ったり来
たりさせるにはどうすればいのか。友達より早く転がすためにはどうすれば
よいのか。坂道から落ちないように下まで行けるか。…等々。次々に活動が広
がっていきます。こうした子ども達の発想を大切にしていきます。
　この活動の後，俵ころがしの面白い動きの原因を皆と考えていきます。先
の体験が，この問題の糸口となります。
　このほかにも各単元の学習の初めに，興味を引きそうな現象を見せるとい
うこともあります。

　②　用語を早い段階から正しく使う態度を養う
　正しい用語は，正しい科学認識の上に身に付きます。大切なことは，どの
ような科学への認識を持たせることができるかということになります。例え
ば，「とける」という言葉があります。2 年次に「水に溶けるもの」を学習
します。水に溶けるのはどのようなものか考えていきます。さらに速く溶か
すにはどうすればよいのかを考えます。この「とける」という言葉には様々
な意味があります。子ども達にとってはどれも同じ「とける」と捉えがちで
す。ですから，学習を通し，どの「とける」なのかを整理して学習を進めて
行くことになります。
　日常生活の中に入り込んでいる科学に関わる言葉も慎重にその意味するこ
とを吟味して授業で取り扱うようにしています。こうすることで物事のつな
がりを整理し，科学的なものへと深めていくことができます。

　③　観察力を養うために，自然観察ノートを活用する
　2 年生で自然観察ノート「自然のたより」を利用しています。これは，自ら
が見つけた生き物や面白いと思った現象についてノートに記録していくもの
です。週に一度提出し，学年で冊子を作り，その内容を皆のものとします。
　身近な自然に目を向けるということと観察力を養うということをねらいと
して進めています。みんなに発表することが観察力を刺激します。友達の描
いたものを見ることで形の捉え方，大きさの違いの捉え方，つながり方の捉
え方が変わっていきます。また描き続けることによって，スケッチ自体も大
きく変わっていきます。次の図は，4 月当初のスケッチと学年末の 3 月に描
いたスケッチです。
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こうして養った観察力が 3 年次以降の植物の成長記録や顕微鏡観察で発揮さ
れます。

　⑵　4 年生
　①　物質の基礎概念をしっかりと身につける

　物質を分子からできていると捉え学習を進めていく基礎をこの時期に養い
ます。
　その柱としている学習が，「三態変化」と「膨張」です。熱力学の基本と
なるところです。物質が分子でできていること，及び分子同士を結び付ける
力があることによって，三態変化を分子のつながりの変化と捉えさせ，固
体，液体，気体の特徴を解釈していきます。そして物質が膨張していく様子
が分子のどのような変化によって起こるのかを考えていきます。こうして，
固体，液体，気体による膨張しやすさの差についても，分子レベルで考えさ
せたりします。

　②　実験場面を多く取り入れる
　4 年生以降，実験を積極的に取り入れ，学習していきます。例えば，実際
に水を温め，どのようなことが起こるのか，実験したからこそ気づくことが
できることがあります。日常生活の中でお湯を沸かしたことが一度や二度は
あるでしょう。日常の一場面であっても，目的意識を持って，じっくりと観
察すると，新たな発見もあります。こうして得た事実が，思考を進める大切

3 月に 2年生が描いた
スケッチ

4月に 2年生が描いた
スケッチ
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な根拠となっていきます。
　　思考を進める上でも実験することは大きな助けとなっています。

　⑶　5・6 年生
　①　これまでに養った知能を活用し，問題解決

　それまでに学習してきたことを手掛かりとして，様々な問題場面について
考えていきます。
　たとえば，6 年生に，表面張力を考察させる実験方法を考えさせたことが
あります。様々な太さの針金でアメンボを作りました。そして，どのような
水（水溶液）にすると表面張力が強くなるのかを主題としました。
　班ごとで考えました。様々な実験を考え出し，検証していくことができま
した。これは，知識を身につけていく課題ではありません。すでに班の中の
人達が持っている知識をどう活用し，問題を解決していく方法を見いだして
いけるのかという点に主題を置き行いました。こうして考えた方法を実際に
試してみて，どのような結果が得られるのか。方法の妥当性も検証して行く
ことができます。事実を持って図る検証ほど厳しいものはありません。こう
してより良い方法を探り出していくことは，こども達の思考を刺激していき
ます。
　子ども達にとって大きな喜びであったと授業後の子ども達の感想にありま
した。

　②　 直接手に触れることが難しいものに関しても考えていく
　高学年になると，学習の題材の幅が広がっていきます。手が届かないも
の，大昔のもの，巨大なものへと広がっていくのです。しかし，たとえその
ようなものであっても，身近なモデルを用いて考えさせていきます。
　「星の動き」「太陽と月」（いずれも 5 年次）は，高学年ならではの学習とな
ります。
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4．校外学習と理科教育

　⑴　恐竜の学習
　2 年生が国立科学博物館に赴き，
恐竜の化石を観察します。学校にあ
る四分の一の大きさの標本ではわか
らないその大きさに驚きます。そし
て，生活の様子を思い浮かべてみま
す。生身の生きている姿が頭の中に
浮かんでくるようです。学校で学んだ時にはそこまでの想像が難しいのです
が，実物を前に子ども達の発想は広がっていきます。

⑵　星空の学習
　私たちは，地球から星空を眺めています。地球に視点を置くと，星が動いてい
ると捉えることもできます。しかし，視点を宇宙に転じてみると，地球の動きに
原因があると捉え直すことができます。このように学習を進め，視点を転換して
みて星の見え方の原因を考察した上で，プラネタリウムに出かけていきます。
　日本からの見え方に捕らわれず，赤道や北極点での星の見え方，動き方をイ
メージしてみます。そして，実際にプラネタリウムを動かしていただき検証し
ていきます。
　実際にプラネタリウムを動かしているときに，「この部屋が動いているのか
と思った。」という感想がありました。まさにこの子は，地球の自転を肌で感
じることができたと言えます。

5．自然観察会

　一歩学校の外に踏み出せば，自然が
そこに大きく広がっています。教室の
中の学習では，限界があります。子ど
も達の探究心に見合った教育を考える
と，自然に触れることが必要になりま 川原の観察会
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す。理科の授業で学んだことを実際に自然に触れながら，さらに深化させてい
くべく，学年に応じ希望者を対象に，自然観察会を実施しています。それぞれ
の活動の内容は以下の通りです。

　⑴　川原での学習（3 年次と 4 年次）
　川原に出かけて行けば，石があります。植物も生えています。虫もいま
す。川原の石がなぜそこにあるのか考える時，教室で写真等を手掛かりに考
えることもできます。しかし，一歩外に足を運べば，実際に川原の石を手に
することができます。手にすることで大きさや形に自然と目が向きます。石
の美しさに心奪われる人も出てきます。こうなれば，石の起源についての学
習の素地が整ったといえます。

　⑵　星空の観察（5・6 年次）
　東京の夜空にどのくらいの星が輝
いているのでしょうか。本校の屋上
に出て星空の観望会を行います。普
段星に関心がない人も，実際に観望
して初めて，予想以上にたくさんの
星が見えることに驚きます。明るい
星の多い冬の夜空を楽しみます。ま
た惑星に望遠鏡を向けてみると土星
の輪や木星のガリレオ衛星が見えてきます。月のクレーターも間近に見えそ
の美しさに心奪われます。

　⑶　水鳥の生活（5・6 年次）
　生き物を愛おしむ心を育むため
には，何よりも生き物との触れ合
いの時間を欠かすことができませ
ん。図鑑が好きで眺めている人も
図鑑が目的ではないはずです。鳥
たちとの触れ合いを求め，図鑑を

星空観望会

水鳥の観察会
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

見ているはずです。
　本校のある武蔵野市には井の頭公園があり，そこの池にはたくさんの野鳥
が生息しています。その鳥たちの生活の様子を知ることは，鳥への愛情を育
むことにもつながります。この会に参加した子ども達のほとんどが口を揃え
て「かわいい。」と言います。
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地理教育 

１．地理教育について

　地理学習のねらいを一言で表わすと，「空間的な広がり」をつかませるとい
うことになります。これは，場所と場所，国と国の関係などについて，さまざ
まな角度から眺め，思考する態度の養成ということであり，「視野の拡大」と
いう言葉で言い換えることもできるものです。
　３年生から５年生で地理を学習するわけですが，それぞれの発達段階に応じ
た「視野の拡大」をねらって，まず主題を設定し，それに沿った教材を作成
し，指導法を工夫しながら授業を進めています。

2 ．各学年における目標と具体的な指導内容

　⑴　２年生
〔目　標〕

ア．視点の違いによって物の見方が違ってくることを理解させ，物を見
る時に視点を変えて見ていく態度を養う。

イ．鳥かん図的視点を刺激しイメージ力及び地図を見る基礎となる力を
育てる。

ウ．空間が連続してあることに気づかせ，空間的な広がりを持って鳥か
ん図的視点を身につられるようにさせる。

　上記の目標を達成するために，具体的には次のような学習を行っています。
①　コーヒーカップを見て，こちら側からどう見えるかだけでなく，向こう

側や上から見たらどう見えるかを考えます。
②　自分の教室や校庭などの空間を，上からの視点で見ることができるよう

にイメージし，絵に描きます。
③　鳥かん図的視点を意識しながら，駅から学校までの地図を描きます。
④　上流から下流までの川の風景を，川の連続性と変化，また周囲の風景の
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

変化をイメージしながら描いていきます。川のつながりと空間の広がり
をとらえるため，絵巻物のように描いていきます。

　⑵　３年生
　〔目　標〕

ア．地図の読図や作成を通じて，地図上での空間の表し方を理解させる。
イ．資料の見方に慣れさせ，資料を作成したり，読み取っていく基本的

な知識や技能を習熟させる。
　上記の目標を達成するために，具体的には次のような学習を行っています。

①　地図記号の表す意味やその起こりについて理解し，地図の読み取りの中
で活用します。

②　等高線の意味を理解し，平
面図と断面図の読み取りを
行います。

③　地図の縮尺について理解
し，地図上の距離を求めま
す。

④　地図帳を自在に扱い，山の
高さや川の長さ，各都道府
県のデータなどを調べま
す。

等高線の立体模型づくり

川の絵巻物づくり
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　⑶　４年生
　〔目　標〕

ア．地図・地球儀の基本的な見方や違いを理解するとともに，地図や地
球儀を通して，世界の中の日本というものに目をむけることができ
るようにさせる。

イ．地形図の学習から，土地の景観や起伏を読み取り，その地域の特徴
を把握できるようにさせる。

ウ．日本の地形，気候，人口の学習により，日本の概略を知り，人々の
生活とそれらの結び付きを考えるようにさせる。

　上記の目標を達成するために，具体的には次のような学習を行っています。
①　地図と地球儀の違いをおさえながら，それぞれを十分に活用していきま

す。
②　日本の地形・気候・人口について，土地利用や人口分布と関連させなが

らとらえていきます。

　⑷　５年生
　〔目　標〕

ア．我が国の農業・水産業・工業の現状と特徴を理解し，その問題点に
ついて考えさせる。

イ．国際社会の中で占めている日本の役割を理解させることにより，国
際的な視野を育てる。

　上記の目標を達成するために，具体的には次のような学習を行っています。
①　農業・工業・水産業について詳しく学びながら，現状や今後の課題につ

いて考えていきます。
②　産業の学習の中で，諸外国との関わりについて考えていきます。
③　世界のいろいろの国について調べ，日本との違いを明らかにしながら他

国の文化についての理解を深めていきます。
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

3 ．年間指導計画表

学年
月 2年生 3年生 4年生 5年生

4 ⃝方位と地図
⃝ 地図と地球儀 ⃝ 日本の農業

5
⃝ 地図記号と地

図6 
・ 
7

⃝ 視点の転換
 （3 時間）

⃝ 二万五千分の
一地形図 ⃝ 日本の水産業

9 ⃝ 地図帳 ⃝ 日本の地形

⃝ 日本の工業
10

⃝ 統計資料 ⃝ 日本の気候11 
・ 
12

⃝鳥瞰図的視点
（3 時間）

1 ⃝縮図
⃝ 日本の人口 ⃝世界の中の日本2 

・ 
3

⃝ 空間の連続性
（4 時間） ⃝ 等高線

4 ．巡　検

　子どもたちの地理に対する興味の拡大と発展学習をねらいとして，地理科主
催で年１回巡検を実施しています。５・６年生の希望者が対象ですが，毎回
30 名ほどの参加者があります。
　教師が知識を与えるのでなく，児童が主体的に活動しながら地理的な観察の
方法を身につけていける内容になっています。
　最近の数年間は，小金井周辺や三鷹周辺のウォークラリーを実施していま
す。コマ地図を読み取りながらコースを進み，途中で地形の特徴や歴史的な事
柄について考え発見させる内容です。

巡検の様子
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歴史教育 

1．歴史科の教育目標

　⑴　英才教育としての体系的歴史教育
　一般の義務教育のなかでの歴史教育といえば，社会科教育の柱となる「地
理」「歴史」「公民」の一分野として小学校 6 年生から取り扱われます。社会
科の目的は，子どもの眼から見る社会とそこに生きる人々の姿を学び，将
来，児童・生徒が立ち向かう問題についての解決能力を養うことにありま
す。一般的なカリキュラムでは子どもに歴史的な考え方ができるのが 11 歳
から 12 歳という調査に基づいて，6 年生での歴史学習となっていますが，本
校では，生活年齢ではなく，知能年齢を基準として歴史教育を始めたのが独
自のカリキュラムの始まりです。
　目的そのものについては，本校歴史科がねらうものと一般の社会科は大
筋においては同じです。しかし，単に学習内容から「地理」「歴史」に分け，
早期教育を行っているわけではありません。本校児童の歴史的思考力を探
り，分析しながら系統的・体系的に組み立ててきた教科なのです。それは，
本来高校・大学レベルで行う学問としての「歴史」の中に潜在する知的好
奇心・想像性・追究心・観察力・分析力・実証性 ･･･ といった学問の魅力
を「歴史」という教科の中に見いだせるように組み立てられている日本で唯
一の歴史教育カリキュラムです。（その意味で，「社会」そのものを素材とし
て，自分の住む町→都道府県→日本の姿→日本の歴史と展開している「社会
科教育」とは視点が異なります。）
　したがって，歴史科では，先取り学習として難解な知識を詰め込むのでな
く，歴史的思考を 4 つの思考に絞り，各発達段階における歴史を素材とした
ものの考え方 ･ 思考力を養成していくことを目標としています。

　⑵　歴史認識の発達段階
　歴史的なものの考え方としては，以下の 7 点が考えられています。
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

①　時代の違うものを比較する
②　順を追って変遷する
③　もののルーツをさかのぼる
④　時代特有の考え方に立つ
⑤　実証性を持って調べる
⑥　論理性から迫る（原因・影響）
⑦　地域性を考える

　これは，決して番号順に歴史認識が身につくものではありませんが，実際の
授業の形はまず① ･ ②をきっかけとして組み立てられています。
○歴史科で育成する思考力

①　創造的思考力
　　 学習内容を，単に与えられたものとして受け取るのでなく，

その時代の学習のねらいをおさえて理解し，考えていく力。
②　資料活用能力
　　 知りたいことにあった資料をさがし，調べていく力。
③　客観的思考力
　　 立場を変えて，違う視点から発想できる思考の転換力。そ

の時代なりの見方でものを考える力。
④　論理的思考力
　　 物事の原因・結果・影響の流れをつかんで分析する力。

2．学習指導の実際

〈昔話の段階〉　─3 年〜 4 年 1 学期─
①　児童が楽しく取り組める学習である事が何よりも大切にされています。
②　身につけるべきものは，「歴史イメージ」であり，のばす能力は「想像

的思考力」です。
　「今昔物語」などを題材に，説話・伝説を語り，歴史学習における「物語性」
や「人間の生き方に焦点を当てた学習」に意識を向けさせていきます。写真や
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絵を最初に提示するのではなく，読み聞かせによってお話の世界に惹きこまれ
る中で，想像力を刺激し映像的に思考し，「歴史イメージ」を積み重ねていく
ことが目的です。その方法として，「想像絵」「続き話」といったことを中心に
行い，まとめとして「絵巻物づくり」に取り組みます。

〈人物伝Ⅰの段階〉─4 年生 2 学期・3 学期─
①　昔話で児童に身につけた「物語性」を崩さないように授業を展開してい

ます。
②　「歴史科学習ノート」の使用方法の指導を通して学習能力の育成を図り

ます。
③　授業展開における教師の「語り」が中心です。

〈人物伝Ⅱの段階〉 ─5 年生 1 学期─
①　人物の考え方に注目させ，それが当時の社会情勢とどのように関わって

いるかを考えさせることが中心です。この「社会情勢」というのは，あ
くまでもその人物の考え方を知ることから，それが当時の社会情勢とど
う関わっているかを考えさせます。

②　「資料操作」は，授業が楽しく，しかも高度な思考を要求されるように
展開するので，その人物の考え方や行動を探ることが中心となります。

③　「歴史科学習ノート」の記入においては「個性的」「論理的」になるよう
に指導し，定期的に内容をチェックして励ましています。

　人物伝学習では，常にその当時の異なった立場の人間になったつもりで，社
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会問題について意見をぶつけあうことになります。ある社会事象を，当時の人
間の立場から多角的・多層的に考えさせていきます。

〈日本通史の段階〉─5 年生 2 学期〜 6 年生 2 学期─
①　時代の特徴をつかむことを中心にして，日本歴史の全体像をつかむこと

をまずねらいとしています。
②　「歴史科学習ノート」の指導を通して知識の定着を目指します。
③　3 年生より培った「歴史イメージ」を発展させ，まず時代イメージを

はっきりさせます。最終的に日本の歴史を自分の言葉で語ることができ
るということを目標にしています。国際化の時代の中で，自国の歴史を
自分の言葉で語ることはとてもたいせつなことであると考えます。

④　人物伝学習と通史学習のつなぎとして「聖徳学園のあゆみ」を学びま
す。時代背景と共に建学の精神について学びます。

⑤　「現代社会」では，最低限教科書の内容をおさえさせ，知識としての社
会の仕組みを学びますが，社会への関心を持たせるために時事問題は日
常的に扱います。

〈特別研究〉

　日常の限られた時間数の中では取り扱うことができない作業・調査中心の学
習を行います。
　
　1 学期 ･･･ テーマ学習⇒ ①歴史学習の方法論→発掘・文化比較・文献調べ
 ②もののルーツ調べ→家系・家紋など
 ③インターネットを活用しての学習法
　2 学期 ･･･ 縄文土器作り⇒ 5 年生→土偶・ミニチュア土器の制作
 6 年生→使用に堪え得る土器の制作
　3 学期 ･･･ 検証実験　⇒ ①制作した土器を用いての料理
 ②火起こしの実験
　 ③時代別人生ゲームづくり　　　　　　等
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3．年間指導計画表

学年
月

3 年生
（昔話）

4 年生
（昔話・人物伝）

5 年生
（人物伝・通史）

6 年生
（通史）

4
5 平家物語 吉田松陰

武士の時代　下
6
7 今昔物語 平家物語 井伊直弼

9
10

釈迦
聖徳太子

聖徳学園のあゆみ
日本の誕生 近代社会　上

11
12 今昔物語 豊臣秀吉 豪族の時代 近代社会　下

1

～

3
今昔物語 徳川家康 貴族の時代

武士の時代　上 現代社会
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美術教育 

1．美術教育について

　美術教育の大きなねらいは表現や鑑賞の活動を通して美術に親しみ，美術を
生活に生かし，豊かな情操を育むことにあります。そのためには子ども達が学
校での美術の授業で「つくりだす喜び」を味わい，自分でもできるという気持
ちを体験させる必要があります。
　それには美術の幅広い領域を通して，それぞれの子どもが美術の良さを味わ
う「場」を与えることが大切です。
　授業では基礎的技能の習得，創造力の向上に努力していきながら，表現の楽
しさと奥行きを感じさせ，感性を高めていくことを目標にしています。
　絵や工作，デザイン，彫刻などをバランスよく子ども達に学ばせ学年，学期
による偏りがないように留意していきます。

2．年間指導計画表

月 1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生

4 月 自分の顛 絵手紙 楽しい水旋館 休日の私 憲からの風景 はりこのお面

5 月 自分の家 自分の図鑑 墨で描く迷路 走る乗り物 憲からの風景 はりこのお面

6・7 月 不思織な木 一枚の紙から 私の町 記号で描く 窓からの風景 切手のデザイン

9 月 夏休みの思い出 絵のパズル 物語りの絵 木を削る 木のパズル 銅板表札

10 月 〇〇組の街 紙粘土のお弁当 自分のマーク 運動会の切り絵 木のバズル 鋼板表札

11・12 月 クリスマスカード 不思繕な乗り物 コロ画 未来の町 将来の自分 夢のマイホーム

1 月 粘土の鉛筆立て かるたづくり 鉛筆画 友連の顔 ポスター 宇宙の暮らし

2・3 月 作品集 私の店 タックステンド ビー玉コースター ポスター 写真を見て描く
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3．各学年の特色と主な課題

［第 1 〜 2 学年の特色］
　この時期の子ども達は見ることと感じることが一体化しています。見るだけ
でなく触ってみる，曲げてみる，たたいてみるなど様々な働きかけをこころみ
る時期です。
○主な課題
①　不思議な木
　絵具や布色紙など様々な素材を使うことで造型への興味をひきだし，作るこ
との面白さを発見させます。
②　お弁当作り
　紙粘土で好きなお弁当をつくり着色を施しながら，かたちを作ること，配色
を工夫すること，全体のバランスを考えることなどを学びます。

［第 3 〜 4 学年の特色］
　中学年の子どもは身の回りの対象との問に，ある程度の距離をおいて接する
ことができるようになります。絵の表しかたを見直したり，形や色，主題から
思いついた物語をしたり，教師の発言をきっかけにして，自分の考え方を確認
したりするようになります。
○主な課題
①　友達の顔
　友達と向き合い，その顔のかたちや肌合
いから感じとった自分のイメージを基に，
自分なりの表し方を工夫して表現していき
ます。
②　サイコロ画
　自分が考えたデザインでサイコロの目を
表現していきます。数字をデザインで表現
することで柔軟な発想力を養います。
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［第 5 〜 6 学年の特色］
　高学年の子ども達は自分を見つめ，他者や社会に関わろうとする意欲を持ち
はじめます。形や色を使った美術の活動を通したコミュニケーションの可能性
と楽しさを体験していきます。
○主な課題
①　ポスター制作
　形や色などによるコミュニケーションを通して生活や社会と関わる態度を身
に付けます。
②　風景画
　対象をしっかり観察することで普段気が付かなかった形や色合いなどを発見
させ表現に生かしていきます。

4．鑑　賞

　校内展示などで自分達の作品や名画を鑑賞する機会を設け，子ども自身の感
じ方やものの見方，直感的な判断や考え方を身に付けるようにしていきます。
　美術室内でも画集などの参考資料を自由に観覧できるので古今東西の様々な
作品にふれることで鑑賞体験を豊かにしていきます。
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音楽教育 

1．目　標

　「表現」及び「鑑賞」の活動を通して，①音楽を愛好する心情と，②音楽
に対する感性を育てるとともに，③音楽活動の基礎的な能力を培い，④豊
かな情操を養う。

2．内容の構成

　「表現」と「鑑賞」の 2 領域からなるものとし，それらの 2 領域の能力を育
成する上で必要となる「共通事項」を置くものとする。
　さらに，「表現」の領域は「歌唱」「器楽」「音楽づくり」の 3 分野から構成さ
れるものとする。

3．学年目標の項目と系統に関して

①音楽に対する情意的側面や態度と習慣を育てること

1・2 年 楽しく

音楽にかかわり

音楽に対する興
味関心を持ち

音楽経験を生
かして生活を
明るく潤いの
あるものにする
態度と習慣を
育てる

3・4 年 進んで
音楽活動への
意欲を高め5・6 年 創造的に
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

②基礎的な表現の能力を育てること

1・2 年

基礎的な表現の
能力を

育て

音楽表現の

楽しさに気付くよう
にする

3・4 年 伸ばし 楽しさを感じ取るよ
うにする

5・6 年 高め 喜びを味わうように
する

③基礎的な鑑賞の能力を育てること

1・2 年
様々な音楽に親
しむようにし，

基礎的な鑑賞の
能力を

育て
音楽を味わって聴
くようにする3・4 年 伸ばし

5・6 年 高め

4．本校における指導方針，及び重点

①　「今月のうた」「学期のうた」「年間のうた」を設定し，1 年生から 6 年生まで
が一緒に歌える場の設定を考慮する。（朝礼など）

②　「聖徳祭」だけでなく，入学式，卒業式，運動会など行事において子ど
もたち自身で音楽を創りあげることに留意する。

③　11 月の「聖徳祭」では，クラス主体の発表の場であると同時に，音楽
科としてはその学年での音楽の技能，表現の発表の場と位置付け，音楽
を通して子どもたちが成長できるように留意する。

④　「個性」と「個の力量」を重視し，尊重している本校だからこそ，集団
で音楽を聴くこと，演奏，表現することの楽しさ，素晴らしさを学べる
ように留意する。

⑤　高学年としての技量向上と本物のコンサートホールを体験するという観
点から，4 年生で東初協音楽祭（於：人見記念講堂）に参加する。
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《参加実績》

　2010 年度　4 年　はやて組 合唱 「すてきな友達」
  「きみとぼくの間に」
   指揮）古賀 有史
　2011 年度　3 年　あさま組・ほくと組
 合唱 「ともだち」
  「気球に乗ってどこまでも」
   指揮）中野 恵子
　2012 年度　3 年　あさぎり組・しらさぎ組
 合唱 「シーラカンスをとりにいこう」
  「今日から　これから」
   指揮）三品 亜美
　2013 年度　音楽特別研究（5・6 年） 器楽アンサンブル
  「借りぐらしのアリエッティ」より
  「峠の我が家」
  ドラマ　「医龍」より「Aesthetic」
   指揮）三品 亜美
　2014 年度　4 年　つばさ組・みずほ組
 合唱 「生命が羽ばたくとき」
 合唱奏 「いつも何度でも」
   指揮）古賀 有史
　2015 年度　4 年　あずさ組・やくも組
 合唱奏　「遠い日の歌」他

5．全校共通「今月のうた」「学期のうた」「年間のうた」（2015 年度版）

①今月のうた

4 月 はじめの一歩
5 月 エーデルワイス
6・7 月 あの青い空のように
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

9 月 ゴーゴーゴー
10 月 世界がひとつになるまで
11・12 月 もみじ・きよしこの夜
1 月 北風小僧の寒太郎
2・3 月 ありがとう 6 年生・はじめましてのともだち

　※季節に合う・歌集に載っている曲という観点で選択

②学期のうた

1 学期 ビリーブ（林間学校に向けて）
2 学期 世界がひとつになるまで（聖徳祭に向けて）
3 学期 トゥモロー（スキー学校にむけて）

　※行事に向けた取り組みという観点で選択

③年間のうた

2015 年度 地球をつつむ歌声（ＮＨＫ全国学校音楽
コンクール小学校の部　課題曲）

　※全学年通して歌えるレベル・総合的な力が発揮できるという観点で選択

6．行事に関わる学年とその演奏曲目（2015 年版）

入学式 6 年 入場「生命のいぶき」退場「威風堂々」
合唱「はじめましてのともだち」

1 年生を迎える会 全学年 合唱「気球に乗ってどこまでも」
林間学校 3 ～ 6 年 合唱「ビリーブ」

運動会
全学年 斉唱「ゴーゴーゴー」

器楽クラブ アンサンブル「学園歌」「にじいろ」
「得賞歌」「君が代」「ゴーゴーゴー」他

聖徳祭 全学年 合唱「世界がひとつになるまで」
スキー学校 3 ～ 5 年 合唱「トゥモロー」
6 年生を送る会 1 ～ 5 年 合唱「ありがとう 6 年生」

卒業式
6 年 合唱「旅立ちの日に」
5 年 入場「威風堂々」退場「生命のいぶき」
4・5 年 合唱「明日へつなぐもの」

卒業生を祝う会 6 年生 合唱「地球をつつむ歌声」合奏「未定」



４年生の「リコーダー」の特別授業
プロのリコーダー奏者を招いて

プロの演奏者に教わって、
またひとつ成長！　　�　

88

7．聖徳祭での演奏形態に関して

1 年生 斉唱
2 年生 斉唱，鍵盤ハーモニカ
3 年生 斉唱，リコーダー
4 年生 合唱，リコーダー
5 年生 合唱，合奏
6 年生 合唱（学年共通），合奏

　※平成 27 年度は武蔵野市民文化会館大ホールで実施予定

8．特別活動（特別授業）に関して

①　4 年生では 7 月にリコーダー奏者を招いての特別授業を実施する。
②　5 年生では 2 月に邦楽奏者を招いての特別授業を実施する。
③　 4 年生は 11 月最終日曜日実施の東京私立初等学校協会音楽部会主催，
　　音楽祭「さあ　はじめよう」（於：人見記念講堂）に参加する。
④　 外部開場で行われる音楽会，コンサート，ミュージカル等に児童有志で出

かける企画に努める。（音楽科フィールドワーク）

9．写真で見る音楽の授業



５年生の器楽合奏発表（聖徳祭より）

５年生の「邦楽」の特別授業
プロの尺八奏者、箏奏者を招いて

３年生の鍵盤ハーモニカ発表
（聖徳祭より）

２年生の「鑑賞」の授業から
曲を聴いて、班で話し合い

６年生の「リズム」の授業から
曲にあわせて刻んでみよう　　

聖徳祭では先生方も２部合唱で参加！
子どもたちに負けないよう、頑張ります
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Ⅱ　教科の基本方針と内容
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体育教育 

1．体育教育について

　子ども達は遊びを通じて，身体を動かす喜びを知っており，体力を養うには
遊びの中で身につけていくことが望ましいと言われています。それが，今日で
は生涯体育と言われる時代になってきました。それは子ども時代だけでなく，
生涯に渡って運動する喜びを感じながら体力を身につけていくもので，どの児
童もそれぞれの能力・体力に応じて無理なく身につけていくことを目指してい
ます。本校では生涯体育という観点に立って，ただ身体を鍛えていくだけでな
く自主的・主体的な活動をさせていく中で，多くの内容や難しい技に挑戦させ
ていくことを目標としています。また児童があらゆる場面で発表する機会を多
く与えることにより，一人ひとりが自分の得意とする種目を伸ばし，自信をつ
けさせたいと考えています。
　将来的にはリーダーシップのとれる逞しい児童を育てていくことを目標と
し，そのために必要な運動技能や体力・能力などを無理なく，スムーズに伸ば
せるように運動の適時性に注目し，学習内容が子ども達の発達段階に合うよう
なカリキュラムを構成しています。

2．目　標

　調整力を中心に，運動する時に必要な将来に役立つ基礎能力をバランス
よく養う。

3．本校における指導方針

（1）調整力の 4 領域である平衡性・巧緻性・敏捷性・柔軟性を各学年におい
てバランスよく養うことで，運動能力を蓄積させる。

（2）基礎体力に重点を置きながら，基本の運動の中で，弱い部分を補ってい
く。



91

Ⅱ　教科の基本方針と内容

（3）主体的な取り組みをさせることで，生涯に渡って運動を楽しむ態度を身
につけさせる。

（4）児童ができるだけ多くの運動に接する機会や場を与え，運動能力を伸ば
していく。

（5）一人ひとりが自分の得意とする種目を伸ばし，自信をつけさせる。
（6）リーダーシップのとれる逞しい児童を育てていく。
（7）集団を意識しながら，運動技能の追及や創意工夫した取り組みができる

ようにさせる。
（8）能力の限界に挑戦させる。

4．各学年における指導の重点項目

　1・2 年（遊び・ゲームを中心とした学習内容）
・ 遊びの中から運動の楽しさを感じ，反復して技能を身につけさせるよう

にする。
・ 集団行動を身につけさせながら，ルールついてしっかりと守らせる。

　3 年（ゲームを中心とした学習内容）
・ 遊びの中で身につけてきた技能を競わせることで，活発にさせながらお

互いの技能をより伸ばしていく。
・ ゲームでのルールをしっかりと学ばせることで，公正な態度をしっかり

と養うようにさせる。
4・5 年（基本・基礎を中心とした学習内容）
・ 活発に取り組んできた技能をより伸ばすために，しっかりとした基本・

基礎を学ばせることで，幅広い能力を身につけさせる。
・ 苦手種目をこの段階で目標まで到達できるように，しっかりと反復させ

ながら身につけさせることで，粘り強い学習をさせていく。
6 年（発展と応用を中心としたまとめの学習）
・ 今まで学習してきた基礎を活かし，自ら工夫したり，応用させることで

技能を伸ばしていく。
・ 自分から進んで得意種目を更に伸ばすことにより，積極的な姿勢や自信

をつけさせ，最上級生としての自覚を養わせる。
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5．年間指導計画表

1 学期 4 月 5 月 6 月

1 年
基本の運動（鬼ごっこ・模倣・跳び箱・マット運動（前転））

ボール遊びⅠ（ドッジボール）
鉄棒（前回り）

2 年
基本の運動（宝陣取り・マット運動後転・跳び箱開脚跳び））

ボール遊びⅢ（ドッジボール）
もぐらたたき

3 年
力試し運動（S ケン）

ドッジボール
マット運動（とび込み前転）

4 年
バスケットボール（シュート・ピボット）

障害走（ハードル走）
鉄棒運動（足かけ上がり）

5 年
短距離走（ クラウチング ･ スタート・50m 走）　 走り幅跳び又は走り高跳び

バレーボール（スパイク・ローテーション）
マット運動（倒立・側転）

6 年
障害走（ハードル走）

バスケットボール（守り）
マット運動（まとめ）

2 学期 9 月 10 月 11・12 月

1 年
回旋リレー（短距離走 50 ｍ）

持久走（粘り強く）
ボール遊びⅡ（サッカー）

2 年
鉄棒運動（こうもり降り）

持久走（粘り強く）
短距離走とリレー

3 年
鉄棒運動（逆上がり）

持久走（呼吸法）
バスケットボール（ドリブルの基本）

4 年
バレーボール（パスの基本）

持久走（呼吸法）
跳び箱（閉脚跳び）

5 年
リレー（バトンパス）
　　　　　持久走（ペース配分）　バスケットボール（攻撃・速攻）

跳び箱（台上前転）

6 年
リレー（バトンの受け渡しの工夫）

持久走（ペース配分）
リズム縄跳び（創作発表会）
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

3 学期 1 月 2 月 3 月

1 年 縄跳び（検定）

2 年 縄跳び（検定）

3 年
リズム縄跳び（基本技）

縄跳び（検定）
サッカー（パス）

4 年
リズム縄跳び（連続技）

縄跳び（検定）
サッカー（ポジションと役割）

5 年 リズム縄跳び（規定演技）
縄跳び（検定）

6 年 バレーボール（サーブとゲーム）

6．小学生の時期に大切な調整力について
　体力には大きく分けて「行動体力」と「抵抗力」の 2 つに分かれています。
その行動力の中にも 3 つ程に分かれ「調整力」，「筋力」，「持久力」と言われて
います。子ども達が運動していく上で，ただ教えるだけでなく，運動生理学か
ら見て，どのような能力を養えば，どの部分が伸びていくのかを知っておく必
要があります。
　⑴　大切な調整力

　運動生理学から見た行動力の 3 つには，それぞれ伸びる時期があります。
　例えば筋力は男性ホルモンなどの影響が大きく，思春期以降の時期が
顕著に伸びていきます。また最大酸素摂取量についても肺の酸素摂取能
力・循環器系の摂取運搬能力が小学校の時期では，発達しにくいところ
から，この能力を早く養っていくことは，弊害を及ぼす結果となります。

　⑵　神経系の発達
　小学校の時期に何の能力を養えば良いのかについてですが，調整力

（瞬発力・筋持久力・調整力）については，逆に早い時期の方が良いと考
えられています。すなわち，神経系の発達が今までの能力とは別に早い
時期にもっとも著しく伸びていくからです。伸びる時期だからこそ経験
させていく必要があります。

　⑶　運動体験の必要性
　調整力を要する動作は，やさしい動作から習熟し，難しい動作へと発展し
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ます。難しい動作は，これまで獲得した動作を基礎として成立します。
　最も効果的に学習できる幼・少年期に豊富な運動経験を持ち，多種多
様な基本的動作を身につけておくことは，思春期以降の運動能力の発達
にも大きく影響します。

　よく小さい頃，「身につけた運動は忘れない」と言われ，水泳や自転車乗り
などでよく例に出されます。逆に大人になってから覚えようとすると時間がか
かるということです。これは小さい頃，覚えなくてはならないような内容や感
覚をその時に十分養えなかったことが原因としてあります。このように，小学
校の段階では調整力の役割が非常に大きく，神経系の発達が成人の値に達して
いる小学校の時期に調整力の要素をバランスよく養わせる必要があります。ま
た，その他の要素などは身体的な成長とも密接に関係していることから思春期
以降に養う方が効果が得られる場合もあります。
　以上のことを児童の発達を見極めながら調整力を確実に養っていけるように
日々指導しています。

7．聖徳の特色ある体育科の取り組み

　①ボール運動
　聖徳のボール運動では，「ドッジボール」「サッカー」「バスケットボール」

「バレーボール」へと神経系の発達を考えた一貫性を持った単元の内容を設
定しており，手の平から徐々に指先の末端へ力を送りながらボールをコント
ロールできる能力を身につけることをねらいとしています。

単元 1 年生 2 年生 3 年生 4 年生 5 年生 6 年生
ドッジボール ○ボールⅠ ○ボールⅢ ○

サッカー ○ボールⅡ ○ ○ ○
バスケットボール ○ ○ ○ ○

バレーボール ○ ○ ○
※  1・2 年のドッジボール・サッカーについては，ボールに慣れることを到達目標に設定しているた

め，単元名はボール遊びⅠ・Ⅱ・Ⅲとして表示しています。
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

②もぐらたたき
　単元としては，どこの学校も実施していない内容です。聖徳では 2 年生で
導入していますが，基本的にはどの学年でも行える内容です。5・6 年生で
本格的なバトンを使ってリレーの授業を行いますが，それまでの準備段階と
して考えています。ルールは，4 チームに分かれて，正方形または長方形の
隅をスタート地点とし，同時に同じ方向からスタートします。前にいるチー
ムを抜かしていくリレーで，抜かされたチームは，その時点で終了となり，
最後まで走り残ったチームが勝ちとなるゲームです。
　もぐらたたきでは，「どうしたら上手に渡せるのか」を工夫させています。
そして，自分達で a）順番を考えさせる。b）お互いに意見を出し合う。c）
チームごとに作戦を決めてから行う。など様々な工夫をしながら行うように
しています。
　子ども達の反応として，追う・追われるというスリルのある内容なので大
変興味を示します。
　また，雨が降って校庭が使えない朝などは，講堂で学年関係なく，みんなで
楽しく遊ぶ姿が見られます。動きが単調なので，参加者全員で盛り上がれるの
も特徴です。盛り上がる要因として名前を「もぐらたたきゲーム」としてゲー
ム化したことが興味・関心を引き出しているようです。

単元 1 年生 2 年生 3 年生 4 年生 5 年生 6 年生
回旋リレー ○

もぐらたたき ○
リレー ○ ○

※  1・2 年生はリング（輪）バトンを使い，5・6 年生では本格的なバトンを使用します。

③持久走（マラソン大会）
　聖徳では現在までマラソン大会を実施しています。目的として児童の体力
向上と精神面，粘り強い気持ち，最後までやり遂げる気持ちを養っていくこ
とを目標としています。毎年，2 学期の運動会が終わった頃から，マラソン大
会に向けての練習が本格的にスタートします。
　現在では低学年（1 ～ 3 年生）＝ 2km，高学年男女共（4 ～ 6 年）＝ 4km
を実施しています。東京都の小学校の中でマラソン大会を実施している学校
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は少なく，その中においても聖徳は強い心を育て，逞しい児童を目指すとい
う意味で，全学年で毎年実施しています。その点からもマラソン大会は特色
ある取り組みのひとつと言えます。

　○マラソン大会に向けての取り組みⅠ
　 体育の授業では
　◦全学年 200m × 5 周走の 1000m（1km）を走ります。
　　ペース走，または全力走などのタイムトライアルの練習を行います。
　◦駅伝方式のチーム対抗戦（1 人 2 周× 5 ～ 6 名）
　◦インターバルトレーニング　など。
※ 各学年の発達段階に合わせて，無理のない範囲で取り組める内容を設定して

います。
　○マラソン大会に向けての取り組みⅡ
　 朝練習では

　運動会が終わった後，朝の 8：25 ～ 8：35 の時間を使って，マラソン大
会に向けて練習を行っています。

④縄跳び（検定と規定演技，創作発表会）
　3 学期は，全学年が縄跳び（検定）を中心に行っています。個人の成長に応
じた色々なレベルの技に挑戦ができるため，どの子も興味を持って取り組んで
います。一年生も興味・関心の高い子は，何度も何度もそのレベルを超えよう
と集中して取り組み，毎日校庭で挑戦している姿が見られます。
　レベルの高い技（級）を超えることは容易なことではありませんが，そのレ
ベルを超えたいと思い，興味・関心を持つ子どもは，限界に挑戦する姿が見ら
れます。熱心に取り組んでいる子どもに刺激を受けて，切磋琢磨しながら上達
していく姿は，とても素晴らしいものです。
　毎日，練習に明け暮れて，そのレベルを乗り越えた時の満足感は計り知れな
いようです。更に上へ上へと挑戦する姿は目を見張るものがあります。
縄跳び一つ取っても，子どもたち同士が刺激を受けながら，頑張っている姿
は，聖徳の良い部分の一つとも言えます。
　また 5 年生では，リズム縄跳びの規定演技（ジンギスカン）の練習・発表会
を行っており，一回も引っ掛けることなく上手に跳べるように頑張ります。
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

　最高学年の 6 年生になると総まとめということで，今まで習ってきた技能を
全て出し切れるように，創作リズム縄跳びとして自分達で考えて音楽や演技な
どを決めて作り上げ，最後には発表会を行います。
　また，有志を集めて運動会ではリズム縄跳びの演技も行っています。



フェルトでペンケース作り（5年生）
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家庭科教育 

1．家庭科教育について

　5・6 年生の家庭科の授業では，衣食住に関する体験を通して日常生活に必
要な知識や技能を身につけていきます。様々な活動の中にも，子ども達の個性
を生かし，創意工夫する力が養われるよう指導していきます。子ども達は楽し
みながら学び，家庭生活を大切にする心情を育んでいきます。
　本校の家庭科教育において，

①　生活を工夫する楽しさや物を作る喜びを知る。
②　家族の一員としての自覚を持った生活を実感する。
③　自分の成長を理解し，家庭生活を大切にする心情を育む。

　以上，3 点を目標として，日々の学習活動を行っています。
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

2．年間指導計画

学年

月
5 年生 6年生

4 家庭科を学ぼう
見つめてみよう，私と家族の生活 きれいにしよう，クリーン大作戦

5 はじめてみよう，ソーイング 考えよう，これからの生活

6 はじめてみよう，クッキング 暑い季節を快適に

7 元気な毎日と食べ物 工夫しよう，朝の生活

9

わくわくミシン
工夫しよう，楽しい食事

10

11
生活を楽しくしよう，ソーイング

12 かたづけよう身の回り

1 寒い季節を快適に
上手に使おう，物やお金

成長した私たち2 できるようになったかな，家族の仕事

3 家庭科の学習をふり返ろう

3．各学年の特色

① 5 年生
　家庭科の授業が始まる学年です。まず，初めにこれまでの生活の中で，どの
ようなことが自分一人で出来るようになってきたのか，家族の一員としての自
分自身の役割がどのようなものがあるかを確認していきます。そして，実際に
裁縫や調理等に取り組んでいきます。



バランスの良いメニュー作り（5年生）
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　裁縫では，自分の生活に役立つペンケース，あずま袋を製作していきます。
実際に針や糸，ミシンを使う事が初めての子ども達も多いのですが，新しい体
験を楽しみながら活動しています。
　食物では三大栄養素を学び，バランスの良いメニュー作りをします。調理で
は『茹でる』ことを中心に『ゆで野菜のサラダ』を作り，一年のまとめとして
は，各クラスで柔軟にメニューを決め，実習を行っています。
② 6 年生
　5 年生で学習した学習内容を更に発展させていきます。
　年度当初には自分の生活時間の見直しをし，家族の一員としてできる内容を
再確認していきます。
　裁縫では 5 年次で基本的な裁縫道具の使い方と基本縫いを学習したので，そ
れを生かし，ミシンと手縫いを用いてトートバッグを製作します。
　まち針を打ったり，チャコペンで印をつけたりするのに初めは苦労します
が，作業工程が進むにつれてどんどん形になっていく事が励みになり，楽しん
で作品を完成させることができます。
　調理では，一学期にじゃがいもを使った料理（昨年度は肉じゃが）2 学期に
は一品で多くの栄養素が取り入れられる料理（昨年度は豚汁）3 学期は一年の
ふり返る簡単調理（昨年度はフルーツサンド）を実施します。
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

　2 学年を通じ，体験を通して日常生活に役立つ様々な知識や技能を身につけ
ることが出来ます。
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特別研究 

1．特別研究とは

　5・6 年の児童を対象にして特別研究の時間を設置しています。
　本校の児童は，

⑴ 　興味や関心が多方面にわたっており，その内容も多種多様である。多
くの児童は，知的興味や好奇心を満たす世界をもっている。

⑵ 　未知の領域に対して好奇心や意欲が旺盛で，好きな教科や得意な教科
に対しては幅広い取り組みや粘り強い追究の姿勢がみられる。

　などの特性が多く認められます。そこで，そうした子どもの特性や長所を更
に伸ばしてゆくため特別の研究時間を設けて，大いに取り組ませています。

2．特別研究のねらい

　本校の教育方針は，各教科の学習課程で，
◦ 12 歳までにできるだけ知能を伸ばす
◦基本的な知識を知能のいろいろな角度から考えさせる

の 2 つが大きな柱になっていますが，知能活用期（5 年次以上）の段階を考慮
して，これまで育てられた知能や学力を総合して自己の力を十分に発揮させる
ことが大切になってきます。そこで，

◦教科内容の固有のねらいをおさえながら教科の枠にとらわれない
◦ 5・6 年の児童が参加するが，学年の枠にとらわれない

といった 2 点を踏まえ，適切な指導や助言を与えながら，できるだけ児童の創
意工夫を生かし自由にかつ大胆に取り組ませています。そして，児童がもって
いる好奇心や興味を大切にしながら，一つのことにじっくり取り組み，広く深
く追究させながら，一人ひとりの個性や能力を伸ばしています。特別研究の主
な目標は，次の通りです。
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

①　教科や領域のねらいをおさえたり対比させたりしながら，特別研究の特性を生
かした取り組みをさせ，興味や関心を深めさせる。

②　具体的な目標を持って，各自に応じた計画や実践をさせ，理解を深めさせたり
発展させたりする。

③　一人ひとりの興味や関心を大切にしながら，自由な研究のもとで自主的に創意
工夫したり探究する態度を伸ばす。

④　事物や事象に対して，柔軟性をもって多面的にとらえる力を養い，創造したり
発展したりする思考を育てる。

⑤　取り組む過程で成功や失敗，試行錯誤など豊かな体験や経験をさせ，根気強さ
を養う。

⑥　個別の作業や学習，成果とともに協力したり助け合う態度を育てる。

3．目標と学習項目

教科 目　　　　標 学　習　項　目

国　
　

語

⑴　英才児特有の思考・感情及び意
識の発達といった実態に即し，一
人ひとりが持つ問題意識を掘り起
こし，そうした過程の中で自ら課
題を設定し追及できるようにさせ
ていく。

⑵　児童文学や雑誌，新聞などの創
作的な活動や問題意識に沿った論
文，更には，故事成語や，論語な
どを使用してのレポートなど，そ
うした取り組みを通して人間理解
を深める。

・ 絵本や児童文学の創作活動
・ 随筆や詩などの創作活動
・ 故事成語，慣用句，ことわざ，論

語などの研究
・ 落語の世界の追究　　など

数　
　

学

⑴　数学の集大成として，興味を
持ったものを発展・研究する能力
を養う。

⑵　数学学習の発展として，数学的
な関心・態度を育てていく。

⑶　パソコンを利用し，論理的・効
率的に考える能力を育てる。

⑷　研究・作品で自らの表現能力を
育てる。

・ パソコンでのプログラミング
・ LEGO ロボット製作と動作プログ

ラミング

英　
　

語

⑴　英語の音やリズムに慣れる。
⑵　自然な英語を聞き取ったり，言

うことができるようにする。
⑶　英語と日本語の違いから文化を

比較させる。

・ 英語と日本語の違いを研究
・ 英語の歌や映画のディクテーション
・ インターネットを使った海外の子

どもたちとの交流
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理　
　

科

⑴　自主的にテーマを設定し，実験
の計画を立て，計画に基づいて研
究を進め，結果について考察し，
科学への理解を深めさせる。

⑵　研究した結果明らかになったこ
と，疑問に思うことをわかりやす
く報告できるように工夫させるこ
とを通し，発表する力を養う。

⑶　安全に配慮して実験を進める態
度を養う。

⑴　必須実験（物理・化学・生物・地学）
⑵　自主研究
・ 自然観察（校内の植物，気象観測，

顕微鏡観察等）
・ 科学工作（分子模型，化石レプリ

カ，モーター等）
・ 実験（例）テルミット反応，青銅

鏡作り

地　
　

理

⑴　世界の国の中から一ヵ国を選び，
その国の子ども達の生活を中心に
調べさせるなかで，さまざまな地
域の人々の生活や習慣について興
味を広げさせる。

⑵　世界との様々な関係を通して，
日本の国について再把握していく。

⑶　世界的な視野の中で，世界の
人々が抱えている課題を捉え，そ
れについて自分なりの解決策を見
出していく。

⑴　世界の国々
　　人々の生活
　　子供たちの生活
　　生活習慣
⑵　自然
　　文化
　　産業
⑶　環境問題
　　南北問題
　　地域紛争

歴　
　

史

⑴　自らの疑問を追及し，より深い
歴史的概念を身につけさせる。　

⑵　土器・火起しなどの体験学習を
通して，当時の人々の生活の工夫
や考え方を学ばせる。

・ 発掘調査と文化比較による分析
・  文書資料，絵画資料の見方と歴史

事象の関連
・ もののルーツを探る
・ 人物伝記による年表作り
・ 古事記の研究
・  父母・祖父母の少年時代の社会
（ビジュアル年表）

・ 縄文土器作り

家　
　

庭

⑴　教科に対する興味を深め，縫う
喜び・調理する喜びを体に感じさ
せ創意工夫し内容を深めながら楽
しく取り組ませる。

⑵　家庭生活を支えている身近な物
や家族，仕家庭生活についての基
礎理解を図る。

〇裁縫（小物作り）
・  針，糸，はさみ等の取り扱いを覚

える。
・ 基本的な縫い方を練習し，技術習

得。
　生活の中で利用できるものを創意工

夫しながら作り上げる。
○食物
・ 食生活の栄養について関心を持つ。
・ 健康に留意した献立を考え，調理

への興味を持つ。
○家庭生活
・ 自分や家族が家庭でどのように生

活しているか関心を持ち，家庭で
の自分の役割について考える。



数学特別研究　ロボット製作
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

音　
　

楽

⑴　各自の音楽への関心を高め，知
識の幅を広げていく。

⑵　書籍や音源を活用し，西洋音楽
史の作曲家や作品，時代の特徴や
移り変わりなどを理解する。

⑶　楽器制作や創作を通し，分析力
や聴取力，読譜力の基本的な能力
を伸ばす。

○西洋音楽史
・ 時代ごとの出来事と楽譜の分析
・ 作曲家と作品の調べ学習と観賞
○創作
・ 16 ～ 20 小説の作曲
・ コード進行の学習
・ 自作曲の演奏と鑑賞
○
・ オルゴールや打楽器などの制作
・ 様々な楽器の種類の学習

美　
　

術

⑴　能動的・主体的な表現活動の中
から創造力を獲得し，造形能力を
伸ばし育てる。

⑵　身近な生活を見つめ，とらえた
現実・イメージを，色と形で描写
表現することを通し個性を育成す
る。

・ 児童の興味関心を持ったモチーフ・
テーマで描写する。

・ 身近な生活空間の中からモチーフ
を見つけ出し描写する。

・ 身近な世界をテーマに絵で表現す
る。



１年生が本を選んでいます

昼休みのお話会の様子
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聖徳学園小学校の図書室 

　知的好奇心を満たす。心に残る一冊と出会う。学年を超えて憩う。
　本校の図書室は，いつでも気軽に出入りできる場所です。

　バラエティーに富んだ蔵書や雑誌，今日の新聞。迷宮に踏み込んだような書
架の通路。木のぬくもりを大切にした書架，椅子や机。そしてカウンターで皆
を迎える図書の先生。

　聖徳の学校図書館では，聖徳の特色ある授業のカリキュラムに沿って資料を
そろえ教育活動に活用しています。そのために幼児向けから大人向けの本，専
門書まで幅広いレベルと分野の図書を集めています。たとえば数学の書架で
は，小学生向きの算数本と数学の専門書が置いてあってよく驚かれますが，こ
れは 6 年の最後に数学の卒業研究をするクラスのために必要なのです。
　教科学習だけでなく，自由研究，児童の委員会やクラブ活動，修学旅行，国
際交流などでも活用されます。インターネット接続の PC も図書室に７台あ
り，印刷資料と並行して学習活動で利用します。
　また，児童は物語が大好きです。校内でもちょっとした時間に読み，借り，
友だちや先生と共感しあう。そんな光景が校内のあちこちで見られます。



特別研究授業　真剣な表情で 分類サインが新しくなりました！

昼休み　一緒に読んでいます 5年生　理科での調べもの
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

聖徳学園小学校図書室概要（平成 27 年 3 月現在）

　施　　　　　設： 6 号館 3 階，139.08 平方メートル
　座　　席　　数： 36
　コ ン ピ ュ ー タ： 7 台（インターネット接続）
　蔵　　書　　数：約 15,200 冊（児童一人あたり約 39 冊）
　年間購入図書数：平成 25 年度～　613 冊
　逐 次 刊 行 物：新聞 4 紙，雑誌 15 タイトル，年鑑・統計 17 タイトル
　利　用　方　法：利用できる時間─登校時間から最終下校時間まで
　　　　　　　　　校外貸し出し期間─ 2 週間　夏休み・冬休み前の貸出あり
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１．方　針

○　低学年は，集団生活の習慣づけとして守らなければならない基本的なき
まりを指導し，自主性を育てる。

○　中学年では，学校生活等から集団生活を意識させて，一般的な生活習慣
を指導し，社会性を育てる。

○　高学年では，上級生としての役割と責任を自覚させ，多様な場面での指
導力を育てる。

２．組織図と指導内容

　　生活指導部　　校内指導…日常の指導（学校のきまり・施設利用の方法等）
　　　　　　　　　校外指導…校外の生活指導（登下校の指導）
　　　　　　　　　安全指導…交通安全指導・避難訓練・不審者侵入訓練

３．生活指導の実際

　本校では，生活指導を行っていくために３つの大きな柱を考えています。１
つは，入学から２年生までの段階で，この時期は基本的生活週間を身に付けさ
せ，個々の「自主性」を育成することを目標としています。様々な取り組みで
は，頑張った点をできるだけほめて自信を持たせるように心がけています。こ
れは，子どもたち一人ひとりが育んできた自主性を，正しく伸ばすことを目指
しているからです。
　次に３年生から４年生では，一般的な生活習慣を身に付けさせ，個々の「社
会性」を育成することを目標としています。入学後，子ども達は学校という社
会の場で，色々な体験や経験を通して集団の規則を大切にすることや，友達と
協力する中で社会性を学び取っていきます。これまで育ててきた自主性を大切
にしながら，さらに子ども達一人ひとりの豊かな社会性を伸ばしていきます。

Ⅲ  生 活 指 導
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　最後に５年生から６年生では，上級生ということを意識させながら，自主的
な判断や自立的な実践力を身に付けさせ，指導力を育成することを目標にして
います。

　【学校のきまり】

一、 登校の時間を守り決められた通学路を登校する。
一、 登校・下校は制服を着用する。
一、 電車やバスなどの交通機関を利用する者は，車内・駅などでのルール

を守り他の人の迷惑とならないようにする。
一、 登校後はすぐ学習着に着替え始業の準備をする。
一、 授業の準備は休み時間中に行ない，チャイムの合図と共に学習に入れ

るようにする。
一、 昼休みは各施設のきまりを守り，学年ごとに定められた場所で活動する。
一、 危険な品物，その他学校の指定した品物は持ってこない。
一、 所持金は必要以上持ってこない。高額の所持金については担任に連絡

をし，許可を得る。
一、 ホームルーム終了後は下校する。理由があって定められた下校時間ま

で校内に残る場合は担任に申し出る。

　本校のきまりは，９項目に限定しています。それは，きまりが子どもの生活
を管理したり，自由を束縛したりするものであってはならないと考えるからで
す。最小限のきまりを押
さえ，子どもの健康や安
全に留意しながら，自主
性・自律性を伸ばし高め
ることを目指しています。



110

　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

入 学 式 

新しい一歩を踏み出す日
　4 月。青い空に桜の花びら
が今を盛りと咲き誇るころ，
本校の入学式が行われます。
真新しい，少し大きめの緑色
の制服に身を包み小学生とし
ての第一歩を踏み出します。
　会場となる講堂に担任とと
もに入場すると，そこには保
護者の方々・全教員・そして
在校生の代表として式に参加している 6 年生の大きな拍手に迎えられます。新
入生の子どもたちにとっては緊張の一瞬ですが，それよりもとても誇らしく明
るい笑顔での入場です。
　式では，担任から新入生児童ひとりひとりの名前が呼ばれます。大きな声で
返事をして壇上へ。学校長から入学の記念の品が手渡されます。なかには「あ
りがとうございました !」と元気よくお礼を言う新入生もおり，和やかな雰囲
気に包まれます。続いて，在校生代表児童より歓迎の言葉が贈られます。

　暖かな春の日差しが，皆さん，そして，この聖徳学園の降車を優しく包
み込むようになったこのよき日，入学式を迎える 1 年生の皆さんご入学お
めでとうございます。また，ご家族の皆様，本日はおめでとうございま
す。僕たちは，皆さんをお迎えできるのを，とても嬉しく思うとともに，
これからの皆さんとの生活をとても楽しみに思っています。
　今，皆さんはどのような気持ちなのでしょうか。これからどんな生活が

Ⅳ  学 校 行 事
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始まるのかと，わくわくしているのでしょうか。それとも，まわりにこれ
までの友だちがいなくて緊張しているのでしょうか。どうぞご心配なく。
　学校に来てみると，聖徳の優しい先生方や，愉快で優しいお兄さんやお姉
さんが待っています。そして何より楽しい授業や行事が待っているのです。
　この聖徳学園小学校には素晴らしい特徴があります。それは，ひとりひ
とり自分に好きなところで活躍できる機会が多いことです。そのような機
会が行事だけでも，オセロ・五目並べ・将棋が強い人が競い合うゲーム大
会。全員参加の百人一首大会。大きなものでは運動会はもちろん，クラス
ごとに合奏や合唱を発表する聖徳祭。2 キロメートルを走りきるマラソン
大会。児童会主催のけん玉やコマ回しなど，自分の得意なことを発表でき
る「君もなんでもチャンピオン」……どうです。いま挙げたものだけでも
たくさんあるでしょう。また，聖徳の独特な授業には，パズルやゲームな
どを行って知能を刺激する知能訓練。ただ単純に物を作ったりゲームをし
たりするのではなく，工夫しながら取り組むゲーム工作などがあります。
このように聖徳学園小学校の毎日には楽しくてしょうがないことがいっぱ
いあります。
　しかし，より充実した日々を過ごすためには，まず友達をたくさん作っ
てください。そして三万冊もの本がある図書室・びっくりするほど大きな
鉄道模型があるプレイルーム・暖かい太陽に照らされる校庭など，皆さん
それぞれが楽しく過ごせる場所を見つけてください。友達も自然に集まっ
てくるでしょう。
　とはいえ，無理はせず困ったことがあったらなんでも僕たちに相談して
ください。誰でも優しく応えてくれるはずです。
　さあ，今日から皆さんも僕たち聖徳学園小学校児童の仲間入りです。こ
れからの 6 年間この校舎を舞台に，思う存分楽しく歩んでいってください。

 平成 26 年 4 月 7 日　在校生代表　武正 文比古
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　これに応え，新入生代表が元気よく「誓いの言葉」を述べ，新入生ひとりひ
とりの胸にある希望と期待を膨らませつつ，6 年間の本校での小学校生活をス
タートさせます。

　待ちに待った入学式が来ました。私には聖徳学園小学校を卒業したば
かりの姉がいます。その姉は週末になって学校が休みになったとたん

「あー，早く学校に行きたい。」と大騒ぎして，月曜日の朝になるとるんる
んと踊るように学校に出かけていました。だから，小学校はどんなに楽し
いところなのだろうと，私は入学式をとても楽しみにしていました。
　聖徳学園小学校では，その先生の授業も面白いそうです。図書室には面
白い本がたくさんあるそうです。それから，歴史のこと，電車のこと，宇
宙のこと，ゲームのこと，音楽のことなどいろいろなことにくわしい物知
りな友だちがたくさんいるそうです。「早く授業を受けたいな。」「一緒に
入学するお友だちはどんな人たちだろう。」とわくわくしています。
　幼稚園が終わってから，父と母と三人で奈良に出かけました。法隆寺で
は，この講堂に懸っている聖徳太子さまの絵を見つけました。とてもすが
すがしいお顔が心に残りました。聖徳太子様が勉強した建物も見ました。
聖徳太子様はそこでたくさん勉強して「みんなで仲良くすることを大事に
しよう。」という十七条の憲法を書いたそうです。そして聖徳太子様は十
人の言うことをいっぺんに聞くことが出来ました。私たちも聖徳太子様の
ようにたくさん勉強して，他の人の考えや意見をよく聞いて，他の人の気
持ちを大事にして，仲良く楽しい小学校生活を送れるようにしたいと思い
ます。
　先生方，上級生のお兄さん・お姉さん，私たち新入生をどうぞよろしく
お願いします。

 平成 26 年 4 月 7 日　新入生代表　清水 千央
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卒 業 式 

新たな歩み
　やわらかな春風にさそわれて，桜の新芽が少しずつふくらみ始めた三月。六
年間の小学校生活を終えようとしている卒業生は，友との別れの寂しさと新た
な道への希望を胸に，開式を待ちます。
　前日に行われた『卒業生を送る会』で一層交流を深めた在校生の温かい拍手に
迎えられ，厳粛な式場に入場し，拝礼，献花・献茶を経て，最後の『お誓い三か条』
を唱和します。心身共に大きく成長した姿を聖徳太子像の前に示します。
　一人ひとりが呼ばれ，学校長から聖徳学園小学校で学んだ確かな証である卒
業証書を受け取りに進みます。卒業証書授与の後は，母校を巣立ちゆく卒業生
に学校長が励ましの言葉を述べます。
　そして，在校生が感謝をこめ，新しい人生の一歩を踏み出した卒業生に合唱
のプレゼントをします。その後，在校生代表が『送る言葉』を卒業生へ。

送る言葉

　先日まで記録的な大雪が残っていたレンガ通りの雪も溶け，かえで通り
のサクラ並木のつぼみに確実に春の訪れを感じられるようになりました。
　卒業生の皆さんが，6 年間さまざまな気持ちで通ってきたレンガ通り，6
年前の春は不安と期待を胸に抱き，ある時はうきうきした気分で，ある時
はゆううつな気分で，しかし，聖徳学園小学校の児童として，このレンガ
通りを通るのも，今日が最後となります。
　先輩方は，今日，この卒業の日，どのような気持ちでレンガ通りを通ら
れるのでしょうか。
　思い起こせばこの 5 年間，皆さんは先輩として，いつも僕たちよりも一
段上に挑戦し，後輩を引っ張っていく，そういう存在でした。
　登下校時に，レンガ通りで 1 年生と一緒に歩いている先輩方をよく見か
けました。先輩方は 1 年生に優しい笑顔で優しく話しかけていました。入
学したての 1 年生の嬉しくて仕方がない様子が印象的でした。優しさと
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リーダーシップを兼ねそなえた先輩方は，僕たちの憧れの存在でした。
　聖徳祭では，先輩方の合唱や合奏の迫力に圧倒され，体が震えました。
これほど，僕たちに感動を与えたのは，先輩方が心を一つに一所懸命に努
力したからだと思います。一所懸命頑張っている姿が，みんなの心を惹き
つけ，輝いて見えました。
　僕たちは，先輩方のこのような姿勢を受け継ぎ，先輩方に追いつき，追
い越せるよう，この 4 月から最上級生として恥ずかしくないよう，努めて
いきます。
　この春，先輩方も新しい世界に一歩を踏み出します。聖徳学園小学校で
6 年間学んだことを誇りとし，明るく前向きに進んでいってください。
　新しい生活に慣れたら，どうぞまた懐かしいレンガ通りを通り，僕たち
に会いに来てください。
　先輩方が，それぞれの信じた道で未来をひらく戦士となり，太陽のよう
に輝くことを心よりお祈りしています。
　ご卒業おめでとうございます。

 平成 26 年 3 月 15 日　在校生代表　武正 文比古

これに応え，卒業生代表が『お礼の言葉』を述べ，六年間の小学校生活に
別れを告げ，新しく始まる中学校生活への希望と期待に胸を膨らませます。

お礼の言葉
　
　2 月の記録的な大雪は真冬に逆戻りかと思われましたが，晴れた日の暖
かな太陽に春の訪れを感じます。
　今日ここに，あけぼの・はくたか 58 名は思い出多い聖徳学園小学校を
卒業します。
　私達のためにこのような卒業式を執り行っていただき，校長先生を始
め，多くの方々に心に残るお言葉をいただき，ありがとうございます。
　今，6 年間を振り返ると様々なことが思い出されます。
　入学試験の日，先生に呼ばれて緊張しながら一人で教室まで歩いたこ
と，実技試験の鉄棒では自分の順番までお友達の秒数を数えたこと，ぶら
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下がったら鉄棒が低くて足がつきそうで高かったらもっとぶら下がってい
られたのにと，少し不満だったこと。
　入学してからは毎日学校に行くのが楽しく，土日はどうして休みなんだ
ろうとうらめしく思ったこと。
　毎日の授業も新鮮で，特にゲーム工作・知能訓練は楽しくて時間が経つ
のがあっという間でした。また，その授業の成果を発揮できるオセロ・五
目並べ・将棋大会。私はクラスの中でもたいてい初戦敗退か二回戦止ま
り。毎年のように準決勝，決勝と勝ち進む友達をすごいなあと尊敬しつつ
も，悔しい思いで涙することもありました。
　団体戦の百人一首大会では，個人戦とは違って友達と作戦を練り，いか
に勝ち進むかと話し合い，朝練習をしたことも良い思い出です。
　運動会では，紅白に分かれて応援合戦をし，点数のボードを見てはハラ
ハラドキドキして，自分達の組が勝つ度に歓声を上げ，必死になって応援
しました。練習では，なかなか足並み揃わずタイムが心配だった四人五脚
リレー，必死でハチマキを守った騎馬戦。学年選抜リレー，有志によるリ
ズム縄跳びも見事でした。普段見ることのできない一面を垣間見た先生方
の競技は印象的でした。
　忘れられないのが親元を離れての 3 年生からの林間学校，スキー学校で
す。初めての時は荷物の準備，帰りの荷作りがしっかりできるか多少不安
がありました。上級生と一緒に役割分担した野外炊事。お手本を見せるね
と言って，ほとんどやってしまった 6 年生にムッとして，自分はこんなこ
とはすまいと心に誓ったことを覚えています。それでも，自分達で作った
カレーライスは格別でした。五色沼の美しい景色は今でも鮮やかに心に
残っています。
　しかし，3 年前の東日本大震災での被害は想像を絶するものでした。御縁
のあった福島への林間学校は変更を余儀なくされました。そして，3 年経っ
た今も東北の復興は遅々として進まず，故郷へ帰ることもかなわず，不安
で不自由な生活をしている被災者の方々を思うと心が痛みます。私達にで
きること，それはその方々の事を忘れないこと，常に心を寄せていること
だと思います。自分のできることを少しでもしていきたいと思います。
　6 年間の行事の中でも一番は何と言っても 5 泊 6 日の修学旅行です。5
年生の 3 学期からの事前学習，各グループで熊本・長崎・萩とそれぞれの
歴史，地形，名産品など，沢山調べました。百聞は一見にしかずと言うよ
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うに，エメラルドグリーンの阿蘇の火口，秋芳洞では自然の力を実感しま
した。貸し切りではない新幹線の車両でも他の乗客の迷惑にならないかと
先生方は心配なさったようですが，行き帰りともスムースに移動できまし
た。車内で先生や友達の寝顔を撮ったことなども楽しい思い出です。旅行
中にバスガイドさんに教えてもらった歌は頭から離れず，帰宅後も口ずさ
んでしまうほどでした。
　聖徳での 6 年間は，個性豊かで才能溢れる友達との学びです。それぞれ
の個性・得意なことは夏休みの自由研究を見れば一目瞭然です。素晴らし
い作品に毎年圧倒されました。
　しかし，個性の強い人の集まりだからでしょうか，時にはけんかやささ
いないたずら，いざこざもありました。そんな様々な経験を重ねて私達は
大きく成長したと思います。自分の思いを相手に伝えることの難しさ，言
葉を選ばないと人を傷つけるということ，相手の気持ちを察して思いやる
大切さを学びました。担任の先生は事あるごとに自分達で解決できるよう
にさりげなく手をさしのべて，時には厳しく叱ってくださいました。一人
では難しいことも仲間と協力して成し遂げた時の達成感，高学年としての
自覚と責任感も学びました。聖徳の 6 年間の様々な経験が，自信につな
がっています。
　6 年間，当たり前のようにお弁当を持って毎日学校に通えたこと，これ
はとても幸せなことです。世界の国々では今なお紛争や貧困で尊い命が失
われています。全ての日常は様々な人の力があって，成り立っているので
す。聖徳で学べたのは，先生・事務の方・食堂の方々・売店の方・用務の
方々，そして学校に通わせてくれたお父さん，お母さんのおかげです。本
当に心から感謝いたします。ありがとうございました。
　私達は聖徳を卒業し，それぞれの道を歩み出しますが，聖徳のお誓い三
か条を忘れることはないでしょう。一人ひとりが自分の得意とする分野で
力を発揮し，戦争や貧困のない明るく夢ある社会を目指し，その一翼を担
うことをここに誓います。
　6 年間本当にありがとうございました。

 平成 26 年 3 月 15 日　卒業生代表　田邊 萌夏
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林間学校 

　本校では，夏休みに入るとすぐに 3 泊 4 日の林間学校を実施しています。昭
和 46 年度から行われている伝統的なこの行事は当初 4 年生から 6 年生までを
対象にしていましたが，本校における児童の体力やその意義を考え，現在では
3 年生からを対象に実施するようになりました。
　その中心的なプログラムは，各学年に応じた登山やハイキング，縦割り集団
による野外炊事，また，5, 6 年生を対象としたテント泊，更には，林間学校の
フィナーレを飾るキャンプファイヤーなどで構成されています。また，雨天時
にはハンドクラフトや体育館等で学年での屋内ゲーム，室内スポーツなどでそ
の状況に応じ実施しています。
　こうした内容からも分かるように，私たちは，この行事を通し，普段なかな
か接することの出来ない自然と親しみ，自然と向き合いその感動を肌で感じる
と共に，寝食を共にして様々な活動に参加する中で集団生活のルールや規律と
いったものなどを自ら身につけて欲しいといった願いがあります。
　活動場所としては，3 年生以上の異学年集団が共に行動する事が可能である
場所として，標高 2295m の本格的な登山コースがある岩菅山や広い湖沼地帯
を周辺に持つ志賀山登山コース，四十八池めぐりなど，多彩なコースが散在し
ている長野県の志賀高原を中心に，平成 23 年度から行っています。
　3 泊 4 日の行程の主な内容を次に紹介します。

1 日目
　子どもたちのホテルはスキー学校で
も利用している北志賀高原竜王にあり
ます。長野県北部という遠距離にある
関係上，初日はほとんどバスの移動で
終わりますが，到着すると 4 年生は竜
王ロープウェイで竜王山山頂まで上が
り絶景を楽しみます。その他の学年も
キャンプ場やその周辺の散策を行いま
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す。5 年生はすぐにこの日のテント泊のための準備に入ります。
　全学年，宿舎に到着するとすぐに荷物整理やお世話になる宿舎の方のお話を
聞き明日への活動の準備を行います。全学年が一堂に会しての夕食や学年ごと
の入浴など，日常の生活から解放されてのこうした事に対しても子ども達は新
鮮な喜びを感じ初日から笑顔が絶えません。

2 日目
　前日の夜からキャンプ場にテント
泊をしていた 5 年生が早朝に戻り少
し休憩した後 3 年生との野外炊事の
準備が始まります。慣れない手つき
で包丁を握り薪に火をつける 3 年生
に優しく指導する 5 年生の姿はほほ
えましいものがあります。メニュー
は初めて参加する 3 年生やある程度
経験している 5 年生でも作りごたえ
のあるカレーライスにしています
が，自分たちの手でつくった食事は特別な味がするのでしょう。毎年「今迄食
べたカレーライスの中で一番おいしい」「カレーが苦手だったけど食べられる
ようになった」といった声が必ず聞こえてきます。昼食後は，バスで 20 分ほ
ど移動したところにある木島平「やまびこの丘公園」で遊びます。広い公園の
中でアスレチック遊びをしたり，クイズオリエンテーリングをしたりして集団

での交流を深めます。一方，この日
4 年生と 6 年生は別々に一日かけて
登山やハイキング行います。
　4 年生は，志賀高原の硯川までバ
スで出かけ，そこから四十八池めぐ
りをします。森林の中を歩き進める
中，目の前に現れた湿原には湿原な
らではの植物が広がり，その絶景に
心が解放されます。さらに足を進め



志賀の主峰，岩菅山へ挑戦 !
（6年生）

炭火を使ってバームクーヘン作り。（4・6年）
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ると澄んだ青色が美しい大沼池にたどり着
き，そこで昼食です。向いには 5 年次に登る
志賀山が見えます。翌年の登山に胸を膨らま
せ，下山します。
　6 年生は，志賀高原の主峰，岩菅山登山に
挑戦します。この日の起床は 5 時 30 分。バ
スで発哺温泉に移動し，東館山山頂まではゴ
ンドラで移動。8 時より本格的な登山が始ま
ります。山頂までの道は 5 年生までのそれと
は大違いです。最後の 30 分は岩場もあり，
両手を使っての登山となります。苦しい中，
友だち同士お互いに声をかけ，励まし合っ
て，全員が山頂にあがると眼下には素晴らし
い景色が広がり，それまでの疲れや苦しさもどこかへ行ってしまします。下山
すると，この日の夜はテント泊が待っています。

3 日目
　この日は，前日とは逆に 4，
6 年生が共同して野外炊事を午
前中に行い，午後には 4 年，6
年のたて割りで「7 種の活動」

（平成 26 年度は「野球」「サッ
カー」「バドミントン」「ピザ作
り」「バームクーヘン作り」「魚
のつかみ取り」「竜王渓谷散策」
の 7 種）から予め選んだ活動に
参加します。3，5 年生とはまた

違った交流です。野外炊事では日頃，クラブ活動や委員会活動で一緒のことも
あり，お互いに協力し合いながら，いっそう楽しい共同作業といった様子です。
　一方，この日 5 年生は志賀山登山（2037m）に挑みます。昨年（4 年次）と
同じ硯川よりスタートしますが，途中から急登の登山コースに入ります。裏



旭山山頂へ。初めての林間学校での登山。
（3年生）
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志賀山頂（2040m）まで行くと，昨
年歩いた四十八池とそのハイキング
コースが遥かに見えます。来年はさ
らに目標の高い山と確認しながら下
山します。
　3 年生はというと，初めての山歩
き。志賀高原丸池近くで潤満滝を遠
く臨み，歩きはじめます。30 分歩
いては休憩，30 分歩いては休憩を
繰り返し，旭山山頂にたどり着きま
す。登頂感を味わった小さな登山家は琵琶池をぐるりとめぐり，サンバレーで
お弁当，草原で遊びホテルへと帰ります。
　その日の夜は，フィナーレのキャンプファイヤーが行われます。人工的な照
明のない世界で燃え上がる炎は子ども達に心を自然の中にいざないます。そし
て，歌やダンス，寸劇など子ども達のスタンツがキャンプファイヤーを盛り上
げます。

4 日目
　最終日，荷物整理を朝早くから行い，一路家路に向かいます。
　お世話になったホテルの方が全員外に出て子ども達を送り出してくれます。
子ども達も感謝の気持ちを込めてホテルの方の姿が見えなくなるまで手を振り
別れを告げます。
　その日の夜，多くの子が眠い目をこすりながら家に人に楽しかった 3 泊 4 日
の思い出を語るのも毎年の姿のようです。
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スキー学校 

　昭和 51 年度から始まったスキー学校は，その長い年月が示す通り聖徳学園
の伝統的な行事の一つといえます。
　場所を志賀高原にある竜王スキー場とし，3 年生から 5 年生の児童を対象に
毎年 2 月中旬に 3 泊 4 日の日程で実施しているスキー学校では，単に技術的な
ものだけを追求するのではなく，親元を離れて集団で生活する宿泊行事ならで
はの位置づけをもって取り組んでいます。
　その目的を児童に配布される「しおり」の最初にこのように記しています。

1 ）スキー技術の上達はもちろんですが，そのためにもきまりを守り，安全
で楽しく滑れるようにしましょう。

2 ）また，集団生活は互いを尊重し協力する場であることを忘れずに行動し
ましょう。特に以下の点にこころがけましょう。　　　　
①　自分のことは自分で行うと共に，みんなで協力しあい進んで行動しま

しょう。
②　時間のけじめをはじめ，常に､ 先を見通して行動しましょう。
③　人に対する思いやりをもって行動しましょう。
④　あいさつをはじめ普段の学校生活を送るうえで大切にしてきたことを

普段通りに行えるようにしましょう
3 ）上級生と下級生の交流を通し，それぞれに対する態度に気を付けるとと

もに協力しあえる関係を作りましょう。
4 ）雪国での自然の厳しさや美しさを心と体で感じましょう。

　宿泊場所は一般のホテルですが，家族旅行のように食事が用意され，部屋に
戻ればすでに布団が敷かれているといったわけにはいきません。食事の時間に
なれば互いに協力し合いご飯やお味噌汁をよそい用意しなくてはなりません。
終われば，同じような食器を協力して揃え，食事を用意し片づけてくださる人
のことを考え行動しなくてはなりません。また，敷布団を敷きシーツをかける
といったことも当然のこととして行わなくてはなりません。初日，ぼんやりと
眺めていた子も，その様子に気づきいつの間にか協力して準備する姿を毎年の
ように目にし，そうしたこと一つとってみても貴重な経験といえます。
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　スキー実習に関しては，1 班から 18 班まで学年を越え技能別のクラスを編成
します。そして，各班には専門の指導員の方がつき指導に当たります。もちろ
ん初めてスキー靴を履くといった児童もいます。そうした班には，学校の教員
が 2 名ずつつき指導員の方と一緒に指導に当たることになります。
　これも学校ならではの成果といえますが，参加したほとんどの児童が驚くほ
どにスキー技術を向上させ実習を終えることになります。家庭とは異なり友達
がいるというだけで自分自身を奮い立たせ，自分に甘えることなくスキー技術
を身に着けようとするからでしょう。
　こうしたねらいと活動があるからこそ，学校行事として定着してきたのであ
り，今後も学校の重要な行事として取り組まれていく事でしょう。
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聖 徳 祭 

音楽祭として再スタート

　本校では，日ごろの文化芸術活動の発表の場として秋に聖徳祭を行なってき
ました。それまでの，特別研究やクラス活動の学習発表を組み合わせた形か
ら，現在の各クラスでの音楽発表という形式に変更して 3 年が経ちました。担
任の先生と一緒に，全員が協力して音楽に向うことで，クラスのまとまりにも
プラスになっています。2 学期の後半になると，朝や帰りのホームルームなど
で，どのクラスからも元気のよい歌声が聞こえてきます。もちろん，音楽の授
業の成果の発表の場という側面も大きく，日ごろの授業で練習した楽器を使
い，様々な合奏にも挑戦しています。主な内容は以下の通りです。

1 年生は斉唱
2 年生は斉唱と鍵盤ハーモニカ
3 年生は斉唱とリコーダー
4 年生は合唱とリコーダー
5 年生は合唱と合奏
6 年生はクラス合奏と合同合唱

　低学年は高学年の発表を鑑賞す
ることで，「自分たちも将来あん
な発表がしたい」と感じているようです。とくに，最高学年の 6 年生の合奏や
合同合唱は迫力があり，見ごたえ，聴きごたえ十分です。

外部会場での実施

 平成 27 年度に第 30 回を迎える聖徳祭は，実施会場を本校講堂から外部の
ホールに移します。より多くの人達の前に立ち，音響設備の整った環境で発表
できることは，子どもたちの感性を磨く上で，また鑑賞や発表のマナーを学ぶ
上でも大きな効果があるものと期待しています。
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運 動 会 

　運動会は，幼稚園と小学校の一貫教育として，毎年合同で行われています。
主な目標として，

①　学校（園）行事に積極的に参加する態度を育て，日頃の学習成果の総合
的な発展を図るとともに，学校（園）生活を充実させ，より豊かなものと
する。

②　体育（運動）的活動をより充実させ，園児・児童の体力の向上を図ると
ともに，心身の健全な発達を促進する。

③　高学年（4 年生以上）は係活動に積極的に参加する態度を育て，責任感
や指導力を養う。

以上の三点を園児・児童の発達段階に応じて工夫して取り組んでいます。
　種目については，学年別や低・中・高学年のブロック別が中心となります。
幼・小合同の良さを生かした，幼稚園児と低学年（1 ～ 2 年）の選抜リレー，
そして，合同種目の大玉送りなどが行われます。
　応援リーダーは，4 年生から代表が選抜し，運動会に向けて放課後や昼休み
に練習を行ない，本番では「応援合戦」で力を発揮します。
　また，3 年生以上の有志を集めて，「リズム縄跳び」の発表を行っており，二
学期が始まると毎朝，講堂で練習に取り組む姿が見られます。
　運動会の運営には，4 年生以上の児童が積極的に参加し，色々な係と仕事を
行います。このような活動を通して，自主性や責任感，そして指導力を育てて
いけたらと思います。
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マラソン大会 

　10 月に入ると，朝早くから子ども達の走る姿が見られるようになります。
また「今日は 20 周走ったよ。」「今日はマラソンの練習のために朝早く来た
よ。」「家のそばの公園で練習してきたよ。」そんな言葉が子ども達から聞かれ
るようになります。10 月の下旬にマラソン大会があるからです。
　マラソン大会は低学年（1 年生～3 年生）が 2km，高学年（4 年生～6 年生）
が 4km を走ります。

　マラソン大会の本番はここ数年，昭和記
念公園で行われています。この公園は，毎
年箱根駅伝の予選会が行われる場所で，緑
豊かなコースです。このコースを子ども達
は元気一杯に走りぬけていきます。走るこ
とが得意な子は大人もついていけない程の
速さで走ります。また走ることの苦手な子

も，自分のペースで精一杯走ります。コースには毎年大勢の保護者の方も来園
し，精一杯走っている子ども達に温かい声援を送ってくれています。
　走り切った子ども達には毎年記録賞が渡され，次の年子ども達は，自分の記
録をさらに更新しようと頑張ってくれています。

マラソン大会の目的
①　持久力（体力），耐久力（精神力）　を養う。
②　自分のペースを知り，それを守って最後まで粘り強く走り抜く態度を育

てる。
　「最近の子ども達は，体格は大きくても体力や精神力が弱くなった。」という
ことがよく聞かれます。
　日ごろの体育の授業や休み時間に元気一杯体を動かして体力をつけていくこ
とは勿論のことですが，マラソン大会を通して，最後まで諦めずに頑張る気持
ちや，日ごろから自分の健康を意識していく姿勢も身につけていって欲しいと
願っています。
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修学旅行 

　本校の修学旅行は 6 年生を対象にして「九州，山口」方面へ 5 泊 6 日の日程
で実施しています。

1．見学の目的

　小学校を卒業していく 6 年生にとって修学旅行はまさに大きなまとめ学習の
ひとつと言えます。これまで各教科で学んできた単元の中から実際に訪ね，見
たり，触れたり，あるいは現地の方のお話を直接聞くことで学習を深めます。
教科学習に関しては主に「歴史」「地理」「理科」を中心に，その中から訪問地
を考えています。修学旅行を終えた子どもたちは，学校に戻り，学んできたこ
とをグループや個々でまとめ発表会も行っています。

　見学地の目的は下記のように大きく 4 か所を設定しています。

1 ．西洋文化の入口，原爆投下地，戦争の傷跡 長崎
2 ．地球誕生から現代にまでに及ぶ自然の雄大さ 吉野ヶ里
 秋吉台・秋芳洞
3 ．近代日本の発祥・維新を支えた人々 萩
4 ．その他 九州国立博物館
 太宰府天満宮

2．主な見学先（各年度によって変動することがあります）

◦ 1 日目─東京から熊本まで新幹線による移動　　熊本城
◦ 2 日目─長崎へ移動 九州国立博物館　大宰府天満宮
 吉野ヶ里遺跡
◦ 3 日目─長崎 原爆資料館（平和講話，見学）　平和公園　
 爆心地参拝，出島資料館，長崎歴史文化博物館



移動中の友との語らい

被爆体験講話を聴いて

そそり立つ熊本城の城壁に驚く

爆心地へ千羽鶴を供える
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◦ 4 日目─山口へ移動 関門海峡　秋芳洞　秋吉台　化石発掘体験
◦ 5 日目─萩 松陰神社　宝物館　松下村塾，吉田松陰生誕地
 吉田松陰墓　伊藤博文生家　武家屋敷　
 野山獄　岩倉獄　萩焼き手びねり体験
◦ 6 日目─新山口から東京まで新幹線による移動

3　写真で見る修学旅行
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鎖国時の出島を訪ねる

松下村塾を目の前に

秋吉台で化石を発掘

萩焼の手びねり体験
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自由研究 

　本校では，毎年 2 学期の初めに「自由研究展」を開催しています。これは，
日々学んでいる教科の学習や自分の趣味，家庭での生活などの中から出てきた
疑問や興味のあることを調べて，発展させて深めた内容を夏休みを利用してま
とめたもので，毎年素晴らしい作品が，多数出品されています。内容は，次の
3 つの部門に大きく分けられています。

　　①『アイデア』部門　　②『調査・研究』部門　　③『創作』部門

①『アイデア』部門は，創意工夫を凝らした作品を作り上げるもので，独創
性や社会に役立つ度合いなどがポイントになります。

②『調査・研究』部門は，各自の課題に沿って調査・研究をし，記録し発表
するものです。

③『創作』部門は，広い意味での創作ではなく，物語や詩を書いたり絵を描
いたり，作詞・作曲をしたりするものです。

　出品された作品の審査は「努力」と「創造力」を基準として，全教員で 1 ヶ
月間かけてじっくりと審査し，表彰を行っています。
　全作品は，校外コンクールへの出品作品を除いて，9 月末日頃まで校内に展
示・公開されます。
　さらに，校外の各種コンクールにも積極的に出品しており，今までに内閣総
理大臣賞，文部大臣賞を初め，東京都知事賞，朝日小学生新聞社賞など，数多
くの賞を受賞し，本校児童が活躍していることは，すでに御存じのことと思い
ます。主なコンクールにおける，最近の入賞実績は，次の通りです。また，平
成元年度には，本校のこれまでの成果が認められ，「第 31 回創意工夫育成功労
学校表彰事業」に東京都代表として推薦され，科学技術庁長官賞を受賞しまし
た。それ以来，平成 6 年，9 年，13 年，17 年，21，25 年と計 7 回受賞しまし
た。
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◇最近数か年の主な入賞実績
【東京都児童生徒発明くふう展（主催：発明協会）】

年度 出品数 入賞数 授賞の内容

H26 19 7 発明協会会長奨励賞・東京商工会議所会頭賞・
優秀賞（3）・入選（2）

H25 20 12 優秀賞（3）・入選（9）

H24 20 10 発明協会奨励賞蟻川発明記念・優秀賞（7）・入選（2）

※昭和 49 年度から参加を始め，東京都知事賞の受賞や東京都代表として，全国学生児
童発明くふう展においても入賞しています。毎年，他校に比べて多くの優れた発明ア
イデアの作品が入賞し，これまでに学校賞を合計 27 回受賞しています。

【全国児童生徒発明くふう展（主催：発明協会）】

年度 入賞数 授賞の内容

H26
H24
H23

2
1
1

奨励賞（1），入選（1）
入選（1）
入選（1）

【全国小・中学校作文コンクール（主催：読売新聞社）】

年度 入賞数 授賞の内容

H26
H25
H24

4
3
3

読売新聞社賞（3），佳作（1）
読売新聞社賞（2），
東京都教育委員会賞（1）・読売新聞社賞（1），佳作（2）

　読売新聞社主催の『全国小・中学校作文コンクール』に，昭和 51 年度から
参加を始めて，毎年東京都で入賞者を出しています。作文の部では平成 23 年
度に全国コンクールにて文部科学大臣賞を受賞（これまで計 4 度目の受賞）
し，平成 25 年度にも東京都教育委員会賞を受賞し，東京都代表に選ばれ全国
コンクールにて入賞しました。作文コンクールにおいても，本校の自由研究展
で培われた着眼点の良さが評価されています。
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ゲーム大会 

　本校では，低学年（1・2 年生）の教科指導の中にゲームの時間を設けてい
ます。その授業では，それぞれのゲームのルールを学び，ゲームを通して知能
を伸ばし，創造性豊かな人間性を育てることを目標にしています。
　そこで，さらにゲームに積極的に取り組めるよう，一年を通してゲーム大会
を実施しています。実施する種目と時期は次の通りです。

1・2 年生
（低学年ブロック）

3・4 年生
（中学年ブロック）

5・6 年生
（高学年ブロック）

1 学期 オセロ大会 オセロ大会
オセロ・五目並べ・将棋
の中から 1 種目選択する

2 学期
五目並べ大会 五目並べ大会

将棋大会 将棋大会

3 学期 百人一首大会（1 ～ 3 年生の部） 百人一首大会（4 ～ 6 年生の部）

　低・中学年オセロ・五目並べ・将棋の大会は，各クラスで大会を開き，代表
4 名を選出した後，ブロック毎での勝ち抜き戦を実施します。高学年は一人ひ
とりの興味が分かれてくるので，3 種目の中から 1 種目を選択し，試合を行っ
ています。
　百人一首大会は他のゲーム大会とブロック編成が異なり，上表の通り 2 ブロッ
クに分かれます。また個人戦ではなく，3 人一組の源平戦で試合をします。
　どのゲームにおいても，熱い戦い
が繰り広げられます。その戦いの中
で，子ども達は活躍の場を見つけ，
認められた事に自信を持ち，また自
然と知能因子を刺激し，楽しみなが
ら能力の限界に挑戦していくことを
ねらいとしています。
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校外授業 

　本校では，1 学期と 2 学期に 1 回ずつ，計 2 回校外授業を実施しています。
学年ごとに行い，1 学期は自然に親しむこと，クラス替えのあった学年は新し
いクラスに慣れ，互いに協力することを目的としており，さまざまな公園を
訪れます。2 学期は，各学年の地理・理科・歴史の学習内容がより深まるよう
に，工場見学をしたり，科学博物館やプラネタリウムを訪れたりします。
　普段の学校生活では味わえない体験をすることで，知的好奇心を刺激してい
きます。

【主な場所】

春 秋

1・2 年生
野川公園
小金井公園

葛西臨海水族館
国立科学博物館
鉄道博物館

3・4 年生
高尾山
昭和記念公園

多摩六都科学館
立川防災館
虹の下水道館

5・6 年生
平和の森アスレチック 自動車工場

江戸東京博物館
国会議事堂

水族館見学 国会議事堂見学



133

Ⅳ　学 校 行 事

オーストラリア国際交流の旅 

　毎年 8 月に，9 泊 10 日の日程で 4・5・6 年生の希望者を対象に『国際交流の
旅』を実施しています。
　このプログラムは 2004 年に日本フルブライト MTP に参加したことをきっ
かけに，本校児童によるアメリカ・ミズーリ州の学校への短期留学とホームス
テイが始まりました。その後，交流校をオーストラリア・ブリスベン近郊の学
校へと変更し現在行われています。
　このプログラムでは，本校児童が交流校に毎日通い，「スクールバディー」
という交流校の子どもたちと一緒に普段の授業を受けたり，休み時間や昼食時
間などを過ごします。また，日本を代表する「親善大使」としてオーストラリ
アの子どもたちに「折り紙」などの日本文化を伝える活動も行います。
　同時に近隣のご家庭に 7 泊 8 日ホームステイさせていただき，オーストラリ
アの生活を体験します。ホームステイの初日は不安が大きいですが，二日目に
は不安が半分になり，最終日には「もっとここにいたい。日本に帰りたくな
い。」と多くの子どもたちが言います。丸ごとホストファミリーにとけ込める
のが，小学生のホームステイです。また英語についても，最初は「何を言って
いるのか分からない」と言っていた子どもたちも，最後の方には「英語はよく
分からないけど，相手が何を言いたいのかは分かる」になります。毎年この年
齢の子どもたちの適応力には驚かされます。
　大まかなプログラムは，以下の通りです。

1 日目：出発
2 日目：ブリスベン見学（ローンパインコアラ保護区でのコアラの抱っこ，カンガ

ルーの餌付け体験，ダウンタウンで英語でのショッピングなど）
3 日目：ホームステイ初日
4 ～ 9 日目：

・現地校へ登校（学校体験，スクールバディーとの交流，オーストラリアの
食文化，先住民アボリジニーの文化体験，日本文化の紹介など）

・校外学習（1 泊 2 日のモートン島旅行，野生のイルカの餌付け体験，大農
園でのイチゴ狩りなど）

9 日目：お別れ会
10 日目：帰国
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新入生を迎える会 

　「僕の名前は○○です。得意なことは，将棋とサッカーです。……」
　入学してまもなく児童会行事として行われるのが，「新入生を迎える会」で
す。今まで一番下の学年で甘えていた 2 年生も入学してきた子ども達を見て，

ちょっぴりお兄さん，お姉さんに
なった気持ちにさせてくれます。そ
して，もっとも大きな気持ちの変化
を感じさせてくれるのが新 1 年生で
しょう。
　迎える会では，入場後すぐに 2 年
生から手作りのペンダントが一人一人
に手渡され，その後，自己紹介をして
もらいます。そんな時の子ども達は，
行動中に響き渡るような声で先に書い
たように自分を思い思いにアピールし
ます。もちろん恥ずかしそうにしてい
てマイクで声を拾うのがやっとという
子もいますが，2 年生を含めどの子もそ
の子達の紹介をじっとして聞いてくれ
ています。だからでしょう。話し終え

たときのほっとした顔は，ほほえましく自然に大きな拍手が起こるのです。
　会は進み，今回のメインでもあるゲームが始まりました。ゲームの名は「名
刺交換ゲーム」といいます。すべての子ども達が小さな色紙に思い思いに名前
などを書きその子ならではの名刺を数枚作っておきます。もちろん新入生の子
ども達もです。見てみるとどの名刺も個性にあふれ，ある子は似顔絵を描いた
り，またクイズや迷路，中には数学の問題を書いている子もいます。その名刺
を持ってお友達とじゃんけんをし，負けると相手に自分の名刺をあげるのです。
　「みなさん，必ず 1 年生の人とじゃんけんをしてください !」と司会者である
児童会役員の声で，多くの子が 1 年生のところにやってきます。それを嬉しそ
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うに迎えじゃんけんをする姿は，やはりほほえましくもあります。
　こうして会の終わりの頃には，ほとんどの 1 年生が，とてもリラックスした
様子を見せ，「僕も小学生になったんだ」「明日もお兄ちゃん達と遊べるかな」

「どんな勉強をするのかな，楽しみだなあ」などといった気持ちにさせてくれま
す。
　同時に，2 年生以上の子ども達も，こうした行事を通し､ 進級した自分を再
確認しているようにも感じます。

　なお，プログラムは以下の通りです。
1 ．新入生入場
　　（1 年生のクラスまで呼びに行った 6 年生と手をつないでの入場です）
2 ．新入生の自己紹介
　　（名前と共に好きな事，小学校でしてみたいことなどを自由に語ります）
3 ．お祝いの言葉
4 ．校長先生のお話し
5 ．学園歌の紹介
6 ．名刺交換ゲーム
7 ．2 年生からのプレゼント
　　（手作りのペンダント）
8 ．1 年生からのお礼の言葉
9 ．全員合唱「地球に乗ってどこまでも」
10．新入生退場
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卒業生を送る会 

　毎年，卒業式に先立ち全校児童出席のもと行われるのが児童会主催の行事で
ある「卒業生を送る会」です。
　スポットライトを浴びながら，少し緊張しながら入場してくる児童もいれ
ば，仲良くしていた下級生の姿を見つけうれしそうに手を振りながら入場して
くる児童もいます。それぞれその子ならではの表情を浮かべ，この日を楽しみ
にしていたことが手に取るようにわかります。そして，会も進み終わりの時を
迎えようとするときの姿はうって変わり，考え深げに天井を見上げる児童の姿
や，涙をこらえようとしても次々にあふれ出る涙をぬぐうことも出来ずにいる
児童の姿がそこにあります。
　それは，次のようなプログラムの中で，一人一人が自らと向き合い，この学
園で過ごした日々を振り返ることが出来たあかしであり，友との別れを実感と
して感じたあかしだともいえます。
　第一部
　　 1 ．卒業生の入場とペンダント贈呈
　　 2 ．校長先生のお話し
　　 3 ．児童会代表の言葉
　　 4 ． 6 年間の歩み
　　　　（スライド上映と当時の
　　　　エピソードの語り）
　第二部
　　 5 ．下級生からの呼びかけと歌
　　 6 ．卒業生からの呼びかけ歌
　第三部
　　 7 ．全員合唱
　　 8 ．終わりの言葉
　　 9 ．卒業生退場
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　6 年間の歩みでは，児童会の役員が卒業生の 1 年生の時からの写真を選び，
その時々のエピソードを当時の先生方に取材しスライドを通し語ります。
　あまりにも幼い自分の姿に思わず大きな声をだし笑い出したり，1 年ごとに
変化する自分たちの姿にあらためて時の流れを感じ取っているといった様子を
見ることができます。
　また，下級生からの呼びかけでは，お掃除や着替え，そして昼休みなどに遊
んでもらった 1 年生がその時の思い出を，大きな口をあけ一生懸命に群読する
姿に思わず涙する 6 年生もいます。更に，林間学校でお世話になった 4 年生，
クラブ，委員会，更には特別研究でお世話になった 5 年生が時には群読で，時
には一人一人に語りかけるように呼びかけを行い，やはり 6 年生にとってはそ
の一つ一つが心に感じるものがあるようです。
　だからでしょう。下級生の呼びかけ歌を受けて発表する 6 年生の歌や合奏，
そして呼びかけは，心を打つものがあります。
　そして，いよいよ退場です。
　退場では写真にもあるように，個人あるいはグループが壇上に順々に上が
り，思い思いのパフォーマンスをしながら退場していきます。手品を披露した
り即席のダンスを披露する児童もいれば，下級生に最後のメッセージを大きな
声で伝えたり感謝の言葉を大型の紙に書きそれを見せる児童もいます。それも
また聖徳ならではの姿といえるでしょう。
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テスト関係 

1．基本的な考え方

　テストの目的としては 3 つあります。1 つめは子どもたちの学力を調べると
共に，授業内容を理解できているかどうかをチェックする役割があります。理
解に勘違いがあれば，それを正す必要がありますし，授業内容に興味が持てな
くなっているのであれば，何らかのフォローが必要になります。授業での取り
組みや理解に問題があるのであれば，早めに発見し，適切な対応をしていくこ
とが重要になります。
　2 つめはテストを通して子どもたちに答えを導き出す力を養うことを目的に
します。保護者から「授業に習っていない内容が，どうして出題されるのです
か。」という質問をよく受けます。聖徳のテストは，児童が授業内容を理解で
きているかどうかを確認する基本的な内容も出題しますが，授業内容を理解し
た上で，テスト時間中に悩み，思考を重ね，解答を導き出すような応用問題，
発展問題も重視しています。つまり，テストの答えは 1 つではなく，その子な
りの解決法を見つけ出させます。テストにおいて初めて見る問題に対して取り
組むことで，練習なしに力を発揮する本当の学力を磨いていきます。
　3 つめは，教師の授業改善の資料とすることです。クラス全体として授業の
理解は十分だったか等を分析し，より効果的な授業を目指していきます。ま
た，一人ひとりの子どもの実態や考え方を押さえ，それぞれの子にふさわしい
方法を検討します。

2．知能検査

　知能の発達を知るためと知能訓練の効果を測定するために，1 年間に 1 回，
聖徳式知能検査を実施しています。その結果については，実施した学期末の面
接の時，『知能評価書』でお知らせしています。
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3．定期テスト

　年 5 回実施しています。1 学期と 2 学期は中間テストと期末テスト，3 学期
は期末テストのみです。中間テストでは国語，数学，英語（4 年生以上），期
末テストでは国語，数学，英語（4 年生以上），理科，地理，歴史を実施して
います。

4．学力テスト

　本校の教育課程は文部省の『学習指導要領』に準拠していますが，児童の
学力を客観的に見るために，年 1 回標準学力検査を実施しています。

5．実力テスト

　学年としての実態，中学校内部推薦の資料，長期休暇中の学習の目当てと
して，年 1 回実施しています。

6．その他

　通知書には，全学年，個人の得点とクラスの平均点，評定などが記入されて
います。
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公開研究発表会 

1．趣　旨

⑴　英才教育の啓蒙
　昭和 44 年に“英才教育”をスローガンに，教育内容と方法において新しい
教育システムを導入しました。言うまでもなく知能教育を基本にした英才教
育はわが国ではまったく未開拓の分野であり，まずその主旨と実態を一般公
開して理解してもらう必要がありました。そのために第 1 回目の公開研究発
表会を昭和 44 年 11 月 20 日に実施し，以来これまで毎年継続して実施してい
ます。

⑵　学校紹介
　わが子の学校を選択する場合に，実際に自分の目で確かめ，できれば体験
授業などを通して，本当に自分の子どもに適した学校かどうか判断し，選ぶ
ことになります。ですから学校としては，教師も含めた教育内容，すなわち
聖徳学園ではどんな教育方針でどういう教師がどんな教育をしているのかを
紹介し，私どもの教育をできるだけ正しく理解してもらう必要があります。

⑶　教育活動及び研究活動の充実と向上を図る
　「常に進みつつある者のみが，人を教える権利を持つ」という有名なこと
ばがありますが，教師の研鑽の必要なことをこれほど的確に厳しく表現して
いることばは少ないと思います。しかしながら，分かっていてもややもする
と惰性に流れて，日々の実践がマンネリ化してしまう面が少なくありませ
ん。これは目標がないことによります。目標がないところには，研修意欲も
わかないし，進歩も向上もありません。ですから，この研究発表会のもうひ
とつの目標に，研究活動の推進と研修意欲の高揚を図っています。
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2．主題英才教育の追究

　私どもの教育の特色は，知能教育を基本にした英才教育です。これは，　　
　　　第一に英才児を育てる教育
　　　第二に英才児に応じた教育
の二本の大きな柱から成っています。
　したがって，「英才教育の追究」が私どもの主題となります。この主題は昭
和 49 年 10 月に掲げられ，現在も引き続きこの主題のもと年度毎の研究テーマ
が設定されています。

3．主な内容

　内容は年毎に若干異なりますが，次のようなものによって構成されています。
　⃝公開保育・公開授業
　⃝授業についての懇談会
　⃝園児・児童，発表
　⃝研究発表
　⃝講演
　⃝展示による公開（園児・児童作品，教材・教具など）

4．平成 26 年度発表会要項は，次のとおりです。

　◇期　日：平成 26 年 6 月 21 日（土）
　◇主　題：英才教室の追究
　　　　　　　創造的知能の開発と育成（ⅩⅨ）
　　　　　　個性と能力差に対応した複数指導（担任）制（ⅩⅢ）
　◇時　程：

▼ ▼ ▼ ▼ ▼
9：00

▼
9：15

▲
10：20

▲
9：20

▼
10：00 10：30 11：40 11：45 12：30

公開授業（各教室）

公開保育（各保育室）
全体会（小学校4F講堂）

懇談会
（小学校4F講堂）
聖徳の教育

（小学校音楽室）

解 散
1．園長・校長挨拶
2．園児・児童発表
3．研究発表　

受 

付
1F

休 

憩
休 

憩
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　◇内　容：
　（1）　公開保育及び公開授業
　　◇公開保育（幼稚園　9：15 ～ 10：00）
　　　※　4・5 歳児は，興味・関心に応じた選択制になっています。
　　◇授業公開（小学校　9：20 ～ 10：20）
　（2）全体会　（会場：講堂　10：30 ～ 11：40）
　　＊あいさつ　　　　校長・園長：加賀　光悦　　　
　　＊園児発表　　　　年　長　児　　歌　唱
　　　　　　　　　　　 4 　年　生　　合　唱
　　＊研究発表　　　　「創造性を育むロボット教育
　　　　　　　　　　　　　～特別研究数学の実践から～」
　　　　　　　　　　　教頭・数学特別研究担当：和田　知之

（3）懇談会　（会場：講堂・3 階教室　11：45 ～ 12：30）
　＊懇談会は，下記の三つの分科会に分かれて行います。　

分科会名 主　　　　　　　　題 主な出席教員

聖徳学園の教育
聖徳の教育の特色

（ 聖徳学園小学校・幼稚園の概要及び入園・入学相談についてお知りに
なりたい方はこちらの懇談会にご出席ください。）

園長・校長　
幼稚園担当者
小学校担当者

幼 稚 園 教 育

本日の保育・
授業をもとに

創造的知能の開発と育成を目指した学習指導
個性と能力差に対応した複数指導（担任）制

（ 保育内容についてお知りになりたい方は，こちらの懇
談会にご出席ください。）

松浦教頭
幼稚園担当者

小 学 校 教 育
創造的知能の開発と育成を目指した学習指導
個性と能力差に対応した複数指導（担任）制

（ 教科教育についてお知りになりたい方は，こちらの懇
談会にご出席ください。）

和田教頭
知能訓練担当者
小学校担当者
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Ⅳ　学 校 行 事

過去 5 年間の歩み

▪第 41 回（2009 年）
主　題：英才教育の追究

創造的知能の開発と育成（ⅩⅣ）
個性と能力差に応じた複数指導（Ⅷ）

⃝全体会
① 講演「聖徳学園小学校・幼稚園の教育」
 小学校長・園長 郡　司　英　幸
② 聖徳の理科教育について 理科主任 米　持　　　勇

▪第 42 回（2010 年）
主　題：英才教育の追究

創造的知能の開発と育成（ⅩⅤ）
個性と能力差に応じた複数指導（Ⅸ）

⃝全体会
① 講演「聖徳学園小学校・幼稚園の教育」
 小学校長・園長 加　賀　光　悦
② 聖徳の修学旅行～子ども達が成長する 5 泊 6 日～
 地理科主任 松　﨑　昭　彦

▪第 43 回（2011 年）
主　題：英才教育の追究

創造的知能の開発と育成（ⅩⅥ）
個性と能力差に応じた複数指導（Ⅹ）

⃝全体会
① 講演「聖徳学園小学校・幼稚園の教育」
 小学校長・園長 加　賀　光　悦
② 聖徳の修学旅行～創造的知能の育成～
　（幼稚園の知能あそびから小学校の授業へ）
 知能訓練科 砂　廣　芳　子
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▪第 44 回（2012 年）
主　題：英才教育の追究

創造的知能の開発と育成（ⅩⅦ）
個性と能力差に応じた複数指導（ⅩⅠ）

⃝全体会
① 講演「聖徳学園小学校・幼稚園の教育」
 小学校長・園長 加　賀　光　悦
② 創造的知能の育成
　 ～豊かな視点を育てる（数学・地理の授業実践から）～
 数学科主任 細　沼　克　吉

▪第 45 回（2013 年）
主　題：英才教育の追究

創造的知能の開発と育成（ⅩⅧ）
個性と能力差に応じた複数指導（ⅩⅡ）

⃝全体会
① 講演「聖徳学園小学校・幼稚園の教育」
 小学校長・園長 加　賀　光　悦
② 未来をひらく戦士を育てるために
　 ～一年生の学級経営を中心に～
 低学年主任 由　里　敏　夫



国立 4.7％公立・その他
7.3％

公立中高一貫
0.6％

私立 56.6％

聖徳 30.9％
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中学校への進路状況 

　自分の進路を決めていくうえで将来を見通した考えを持つことで，主体的な
学習を習得させています。聖徳を卒業するに当たり，6 年間学んできたことで
自分が行きたい学校に行くことができる学力をしっかりつけさせるための授業
を目指しています。

1 ．進学先の分布

平成 26 年３月末現在（昭和 49 年から平成 26 年のデータ）　
卒業生総数 2,018 名
上図の「私立」は聖徳学園中学校以外の私立中学校

2 ．偏差値から見た卒業生の進学先

　卒業生が中学校を選んで進学していく理由にはいろいろあります。校風や校
舎などの施設，大学進学などの進学状況，クラブ活動やその他の活動などさま
ざまな理由から学校を選んでいます。

Ⅴ  卒業生の進路状況
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　平成 15 年度から平成 25 年度までの 10 年間の卒業生，偏差値別進学状況に
ついては次の通りです。

偏差値 主な進学先 人数 主な進学先 人数 主な進学先 人数

共学校 251 男子校 240 女子校 125

48 聖徳学園中学校（内部生） 106

70
以
上

慶應系列校
渋谷教育学園幕張（千葉）
栄東（埼玉）
市川（千葉）
渋谷教育学園渋谷
東邦大学付属東邦 35

国立：筑波大附属駒場
開成
灘
麻布
駒場東邦
武蔵
栄光学園
聖光学院
立教新座
海城
サレジオ学院
芝

151

桜蔭
女子学院
豊島岡女子
雙葉
浦和明の星（埼玉）
白百合学園
鷗友学園 52

69
～
65

頴明館
法政大学中
江戸川学園取手（茨城）
広尾学園
海陽学園海陽中等教育（愛知）
関西創価（大阪）

20

巣鴨
城北
学習院
桐朋
本郷
明治大学付属中野
東京都市大付
世田谷学園
攻玉社
城北埼玉（埼玉）

68

吉祥女子
晃華学園
フェリス女学院
立教女子学院
光塩女子学院
学習院女子
大妻
明治大学附属明治
頌栄女子学院
開智
東京女学館
カリタス女子
普連土学園

33

64
～
60

国学院久我山
桐光学園
開成学園大宮開成（埼玉）
西武文理（埼玉）
日本大学第二

30

法政大学第二（神奈川）
暁星
独協
東京大学教育学部附属
中等教育

16

大妻中野
共立女子
山脇学園
実践女子学園
跡見学園
恵泉女学園

18
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Ⅴ　卒業生の進路状況

59
～
55

成蹊
東京電気大付属
宝仙理数インター
成城
多摩大学附属聖ヶ丘
沖縄尚学高等学校附属
八王子学園八王子
日本大学第一

36

郁文館

2

星野学園（埼玉）
不二聖心女子学院
日本大学豊山女子
東京純心女子学園 5

54
～
50

明法
工学院大学附属
明治学院
東海大学付属浦安（千葉）
佼成学園
城西大学附属城西

8

城西川越
聖学院

2

女子美術大学付属
十文字学園
十文字
桐蔭学園中等教育
桐朋学園女子
文化学園大学杉並

14

49
以
下

秀明（埼玉）
日本工業大学駒場
目白研心
東邦音楽大学付属東邦

16

淑徳巣鴨

1

和洋九段女子
麹町学園女子
淑徳 SC 中等部 3

中学偏差値ランキング 2015『中学偏差値情報』より
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大学への進路状況 

　聖徳では卒業生が進学や就職などが決まった節目によく遊びに来てくれます。
　大学の進学については追跡調査をしているわけではありませんので，全員を
把握しているわけではありませんので，判っている範囲での記録となります。
　平成 26 年３月末現在で進学した卒業生で，数多く進学している大学名を載
せています。

０ 10 20 30 40 50 60 70 80
（人数）

慶応義塾大学

東京大学

早稲田大学

日本大学

中央大学

青山学院大学

明治大学

その他医学系大学

（
学  
校  
名
）

77

70

58

29

17

15

17

20

大学進学者数
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Ⅴ　卒業生の進路状況

主な就職先 

①　医学
医師（歯科医・獣医含む）多数，看護士，臨床検査技師，日本赤十字社，
管理栄養士，薬剤師，カウンセリングマネージャー

②　法曹
検察官，裁判官，弁護士

③　公務員
財務省，自治省，外務省，兵庫労働局，日本学術振興会特別研究員，市
役所，町役場，警視庁，特別公務員（衆議院議員）

④　教育
東北大学教授，日本大学芸術学部講師，東大法学部助手，東大医学部解
剖学教室助手，高校教員，小学校教員，保育士，学校事務員，幼稚園経
営

⑤　金融
東京三菱 UFJ 銀行，三井住友銀行，大和銀行，安田信託銀行，住友海上
火災保険，住友生命保険，太陽生命，日本生命，ソニー生命，AIU 保険２
名，国際証券，大和証券 SMBC

⑥　マスコミ
日本経済新聞社，毎日新聞，NHK 教育，電通，博報堂，フリージャーナ
リスト

⑦　出版
日之出出版，ぱど，美術関係出版社

⑧　総合商社
三井物産，住友商事

⑨　その他の企業
NTT 系列，ソニー，京王帝都電鉄，日産自動車，日本電気，富士通，コ
クド，サッポロビール，朝日ビール，JR 東海，JR 東日本，リコー，ヤマ
ハ発動機，清水建設，竹中工務店，東京電力，石川島播磨重工業，日本
IBM，興和，東京ガス，エンプラス，三菱重工業，……
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⑩　芸術
女優（文学座，すごろく），オペラ歌手（二期会，所属不明），ダンサー

（在米），宝塚歌劇団，バレエ団所属（在英）
⑪　自営業

不動産業，印刷所経営，ネジ会社経営，工業所経営，建築業，公認会計
士，貸衣装業，宗教法人（日本寺）

⑫　その他
大学院修士・博士課程在籍多数，司法修習生，司法試験等，資格試験挑
戦中多数
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Ⅵ  聖徳の思い出

矢部あずさ（1999 年　聖徳学園小学校卒業）
 2010 年知能教育夏期セミナーにて講演

　皆さま，おはようございます。今ご紹介にあずか
りました，早稲田大学政治学研究科の矢部あずさで
す。どうぞよろしくお願いいたします。
　私は 1986 年（昭和 61 年）に日野市で生まれまし
た。聖徳学園小学校に入学して，中学・高校もその
まま聖徳に進学しました。その後は早稲田大学国際
教養学部に進学して，現在は早稲田大学大学院政治
学研究科に在籍しています。

〈小学校時代〉

　まずは小学校の話をさせていただきます。私は「はつかり・ゆうづる組」で
した。部活は粕加屋先生が指導するバスケットボール部でした。4 年生の時は
6 年生の素敵な先輩が多く賑やかな部活でした。5 年生の時は人数が少なく，
男女混合で試合に出ることもありました。その分仲は良かったです。6 年生に
なると，4 年生が多く入ってきてまた賑やかになりました。

◇授業の内容と教科担任制
　聖徳の大きな特徴のひとつに，教科によって担任の先生が違うということが
あります。たとえば数学。プリントを解き終えたら先生に採点してもらって，
100 点になったら次のプリントに進めるというシステムでした。1 回で 100 点
を取ると赤ペンで書いてもらえるのですが，2 回目からだと青ペンでつけられ
るのが悔しかった。1 回で 100 点をとってやろうと，またクラスメイトに負け
ないように早く解こうとしていて，今思うと鍛えられたなと思います。国語で

6 年生当時の矢部さん
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すと，素読読本という 1 冊の本がありまして，『論語』とか『太平記』とかそ
れを暗唱して，言えるようにするのも，国語の専門の先生がいるからこそでき
ることだと思います。私の通っていた時は小 4 から英語の授業が始まりまし
た。9 人の小さなクラスで，ハエたたきを使って英語のカードを取るゲームを
したり，歌や絵本を使って楽しく学ぶことが出来ました。理科も実験器具がた
くさんあって，それぞれの児童が実際に手を動かして実験ができるというの
は，今思うとすごく恵まれていた環境だったのだなと思います。歴史も，教科
書に載っていないような深い話が色々と聞けて良かったと思っています。
　また，1・2 年生にはゲーム・工作という他の学校にはなかなかない科目が
あります。最近は『科学技術立国』とか『ものづくり』といったことが言われ
ますが，この時間で『ものづくり』の楽しさを覚えました。色々な道具を使っ
てコリントゲームを作ったのが印象的でした。なかなかこういうことも家では
できないし，ノコギリやカナヅチを使わせてくれない。人数が少ないクラスな
らではなのかなと思います。オセロ，五目並べ，将棋，百人一首大会がありま
した。「ゲーム」の時間にクラスの予選があり，そこで勝ち抜いたクラスの代
表が，お昼休みにトーナメント形式で大会を行います。そこで勝ち抜くと盾と
賞状がもらえました。将棋の道を志した同級生もいますが，これもゲーム大会
というきっかけがあったからこそだと思います。私も五目並べと将棋に熱中し
て，特に将棋は高校のときまでプロ棋士の先生の元で学びました。ゲームにつ
いての知識は，その後もさまざまな人と打ち解けられる話題や遊びとして役
立っています。

◇図書館の充実
　授業以外で聖徳の誇れることの 1 つに図書室の充実があります。専門の司
書の先生がいらっしゃるので，「こういうことが知りたい」「何か面白い本はな
い ?」といったアバウトな質問でも，いい本をたくさん勧めてもらいました。
私も含めて卒業後に小学校に顔を出しては司書の先生とお薦めの本の情報交換
をする人は少なくないと思います。また，子ども向けの本だけじゃなくて，大
人向けの本，専門書もたくさん揃っています。最近映画化されたような「指輪
物語」や「ゲド戦記」のような面白い物語もたくさん小学生のうちに読ませて
もらって感謝しています。
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Ⅵ　聖徳の思い出

◇遊びながら覚えたパソコンの操作
　今はウィンドウズのパソコンが導入されていると思うのですけれども，私が
低学年の頃にマッキントッシュ（Mac）が早速導入されました。昼休みや放課
後に自分たちで「Hypercard」という本来はプレゼンテーションを作るソフト
ウェアを使い，ゲームを作って遊んでいました。こうして自然にパソコンの操
作を学んでいくことができました。

◇予習して臨んだ修学旅行
　小学校における最大の思い出は「修学旅行」です。私たちは長崎の出島へ
行ったり，熊本の阿蘇山に行って馬に乗ったり，山口県の萩で鍾乳洞に行った
り，萩焼を作ったり，松下村塾の見学をしました。みんなで旅行に行くことも
勿論楽しかった理由ですが，一ヶ月くらいでしょうか，授業の中でも修学旅行
に向けて事前に予習をしていったことが印象に残っています。例えば，理科の
授業では阿蘇山のような「カルデラ」のできる仕組みや鍾乳洞に関連する知識
を学び，歴史の授業では出島や吉田松陰について勉強をしてから行きます。

◇資格の修得
　小学生のうちは時間があったので，漢検や英検といった資格の勉強に取り組
むことができました。私の場合は漢検 2 級，英検 3 級を小学校在籍時に修得し
ました。漢検はその後受けていないのですが，現在履歴書に書く際に他の資格
に比べて修得年度が浮いてしまって，ちょっと変な感じがするのが悩みの種で
もあります。同級生の中には数学を得意として，算数オリンピックに出場する
ような人もいました。それぞれが得意分野を活かした活躍をしていたと思いま
す。

〈中学・高校時代〉

　小学校時代の話はここまでで，ここから中学・高校時代の話をさせていただ
きます。私は中学・高校でも引き続き女子バスケットボール部に入っていまし
た。聖徳の女子バスケ部はそこまで厳しくなかったので，書道部と将棋部にも
入っていました。
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　中学校時代のことはあまり覚えていないのですが，小学校に比べて勉強がと
にかく楽だったということが印象的でした。100 点を取ることに執念を燃やし
ていました。小学校から内部進学をする生徒は割と皆成績が良かったので，一
問落とすと席次ががくっと下がりましたね。勉強が楽だった分，習い事や部活
動に時間を割くことができました。習い事としては，聖徳には音楽教室もある
のですが，そこで小学校から継続してピアノを習っていました。（音楽教室は
現在閉室しています。）また，近所で習字も習っていました。

◇ニュージーランド国際研修旅行
　中学校での最大のイベントは，何と言ってもニュージーランドでの国際研修
旅行です。今はニュージーランドだけではなくオーストラリアという選択肢も
あるようです。私のときは，最初の 1 週間はみんなでキャンプ場に泊まり，後
半の 2 週間はホームステイをしました。私がホームステイをしたのは，ニュー
プリマス（New Plymouth）という町です。そこでお父さん，お母さん，美人
の三姉妹，犬や猫と一緒に過ごしました。毎日学校に通い，家では子供たちと
トランプをしたり，折り紙を教えてあげたりして遊んでいました。ある日筆ペ
ンで姉妹の名前を漢字で書いてあげたら，それを学校に持って行って自慢して
きたと嬉しそうに話してくれました。小学校で英語を勉強していたおかげもあ
ると思いますが，2 週間のホームステイの間特に英語で困ることはなく，充実
した時間を過ごすことができました。

◇大学受験
　高校生になると，やはり大学受験を意識することになります。私は理系クラ
スにいましたが，国立大学を目指していたので，五教科七科目の勉強が必要で
した。国語は小学校のときの「素読読本」で覚えた内容が非常に役に立ちまし
た。「論語」などの問題を過去問で見て「素読読本に載っていたやつだ」と思
うこともしばしばありました。おかげで，古文や漢文ではほとんど苦労しませ
んでした。
　五教科七科目を勉強していると，いろんな組み合わせで受験をすることがで
きたので，文系理系問わず様々な学部を受けました。理工学部，経営工学，法
学部，情報コミュニケーション学部など……今思うと何がしたかったのかよく
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Ⅵ　聖徳の思い出

わかりませんけれど。結局進学先には早稲田大学の「国際教養学部」を選びま
した。文系の学問も理系の学問も学べるということで，大学でも自分のやりた
いことを迷いながら探せるかなと思ったからです。

〈大学時代〉

　国際教養学部はほぼすべての授業を英語で行うことと，留学を行うことが特
徴です。さすがにネイティブと比べると劣りますが，小学校のときからの英語
教育のおかげもあって，授業についていけるくらいの英語力は身についていま
した。大学のゼミは宇宙物理学の先生のゼミを選びました。理系への執念が捨
てきれなかったので……。両方学べるといっても，理系の科目は限られていた
ので，ゼミの他は文系の科目やプログラミングなどの科目を中心に勉強しまし
た。デザインやバラバラの科目を履修していたのですが，ある意味それも聖徳
生らしいのかなと思います。モンゴル語やアイヌ語，ロシア語などの語学も
色々手を出しました。
　ロシア語を学び始めた頃，まだ数を 10 まで数えるのがやっとの時期にウラ
ジオストクへ 1 ヶ月留学しました。教科書には「もっと安くしてください」の
ような表現は載っていなかったので，必要な言葉はほとんど現地で覚えまし
た。驚いたことに，寮で相部屋だったのはなんと聖徳中高出身の先輩でした。
面識はなかったのですが，妙に話題が合う。同じ学校出身と知ったのは留学が
始まってから 1 週間経った後でした。その先輩とは交流が続き，先輩がモスク
ワに留学している時に遊びに行ったりもしました。
　国際教養学部では留学が義務付けられており，私はウズベキスタンに行きた
かったのですが家族の猛反対に合い，フィンランドへの留学を決めました。し
かし，授業を詰め込みすぎて体調を崩し，残念ながら留学を中止せざるを得ま
せんでした。留学が卒業要件になっているため，委員会にかけられ，留学の代
替として論文の提出が要求されたりしました。フィンランドのヘルシンキ大学
ではソフトウェアについての勉強をしたいと思っていたので，それに関連した
論文を提出しました。ギリギリまで卒業判定が「不可」になっていたので，本
当に卒業できるのか不安でしたね。
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◇大学院への進学

　大学院への進学は早々に決めていましたが，進学先としては政治学研究科の
科学技術ジャーナリスト養成プログラム，国際情報通信科，環境エネルギー科
の間で迷っていました。文系と理系，両方の知識が要求される分野に進みたい
と考えていましたが，環境エネルギー科はキャンパスが遠く，国際情報通信科
は研究室でお世話になりたいと思っていた先生を伺うと「来年度はいるかどう
かわからない」とのことで，科学技術ジャーナリスト養成プログラムへの進学
を決めました。このプログラムは北海道大学の「科学技術コミュニケーター養
成ユニット」，東京大学の「科学技術インタープリター養成プログラム」と同
様に，文部科学省の助成を受けて設置されました。5 年間の期限付きのプログ
ラムで，私たち 4 期生が最後の受講生となりました。今はジャーナリズムコー
スに統合されています。
　

◇「科学技術ジャーナリスト養成プログラム」

　このコースで養成される学生は研究者と非専門家をつなぐことを期待されて
います。研究者の言葉をわかりやすく伝えるだけでなく，研究者に社会からの
声を伝えることも求められます。
　「科学技術ジャーナリスト養成プログラム」を通じて，ジャーナリストに必要
な素養だと思ったことを 2 つお話します。まず，「人の言葉を鵜呑みにしない
こと」。これは小学校の時にも「先生の話も鵜呑みにしないで，自分の力で考
えること」を叩きこまれていたので，あまり抵抗はなかったですね。もう 1 つ
は，「自分の足で情報を集めること」。インターネットで簡単に情報が集められ
るようになりましたが，そうして集められる情報にも偏りが生じている可能性
があります。今こうして皆さんの前でお話をしていると，表情や声の抑揚も汲
みとってもらえると思いますが，文字だけでは伝わらないこともたくさんありま
す。実際に人に会って，話を聞くということがいかに大切かということを学び
ました。こうしたことは，ジャーナリスト以外にも必要な事だと思います。
　また，ジャーナリストには中立性や建設的批判精神が求められていると思い
ます。科学技術ジャーナリストは「科学技術が大好き！」ということだけでは
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ダメで，例えば原子力問題や遺伝子組み換え作物についてなど，賛否両論ある
話題についても立場の違いを超えて話し合えることも必要だと思います。

◇「理科離れ」と聖徳学園小学校
　このプログラムにおいて避けて通れない話題といえば「理科離れ」と「事業
仕分け」でした。授業を離れての飲み会の場などでも，この 2 つについてはた
くさん議論を重ねました。ちょうど聖徳でも「聖徳の理科教育について」を
テーマとした公開研究発表会が行われていたので，参加させてもらいました。
理科の専門の先生がいる聖徳の場合は，理科が好きな子はどんどんその知識を
伸ばすことができる環境があります。とはいえ，私の同級生の中にも「理科が
嫌い」という子はいます。でも，そういう子も動物が好きだったり，「はやぶ
さ」の話で一緒に盛り上がったりもするので，「物理」などの科目が嫌いかも
しれないけど，決して「科学が嫌い」という訳では必ずしも無いと思います。
なので，個人的には「理科離れ」という言葉はあまり好きではないですね。

◇サイエンスライターとして

　今後についてはまだ決まっていないのですが，現在駆け出しの「サイエンス
ライター」としても活動しています。さきほどご質問もいただいたのですが，

「サイエンスライター」とは何かということについて説明させていただくと，
主に研究者の方に話をうかがって記事を書くライターです。大学院の授業に
も「科学コミュニケーション実習」という形でライティングの授業があり，研
究者の方に取材を申し込んでお話を伺って記事を書き，先生の指導のもとで編
集作業をして，大学院のブログで公開するというものがあります。この授業で
学んだのちに，実際に早稲田大学高等研究所や東京大学地震研究所，日本化学
会などの仕事をさせてもらいました。なかには「20 世紀の西洋演劇について」
などいわゆる“科学”とはぜんぜん違う内容のものもあるのですが，駆け出し
のライターには仕事を選ぶことなどできませんから，苦労して取材をしまし
た。とはいえ，記事を読む人も専門家ではありませんから「先生，これはどう
いう意味ですか」と聞くことができる素人の視点も大切になります。このよう
に幅広い分野の取材をすることが必要であり，またその分野について詳しい知
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識が必要というわけではありません。どの先生も，こちらがその分野に興味を
持っているということが伝われば，熱心にお話をしてくださります。ライター
にとって大切な事は，何でも興味を持てるということだと思います。その意味
では，私に非常に合っている仕事だと思っています。

◇宇宙分野との深い縁

　ライター以外の仕事としては，学部の時に宇宙物理学のゼミで学んでいたこ
とと，先輩がインターンをしていた縁があって，修士 1 年から三鷹にある国立
天文台でアルバイトをしています。ここでは月 2 回天体観望会を行っており，
学生スタッフとして天体の解説や，天文台内の案内をしています。聖徳からも
バス一本で行くことができ，聖徳の児童・生徒にもちょくちょく遊びに来ても
らっているようです。観望会の他にはインターネットからの質問への回答のお
手伝いをしています。天体についても，文章を書くことについても大いに勉強
をさせてもらっています。
　国立天文台以外にもうひとつ縁の深い宇宙関連の機関として，宇宙航空研究
開発機構（JAXA）にもインターンシップや取材でお世話になっています。ま
た，今年（2010 年）の 2 月には，5 人の派遣学生の一人としてフランスのスト
ラスブールにある国際宇宙大学で行われたシンポジウムへ行かせていただきま
した。さまざまな国から来た学生たちと知り合うことが出来，他の国でどんな
取り組みが行われているのか，何が重視されているのかといったことを聞くこ
とができてとても有意義な時間でした。
　はじめは決して宇宙に詳しかったわけではありませんが，こうした縁から

「はやぶさ」についての取材記事を書かせていただけることになったり，何か
と宇宙と関係した仕事をさせてもらえることは嬉しく思っています。

◇同級生の進路と近況について

　最後に，私の同級生が今どういった道を進んでいるのかについてお話しま
す。私の学年の人数は卒業時で 51 名でした。途中で転校した人も含めて，多
分 8 割くらいは今でも連絡をとることができるのではないかと思います。最近
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は mixi や Facebook といった SNS や Twitter などが浸透しているので，お互
いの近況を意識せずとも知ることができます。そのなかでも 5, 6 人くらいとは
今もよくご飯を一緒に食べたり，カラオケに行ったりします。
　進路は本当にばらばらで，ボイストレーニングに励んでいる子もいるし，獣
医学部に進んだ子，ゲーム会社に就職した子など……医学部に進んだ人も多い
と思います。自分の好きなこと，夢を追っている子が目立ちます。

◇聖徳学園小学校出身者の特徴

　最後に，私が思う聖徳生の特徴についてお話します。聖徳の出身者の特徴は
「何でもできる人」が多いことだと思います。後から「やっぱり○○がやりた
い」と思ったときに，そこからでも対応できる柔軟さが身についていると思い
ます。私も高校では生物を全く勉強していなかったのですが，小学校でも応用
的な内容を扱っていたおかげもあって，そのおかげで大学に入って必要になっ
たときに勉強が多少は楽になっていたと思っています。また，「好きなこと・
やりたい事を貫くことができる人」が多いです。小学校でやりたい事を見つけ
られる環境もあるし，その後必要になる能力の基礎を身につけることができる
と思います。私は理系とか文系とかといった垣根を超えた分野を，もっと伝え
ていきたいし勉強したいと思っているので，好きなことをなんでもすることが
できた聖徳の環境は非常に合っていたと思っています。以上で私の話を終わら
せていただきます。ご清聴ありがとうございました。
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学校規定服装用品 

　制服として男女とも下記のように決められています。常に制服を着用して登
校してください。
　制服は夏冬兼用ですが，夏期は上着を着用しなくてもよいことになっています。

冬　　用 夏　　用

制　

服

上着・半ズボン（男）
スカート（女）・白のＹシャツ
ネクタイ・制帽（ベレー帽）

半ズボン（男）・スカート（女）
半袖白Ｙシャツ（長袖可）
高学年女子用ベスト（女）
ネクタイ・制帽（白）

学
習
着

上着（長袖・白）
長ズボン（紺）

上着（半袖・白）
半ズボン（紺）

体
操
着

紺色の長袖・長ズボン 白色の半袖
半ズボン（学習着と兼用）

ラ
ン
ド
セ
ル

入学時に指定のランドセルを購入していただきます

そ
の
他

校章
コート類・靴（運動靴が好ましい）・靴下の三点については指定品は
ありません。
冬期は防寒着として「V ネックセーター」または「カーディガン」の
着用を認めていますが，色は黒，紺，灰に限ります。

☆上記規定服装の取扱店
　ムサシノ…………………… 制服の上下
　校内売店（ハシモト）…… 制服の上下以外の用品

Ⅶ　学 校 生 活
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　〔服装（冬用）〕

※ 夏用は上着をぬいだスタイル
です。帽子も白になります。

日課時限表 

登校時間 ８：00 ～８：25

ホームルーム ８：30 ～８：40

１・２時限 ８：45 ～ 10：25

３・４時限 10：35 ～ 12：15

昼食及び休憩 12：15 ～ 13：00

掃　　除 13：00 ～ 13：25

５・６時限 13：30 ～ 15：10

ホームルーム 15：15 ～ 15：30

最終下校時間 １～ 2 年生　15：30　3 年生以上　16：00

注１．  上記は標準時程で，曜日によって若干異なります。４月に配布される時
間割でご確認ください。

　２． １年生は５時限以内で，２年生は週一日６時限・他は５時限で終了します。
　３． 毎日，弁当持参になります。
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年間行事予定 

（年度により若干異なりますので，年度始めに予定表を発行します。）

学
期 月　日 行　　　事

１　
　
　

学　
　
　

期

4 月上旬 始業式
〃 入学式
〃 新入生を迎える会

　　中旬 交通安全教育
〃 健康診断

　　下旬 身体測定
〃 避難訓練
〃 修学旅行（６年生）

5 月上旬 授業参観及び懇談会
5 月 22 日 創立記念日（休校）
　　下旬 中間テスト

〃 校外授業
6 月中旬 公開研究発表会
7 月上旬 期末テスト
　　中旬 クラス懇談会

〃 評価（保護者個人面接）
　　下旬 終業式
　　下旬 林間学校（３年生以上）

学
期 月　日 行　　　事

２　
　
　

学　
　
　

期

9 月 1 日 始業式・防災訓練
　　上旬 夏休み自由研究展
9 月下旬 校外授業
10 月 1 日 都民の日（休校）
　　上旬 運動会
　　下旬 中間テスト
10 月下旬 マラソン大会
11 月上旬 入学テスト
　　下旬 聖徳祭

〃 新入生一日入学
12 月上旬 期末テスト
　　下旬 評価（保護者個人面談）

〃 終業式

３　
　

学　
　

期

1 月 8 日 始業式
上旬 百人一首大会

２月上旬 授業参観及び懇談会
中旬 スキー学校

（３年生～５年生）
下旬 学力テスト

３月上旬 新入生一日入学
〃 期末テスト

中旬 卒業生を送る会
〃 評価

下旬 終業式・卒業式
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児 童 会 

1. 児童会の主な活動とその目的

　主な活動内容

① 学級活動（学級を単位とした日常活動）
② 委員会活動（奉仕的位置づけの活動）
③ クラブ（同好の児童による活動）
④ 児童会行事（児童会主催の行事）
 　新入生を迎える会
 　スポーツ大会
 　君も何でもチャンピオン
 　卒業生を送る会
 　（林間学校・スキー学校におけるリクレーション活動）
⑤ ボランティア活動
 ユニセフ募金　　　清掃活動（生活委員会）
⑤ 生活改善運動
 あいさつ運動
 生活重点目標の設定（代表委員会）と実行
⑥ 児童会役員選挙

　学園としての目的
　上記のような活動を通し，学校生活の充実と向上を目指すとともに豊かな
人間関係を築いていく性格をもつ組織が児童会といえます。その究極の目的
は，集団としても個人としても豊かな人格を形成することにあるといえます。
　そのためには，その組織は確かな教師の指導の下，自治的・自発的活動が
最大限に保障されなくてはなりません。とりわけ，個性豊かな児童がそろう
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本学園においては，個々人の豊かな発想を大切にしながら集団との利益を融
合させた活動を大切にしています。

2．創意と活力ある児童会活動［活動紹介］

　（1）スポーツ大会
　スポーツを通して上級生と下級生の交流を図る目的で毎年行われてい
るのが「スポーツ大会」であり，大まかな内容は以下の通りです。
　対象学年：4 年生～ 6 年生
　競技種目：・バスケットボール　・サッカー　・野球　
　　　　　　・王様ドッジボール
　ル ー ル：サッカー，野球は学年 1 チームにによる総当たり戦

バスケットボール，王様ドッジボールはクラス対抗による
トーナメント戦

　運　　営：児童会役員，体育委員会，放送委員会（審判は教員）
　以上ですが，以前は「S ケン」という遊びも一つの競技として取り入れ
ていました。そうした種目に関しては，基本的には役員会を中心とした
話し合いを最大限に尊重し決定されていることもあり，子どもならでは
の競技も取り入れられることになるといえます。
　また，運営は上記の通り委員会，役員会が中心となり行います。体育
委員会は各種目ごとに分かれ試合結果や得点などを記録し，それをもと
に閉会式においては役員会手作りの賞状が手渡されるというわけです。　
　結果は，どうしても 6 年生が優勝する種目が多くなるのですが，それ
も下級生にとっては憧れの上級生になりたいといった貴重な経験となる
ものだと思っています。

　
　（2）君も何でもチャンピオン

　児童会役員は，本校では立候補制による直接選挙によって選出されま
す。立候補した児童は思い思いの公約を掲げ，当選後，その実現の為に
活動することになります。その公約の一つが「君も何でもチャンピオン」
でした。上級生と下級生の交流を図りたい，それぞれの個性を発揮する
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場を設けたい，そんな思いがこの行
事に結実したのです。
　昼の時間を使い講堂においてその
場で発表できるものであれば自由に
発表することが出来ます。
　「こまやけん玉を自由に操る児童」

「ピアノやチェロなどの楽器を使い
演奏する児童」，更には，漫才や物まねなどを披露する児童もいます。ま
た，器楽部が発表の場として演奏したり，6 年生が 1 年間のまとめとして
リズム縄跳びとダンスを結びつけた踊りを発表した事もあります。
　その内容は年々活発になっており聖徳ならではの催しといえるでしょう。

　（3）児童主体のあいさつ運動
　人と交わすあいさつは，社会生活を送る上での礼儀であり，人と人の
心を結びつける大切や役割をもつものでもあります。
　学校教育において，時にはそれは当たり前のこととして児童に求める
ものもありますが，子ども自身の内面に働きかけその変革に期待すると
いたった指導もあります。その一つとして位置付けたのがこの「あいさ
つ運動」です。児童会役員が，学園における「あいさつ」の現状を話し
合い，それを学級委員で構成された代表委員会で提起し，全校一斉にこ
の問題に関して話し合いました。そして，実際の行動として児童が考え
出したのが「4 年生以上のクラスが，月初めの三日間交代制で朝のあいさ
つを昇降口で行うこと」「あいさつ運動に替わる名称を全校で考え，ポス

ターも募集し応募作品の中から
正式ポスターを決定すること」
などでした。
　児童自身が考え実行したから
でしょう，この取り組みは自然
に広がりを見せ，スキー学校で
は朝食・夕食時に児童会役員と
共に自主的に何人もの児童が食
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堂入り口に立ち元気にあいさつしていました。6 年生の卒業論文でも，こ
のあいさつの問題をテーマに，自分が変わり学校も変わってきたと述べ
ていました。この取り組みがどう発展していくのかそれは児童のこれか
らの成長にもよることでしょう。

　（4）ボランティア活動
　主に年末のユニセフ募金に取り組んでいますが，数年前に起こった未
曽有の大震災などその時々の国内外の災害に対し，児童からの積極的な
提起に応え募金活動に取り組んでいます。

　（5）児童会役員選挙
　毎年 1 月に 4 年生以上の児童による児童会役員選挙を実施し各役員を
決定しています。
　現在のところ（2015 年度）以下の役員を選出しています。
　　会　　長：5 年生
　　議　　長：5 年生 副 会 長：4・5 年生より各 1 名
　　書　　記：4・5 年生より各 1 名 副 議 長：4 年生
　　執行委員：4・5 年生から各 2 名　　　

以上 11 名で構成
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Ⅷ　児童会活動

　聖徳学年では，児童会の基本的な性格を以下のようにおさえています。
　　①　児童の自発的・自治的活動である
　　②　児童集団による実践活動である
　　③　学校における児童の生活に関する問題解決の活動である
　　④　学校生活をより楽しく豊かにする活動である
　　⑤　主として高学年児童によって運営される活動である

　このようにとらえた場合，組織として求められるのは，自治的・自発
的集団であり，その活動は，豊かな生活（文化・スポーツ活動も含め
て），豊かな人間関係を築く活動であるべきと考えています。同時に，活
動が活発になれば必然的に全校的活動から地域・社会に目を向けての活
動に発展していくものとみています。
　その中心的な役割を担うのが児童会役員です。だからこそ，「全校的視
野に立って活動する児童」「理想と目標を追い求める児童」「見通しと組織
力，行動力のある児童（その可能性のある児童）」といった資質が求めら
れるのです。そこに役員選挙を実施する意義があります。
　毎年，20 名以上の児童が立候補し，思い思いのチラシやポスターを作り
朝早くから校門前に立ち選挙活動をする姿はとても生き生きとしており，
こうした児童に支えられて児童会活動が成り立っていることを感じさせ
ます。一方，投票する側の児童は，演説会での内容なども加味しながら
選挙管理委員会指導の下投票するのですが，そうした一つ一つの活動が，
子ども達を成長させているようにも感じます。

3. クラブ・委員会活動（4 年生以上が参加）

　クラブ
　・バスケットボール部　・野球部　　・サッカー部　　・バドミントン部
　・工作部　　・鉄道研究部　　・パソコン部　　・器楽部
　委員会
　・役員会　 ・飼育委員会　 ・図書委員会　 ・保健委員会　 ・放送委員会
　・園芸委員会　 ・生活委員会　 ・体育委員会　 ・気象観測委員会





幼 稚 園 編





171

Ⅰ  聖徳幼稚園の教育

　     教育目標 ─────────────────────────

　本園では，豊かな環境と豊かな教育内容を整えて，その中で子どもたちが自
由に伸び伸びと活動する「自由あそび」と，専門的な「選択制のカリキュラム
あそび」を通して，
　①　一人ひとりの子どもの個性を育てる
　②　知能を伸ばし，創造性豊かな人間性を育てる
　③　豊かな感性と自立心を育てる
ことをねらって，日々の教育活動を行っております。

　     教育の特色 ───────────────────────

　⑴　知能教育
　　◇ ねらい

①　知識や情報，技能を習得する力を育てる
②　習得した知識や情報，技能を新しい場面（生活や学習面等）に活用

する能力を育てる
③　洞察力や判断力を育てる

　つまり知能教育は，知識や情報を習得する“器”を大きくし，自分の頭
で考え，正しく判断して行動する能力を育てることがねらいです。

　
　　◇ 内容と方法

①　自由あそび　～意欲と集中力の育成～
　子どもは自分の好きなあそびには，とてもよく熱中することがで
きます。そこで，子どもの興味・関心を生かして，自分で見つけた
あそびを工夫して，発展させることができるような環境を整えます。
また，その中で積極的な意欲と集中力を育てます。



172

②　知能あそび
　ギルフォードの知能因子構造（22 ページ参照）に基づき，1 因子ず
つ刺激します。
　独自に開発したパズルやゲーム等の教材・教具を使い，楽しく遊
びながら知能を伸ばすと共に，理解力・記憶力・創造的思考力・推
理力・論理的思考力・判断力などを育て，知能の幅を広げます。

　⑵　一人ひとりの個性に応じた指導
　一人ひとりの個性に応じた指導を徹底するために，次のような指導シ
ステムを取り入れています。
①　少人数クラス編成

　ホームルーム（生活集団）クラスは，年少児＝ 25 名，年中・年長児
＝ 30 名で編成します。

②　複数担任制
　子どもの個性や能力・発達段階というのは，一人ひとり異なります。
ですから，30 人の子どもがいたら 30 通りの指導法を必要とします。

そこでクラス担任は，
　　　　　＊ 年少児　　　＝ 2 人担任制
　　　　　＊ 年中・年長児＝ 2 クラス 3 人担任制

にしております。
③　カリキュラム担任制

　カリキュラムあそびの時間は，クラス担任の他にカリキュラムあそ
び専門の教師も指導にあたります。その趣旨は第一に，教師は園児と
接する前に，あそびの教材研究を十分行う必要があるからです。
　第二は，教育は教師と園児の触れ合いを通して営まれるので，いろい
ろな教師との出会いが，子どもの成長にプラスになると考えるからです。

④　選択制のカリキュラムあそび
　本園では，「自由保育」を基本にしておりますが，幼児期には「知
育」・「徳育」・「体育」は，ある程度バランスよく与えていく必要があり
ます。
　そこで本園では，自由あそびの他に，
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Ⅰ　聖徳幼稚園の教育

＊ 知能あそび
＊ 体育あそび
＊ リトミックあそび
＊ 造形あそび

　4 つのカリキュラムに基づいたあそびの時間を設定して，子どもたち
が自分の興味・関心に応じて自由に選択して活動できるようにしてお
ります。自分で選択して，好きな遊びに取り組むのですから，個性の
伸長と共に判断力の育成にも効果を発揮しています。

　     教育方法 ─────────────────────────

　「自由保育」を実施しております。
　その趣旨は，第一に，幼稚園教育は幼児期の発達段階や特性を考えると，
　①　環境を通して行う。

②　子どもの主体的な活動である，自由なあそびを通して行うことが大切と
考えるからです。

　第二は，本園の教育目標である「個性重視」と「知能教育」を推進していく
ためには，とかく画一的な指導になりがちな一斉保育では限界があると考える
からです。子どもの個性や知能というのは，基礎基本は押さえた上で自由な時
間と自由なあそびの中で，主体的にあそびを見つけ，それに集中して取り組ん
でいるときが最も促進されるのです。ですから，教育方法も教えることより育
てることに重点を置いております。

　     課外教育活動 ──────────────────────

　個性教育を充実させるために，課外教育活動として次の 2 つの教室を開設し
ております。
◇ 英才教室
　知能を伸ばし，創造性豊かな子どもを育てることを目標にして，専門的な知
能教育を行います。



延長ゲームあそび

延長読み聞かせ

体育あそび
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◇ 剣道教室
　剣道を通して，健康な心と体を育成します。



知能あそび
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知能あそび 

1．こんな能力を育てます !!（教育目標）

　一言で“知能”と言っても，いろいろな能力（知能因子）があります。　
　その中で，聖徳幼稚園の知能あそびでは，パズルやゲームなどの独自に開発
した教材・遊具を中心に使用し，楽しく遊びながら知的好奇心を育み，次のよ
うな幅の広い思考力（考える力）を育てていきます。
　⃝理解力
　⃝記憶力
　⃝拡散思考力（創造力）
　⃝推理力や論理的思考力
　⃝総合的判断力

Ⅱ  領域別の基本方針と内容
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　こうした多くの知能因子を刺激して，自ら考える力を育てると共に，知能の
幅を広げ，学習能力の基盤となる知能を伸ばします。特に，創造的知能の開発
と育成に力を入れています。

2．こういったところに，重点をおいています !!（学年別の指導重点目標）

《年少（3 歳）児》
1 学期：形・色・ことばなどを使ったあそびを楽しむことにより，知能あそ

びへの興味を持たせる。
2 学期：切る・組み合わせる・つなぐなどの手先を使った活動を楽しみなが

ら，意欲と集中力を育てる。
3 学期：形・数・ことばなどを使ったあそびを楽しみながら，自分で考える

ことの楽しさに気づかせる。
《年中（4 歳）児》

1 学期：パズルやクイズなどのあそびを通して，友達と楽しみながら，ひら
がなや数について興味をもたせるとともに，知的好奇心を育てる。

2 学期：友達とのゲームあそび（文字や数を使ったパズルやカルタ・クイズ
など）を通して考える楽しさを知ると共に理解力を育てる。

3 学期：グループの友達と一緒に，ひらがなや数，形を使ったパズルやゲー
ムを楽しみながら意欲と集中力を育てる。

《年長（5 歳）児》
1 学期：文字や数，形などを使ったパズルやゲームを楽しみながら，理解力

と挑戦意欲を育てる。
2 学期：文字や数を使ったいろいろなゲームや課題を楽しむことで，自分で

考えることの喜びを知ると共に，推理力や比較判断力を育てる。
3 学期：文字や数を使ったゲームや課題に自分で工夫して取り組み，考える

ことの喜びを味わうとともに，拡散思考力を育てる。
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Ⅱ　領域別の基本方針と内容

3．このような特長のある教材を使っています !!

　知能あそびは，独自の教材・遊具を作成して行っています。そのため，より
子どもの実態に応じた活動が可能となっています。また，実践記録など一つの
教材を作成するためのノウハウが蓄積されているため，次年度の指導における
対応が可能になり，さらにきめ細かい対応が出来るよう，努めています。

☆年少（3 歳）児が，『はじめての知能あそび』と称して，一番初めに出会う
教材です。拡散思考力を高めると共に，手先の巧緻性も含めて，下の絵に
シール貼りをする課題です。シールの貼り方にルールはありません。

•枠からはみ出して自由にシールを貼る子……
•中央の窓にお客さんが乗っているようにイメージしたり，また，アリさ

んが美味しいものを運んでいるようにイメージして貼る子……
•色を分類しながらきれいに貼っていく子……
•ぬり絵のように重ね貼りをしながら，びっちり貼る子……

　こちらが指示しなくとも自然と，3 歳児なりの工夫や独創性といった力を発
揮出来るのが特長です。
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☆年中（4 歳）児の課題の一つで，これは『図形で体系を認知する』知能因子
です。パズルを完成させていく内容です。扱う素材として“漢字”を使用し
ていますが，これは読めなくても書けなくても関係ありません。なぜなら，
漢字も一つの形として考えているからです。子どもたちは，それはそれは夢
中になって取り組みます。そして，この課題をきっかけとして，漢字に興味
を持ち始める子も少なくありません。これは，知能あそびのもう一つのねら
いでもあります。

☆年長（5 歳）児の課題の一つで，『概念で見通しを拡散思考する』課題を紹
介したいと思います。この課題は，“もしこうなったら…”という設定に対
して，いろいろと思い付いていくものです。この年齢で見通しを立てて物事
を考えていくのは難しいことですが，それでも，5 歳児なりにしっかり思考
を深めていくことが出来，子ども達のユニークな発想が見られるおもしろい
内容の一つです。

〈問題例 1〉 「お母さんが風邪をひいて寝ています。どうしたら良いでしょう？」
〈解 答 例〉 せんたくをたたむお手伝いをする。
 ・お父さんと花束を買う。
 ・おじいちゃん・おばあちゃんを呼ぶ。
 ・りんごを，すってあげる。

〈問題例 2〉 「部屋でゴミがちらかっていたので，ほうきで掃いたのですが，
ちりとりがありません。どうしたら良いでしょう？」

〈解 答 例〉 ・ビニール袋を敷く（ちりとりの代わりにする）。
 ・セロハンテープ・ガムテープでくっつける。
 ・手で，ちょっとずつゴミを取る。
 ・ごみ箱を横にする。

※子どもの発想には，毎時間，感心と感動を覚えます。

図１
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Ⅱ　領域別の基本方針と内容

4．こういった計画に基づいています。（年間指導計画）

《年少児》

No 知能因子 教　材　名 内　　容（ねらい）

1 はじめての知能あそび・シール貼り 知能あそびに親しむ・指導者を知る

2 ＣＭＳ 紙芝居 お話を理解する

3 ＤＳＵ 同色のものさがし 指定された色のものを思いつく

4 ＥＦＵ 同一形さがし 同一の形・柄を判断する

5 ＣＦＳ 乗り物パズル 見本と同じようにパズルを完成させる

6 ＮＦＳ① ファイブ・セブンピースパズル 見本通りに形を組み立てる

7 ＮＭＵ ものあてカルタ ヒントを聞いて答えを推理する

8 ＥＳＵ シールあそび 1 同じ色並びを見比べながら作る

9 ＣＦＵ 何の絵かな 隠れている絵が何であるかを判断する

10 ＣＭＲ 仲良し合わせ 概念的に関係があるものを考える

11 ＣＳＳ シールあそび 2 色の並び方の決まりを見つける

12 ＣＦＣ 仲間分け 1 多くの形の中から共通点を発見する

13 ＣＭＣ なかまをあつめよう！ 概念での仲間になるものを考える

14 ＤＳＳ ネックレスづくり きれいな模様（色並び）を思いつく

15 ＤＭＵ 概念拡散カルタ 1 条件に合うものを考える

16 ＣＳＵ 同数の判断 同数を判断をする

17 ＤＦＣ 落ち葉・木の実あそび 形の特徴を捉えて分ける

18 ＣＦＩ 迷路 1 見通しを立てて考える

19 ＣＳＲ 数の関係 左右の数をつり合わせる

20 ＤＦＵ 切り紙 いろいろな形（切り紙）を作る

21 ＮＳＳ カラーパズル 見本と同じ色の組み合わせを作る

22 ＥＦＳ 穴埋めパズル・折り紙あそび 見本と見比べながら完成させる

23 ＥＭＳ 不合理の判断 絵や文の不合理を判断をする

24 ＣＳＵ 数すごろく 1 さいころの目数と，マス目との対応
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《年中児》

No 知能因子 教　材　名 内　　容（ねらい）

1 ＮＭＵ スリーヒントクイズ 3 つの条件をもとに推理する

2 ＣＳＲ 数の大きさくらべ 数の大小関係を判断する

3 ＣＦＵ かくされたひらがな かくされた文字を推理する

4 ＥＭＣ 仲良し概念カルタ 2 同じ類の仲間を集める

5 ＣＳＳ 色や数の決まりの発見 ゲームを通して 10 までの順序数を理解する

6 ＣＦＩ 迷路 2 図形的に見通しを立てて考える

7 ＥＳＵ 同一文字さがし 文字配列から特定の文字の判別をする

8 ＥＦＳ 道つなぎパズル 途切れた線の比較判断をする

9 ＣＳＲ 数すごろく 2 サイコロの目数との対応と 2 数の和を考える

10 ＤＳＳ 数つなぎの思いつき 数の合成・分解を考える

11 ＮＦＳ セブンピースパズル 2 形の組み立てを考える

12 ＤＦＣ 仲間分けの工夫 形の共通点に着目し，色々な分け方を考える

13 ＤＳＵ 同じ字のつく言葉 同音の色々なことばを思いつく

14 ＣＦＳ 漢字・絵パズル 分割された漢字を組み合わせ完成させる

15 ＤＳＲ たしざんゲーム 数の和とルールの理解をする

16 ＤＭＵ 概念拡散カルタ 2 1 ～ 2 つの条件を満たすものを思いつく

17 ＣＳＵ ことばさがし 文字配列からひとまとまりの文字の判別をする

18 ＮＳＲ かずあてゲーム 隠された数を推理する（数の差）

19 ＥＦＳ 模様作り 1 形の構成を把握しパズルを完成させる

20 ＥＭＳ 話の不合理 話の適合性を発見する

21 ＤＦＩ ひも通しあそび 手先の巧緻性・見通しを立ててひもを通す

22 ＤＭＩ もしこうなったら 仮説に基づいた思いつき

23 ＥＳＣ ＵＮＯ（ウノ） カードゲームのルールの理解とかけひき

24 ＮＳＵ 文字パズル 2 条件を満たす文字を考えながら語の完成をする
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Ⅱ　領域別の基本方針と内容

《年長児》

No 知能因子 教　材　名 内　　容（ねらい）

1 ＮＭＵ スリーヒントクイズ 3 つの条件をもとに推理する

2 ＣＳＲ 数の大きさくらべ 数の大小関係を判断する

3 ＣＦＵ かくされたひらがな かくされた文字を推理する

4 ＤＦＳ 形つくりの工夫 自由な発想でイメージを広げながら具体的な形を作る

5 ＥＦＴ 形あそび 分割された正方形の変形されたものを判断する

6 ＣＳＳ 数の決まりの発見 ゲームを通して 10 までの順序数を理解する

7 ＣＦＩ 迷路 2 見通しを立てて考える

8 ＥＳＵ 同一文字さがし 文字配列から特定の文字の判別をする

9 ＥＦＳ 道つなぎパズル 途切れた線の比較判断をする

10 ＣＳＲ 数すごろく 2 サイコロの目数との対応と 2 数の和を考える

11 ＥＳＳ 模様作り 2 見本の色模様の構成を把握し，完成する｡ 手先の巧緻性

12 ＤＳＳ 数つなぎの思いつき 数の合成・分解を考える

13 ＮＦＳ セブンピースパズル 2 形の組み立てを考える

14 ＤＦＣ 仲間分けの工夫 形の共通点に着目し，色々な分け方を考える

15 ＣＳＩ 見通し駒とりあそび ゲームを通して数の和とかけひきを考える

16 ＣＦＳ 漢字・絵パズル 分割された漢字を組み合わせ完成させる

17 ＤＳＲ たしざんゲーム 数の和とルールの理解をする

18 ＤＭＵ 概念拡散カルタ 2 1 ～ 2 つの条件を満たすものを思いつく

19 ＣＳＵ ことばさがし 文字配列からひとまとまりの文字の判別をする

20 ＮＳＲ 石とり 石を取り合うゲームを通して有利な方法を考える

21 ＣＦＴ 穴あき折り紙 4 つ折りの折り紙を切って出来る模様を推理する

22 ＥＭＳ 話の不合理 話の適合性を発見する

23 ＤＦＩ ひも通しあそび 手先の巧緻性・見通しを立ててひもを通す

24 ＤＭＩ もしこうなったら 仮説に基づいた思いつき

25 ＥＳＣ ＵＮＯ（ウノ） カードゲームのルールの理解とかけひき

26 ＮＳＵ 文字パズル 2 条件を満たす文字を考えながら語の完成をする
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※尚，本学園における知能教育についての詳しいことは 21 ページをお読み下
さい。
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Ⅱ　領域別の基本方針と内容

体育あそび 

1．体育あそびについて

　聖徳幼稚園では，のびのびと活動し様々な経験ができるように，子ども達の
興味・関心を引き出す方向で，子ども達に活動を選択させるカリキュラム遊び
の一つとして『体育遊び』を行っています。
　体育遊びでは，子ども達が楽しく夢中になって遊び，限られた時間内に十分
汗をかく運動量を確保し，心身の円満な成長を目指した遊びをしています。

2．指導目標

《年少（3 歳）児》
1 学期：体を動かす楽しさを知る。遊具の使い方・遊び方を知る。
2 学期：かけっこなどを楽しみながら運動感覚を養う。

　集団でのルールを知り，みんなであそぶ楽しさを知る。
3 学期：マラソンやマットあそびなどを通して体力の向上を目指す。

《年中（4 歳）児》
1 学期：鬼あそびなどを通して，集団でのルールに気づき，みんなで楽しく

遊べるようになる。
2 学期：かけっこやゲームあそびなどを楽しみながら，体力の向上や運動感

覚の鋭さを養う。
3 学期：マラソンなど，それぞれが目標を持ちながら楽しんで取り組む。

《年長（5 歳）児》
1 学期：指示を理解し，行動できるように考えるようにする。
2 学期：リレーやチームあそびなどを通して，友だちと協力し合いながら活

動できるようにいろいろ工夫する。
3 学期：マラソンやサッカーなどを通して，自分で考えたり工夫したりしな

がら，目標を達成する。
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3．年間指導計画

　体育遊びの指導目標に準じて実践していきますが，常に状況判断し，最も適
した遊びの提供を念頭に置き，柔軟性を持ちながら調整を行っています。

年　少（3歳児） 年　中（4歳児） 年　長（5歳児）

1
学
期

整列・体操
遊具探検
鬼あそび
かけっこ
水あそび
 など

整列・体操
鬼あそび
遊具探検
鉄棒あそび
かけっこ
体力作り
水あそび
 など

整列・体操
色々な鬼あそび
鉄棒あそび
跳び箱あそび
かけっこ
リレー・ボール
水あそび
 など

2
学
期

運動会の練習

1 学期と同じ
マットあそび
 など

1 学期と同じ
マットあそび
ボールあそび
 など

1 学期と同じ
マットあそび
ドッジボール
 など

3
学
期

2 学期と同じ
マラソン
マットあそび
 など

2 学期と同じ
なわとび
ボールあそび
マラソン
 など

2 学期と同じ
なわとび
マラソン
サッカー
 など
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Ⅱ　領域別の基本方針と内容

4．指導の重点

⑴　年齢に応じた指導について
　3 歳児においては，身体を動かす楽しさを経験し，4 歳児においては，集団
でできる遊び，瞬発力・持久力・平衡性などの芽生えをねらった遊びを，ま
た 5 歳児においては，その発展をねらった遊びを選び行っていきます。

⑵　個々に応じた指導について
　幼児の個々の精神的発達・社会性の発達を含めた発育状況を見極め，個々
の発達段階に応じた指導を行います。幼児を総合的に捕らえていきます。
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造形あそび 

1．造形あそびについて

　聖徳幼稚園の造形教育では，一人ひとりの個性を尊重し，園の目標にもある
ように豊かな感性，創造性を育てることに重点をおいております。造形あそび
では，特にいろいろな素材に子どもたちが触れられるよう，教材を吟味したり，
小さな芸術家である子どもの創作意欲がいつもかきたてられるような内容を考
えて指導をしております。

2．指導目標

⃝造形あそびを通して，豊かな感性，創造性を育てる。
⃝複数指導制の利点を生かし，きめ細やかな指導により個々に応じた技術の習

得を目指す。
《年少組》
⃝造形あそびに親しみ，描いたり，作ったりすることを楽しむ。

《年中組》
⃝造形あそびに親しみ，感じたこと，考えたことなど，自分なりに表現しなが

ら，描いたり，作ったりする。
《年長組》
⃝いろいろな素材を使って工夫したり，いろいろな技法を取り入れながら造形

あそびを楽しむ。
⃝お友だちと共同制作を楽しむ。
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Ⅱ　領域別の基本方針と内容

3．年間指導計画（2014 年度実施例）

1 学期

月 年少組（3歳児） 年中組（4歳児） 年長組（5歳児）

4
月

クレヨンあそび
こいのぼり制作
　　　　（スタンプ）
母の日制作

たらし絵あそび
こいのぼり制作

絵画（春の絵）
お魚を作ろう（紙粘土）

5
月

ちぎりあそび
はさみあそび
絵画（遠足の絵）

絵画（遠足の絵）
時計作り
ドーナッツ作り
ポリ袋を使って

（マスコット作り）
チョコレートを作ろう

（紙粘土）

クモの巣作り
絵画（遠足の絵）
土粘土（共同制作）

6
月

T シャツを作ろう
（ローラーあそび）

うちわ作り

デカルコマニー
　& にじみ絵

（あじさい）
観察画

（パイナップル）

虫を作ろう
木工工作

（ゲーム盤作り）

7
月

スタンプあそび
七夕制作

うちわ作り
七夕制作

うちわ作り（墨絵）
七夕制作
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2 学期

月 年少組（3歳児） 年中組（4歳児） 年長組（5歳児）

9
月

お魚を作ろう
（紙粘土）

モビール作り
どろどろアート
土粘土

水族館作り
（プラ板を使って）

10
月

絵画（運動会）
空き箱制作
ハロウィン

（スライム作り）

絵画（運動会）
工作

（魔女 BOX 作り）

絵画（運動会の絵）
踊るネコ

（スクラッチ）

11
月

絵画（遠足）
クリスマス制作

（キャンドル）

絵画（遠足）
ケーキを作ろう

（紙粘土）
クリスマス制作

（カラータイル）

クリスマス制作
　　　（リース作り）

12
月

カレンダー制作
（貼り絵）

絵画（おもちつき）

カレンダー制作
（スチレン版画）

絵画（もちつきの絵）
（おゆうぎ会の絵）

カレンダー制作
（紙版画）
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Ⅱ　領域別の基本方針と内容

3 学期

月 年少組（3歳児） 年中組（4歳児） 年長組（5歳児）

1
月

素敵な手袋
（デカルコマニー）

釘打ちあそび
オニの面作り
絵画（おすもうさん）

すごろく作り
工作（鬼の面）
絵画（お相撲さん）
オニの面作り

オニの面作り
等身大の絵①

2
月

工作（ひな祭り制作）
卒園生プレゼントつくり

工作（ひな祭り制作）
釘打ちあそび
デュビュッフェ

等身大の絵②
等身大の絵③

3
月

作品帳づくり 光る絵（アルミホイル） 共同制作
　

＊毎年「秀作美術展」に子どもたちの絵を出品しています。
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リトミックあそび 

1．リトミックとは

　リトミックは，スイスの作曲家，音楽教育家であったエミール・ジャック・
ダルクローズ（1865 ～ 1950）によって創案されたものです。またリトミック

（rythmique ／仏の語）の言葉は，運動に基礎づけられた芸術的な教育という
意味を表し，語源的にはギリシャ語，またはラテン語の eurythmic（協和，調
和）の語からきています。

2．指導目標

　リトミックあそびの全体的な目標として，音楽を楽しむということを根底に
活動を行っています。また 1 年間の幼稚園生活の流れに沿って学期ごとにそれ
ぞれ計画を立てています。
　 1 学期：身体を動かすことによって，音楽の楽しさを味わう。
　 2 学期：より表現する喜びを知り，音楽反応を高める。
　 3 学期：身近な楽器に触れ，合奏を楽しむ。
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Ⅱ　領域別の基本方針と内容

3．年間教育計画

年　少　組 年　中　組 年　長　組

1　

学　

期

◦いろいろなうたや
手あそびに親しむ。

◦音楽に合わせて，
伸び伸びと身体を
動かす。

◦いろいろな歌をみ
んなで声を合わせ
て歌う楽しさを知
る。

◦音楽に合わせて， 
手 を た た い た り，
伸び伸びと身体を
動かする。

◦歌の雰囲気を感じ
ながら友だちと楽
しく歌う。

◦自分の考えや感じ
たことを動きで表
現できるようにな
る。

2　

学　

期

◦リズムステップや
模唱を知る。

◦合奏する喜びを知
る。

◦リズムステップや
リズム打ちを楽し
む。

◦友だちと一緒に合
奏する楽しさを味
わう。

◦自由表現を通して，
友だちと共感し合
う。

◦みんなで曲を創り
あげる達成感を味
わう。

3　

学　

期

◦音楽に合わせて，
身体で表現する楽
しさを知る。

◦自由表現を友だち
と一緒に楽しむ。

◦音楽に合わせて，
様々な表現を楽し
みながら反応力を
伸ばしていく。

◦自分から積極的に
表現活動に参加す
る。

◦いろいろなあそび
を通して，リズム
表現を深める。

◦音楽に対する反応
力を高めていく中
で想像力を伸ばし
た り， 表 現 力 を
養っていく。
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4．実施方法

　年少はリトミックあそびをクラスで一斉に行い，年中，長は，2 つの活動
のうち，自分の好きなあそびを選ぶ，カリキュラム活動選択制で進めていま
す。
◇活動の流れ
　　①　始めのあいさつ ④　ウォ－ミングアップ（資料 1 参照）
　　②　あいさつ ⑤　メインとなる活動
　　③　模唱『お返事はい』 ⑥　終わりのあいさつ

　リトミックあそびの主な内容は，ソルフェージュ（音感を身につける），
即時反応（リズム打ち，拍子とりなど），自由表現などでイメージを膨らま
せて，それによって動くという心と身体が融合し，調和がとれるということ
が人間の形成，個性の発展につながるとリトミック教育では考えています。

（下図参考）
  音楽的刺激 ➡ 五感による感受 ➡ 頭　脳 ➡ 神経中枢
 ➡ 筋肉運動 ➡ 身体表現・概念形成

（資料 1）

ウォーミング・アップ
◦ピアノの音楽に合わせて動く♩……歩　く／   ………ゆっくり歩く
　　　　　　　　　　　　　　♪……かけ足／  ……スキップ
◦次の合図があったら即座に反応する
　①　高い鍵盤─ジャンプしながら，頭の上で手をたたく
　②　低い鍵盤─床をドンとたたく
　③　高低同時─片手を上に，もう一方の手は床をドンとたたく
　④　リズム“♪♩♪♩♩｜。＞”─アクセントのところで手をたたく
　⑤　呼びかけ“   ♩ ”─友だちを見つけて握手をする
　⑥　トリル─ステップの向きを変える
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Ⅱ　領域別の基本方針と内容

5．基本的な活動内容

年　少　組 年　中　組 年　長　組

1　

学　

期

⃝お返事ハイ
⃝手あそび
⃝模倣あそび
⃝ピアノに合わせて動く
⃝簡単な即時反応

⃝お返事ハイ
⃝音の高低
⃝いろいろな速さ
⃝即時反応
⃝いろいろなリズム
⃝音の強弱

⃝拍子
⃝休符
⃝自由表現
⃝いろいろな感じ
⃝だんだん速く，だん

だん遅く
⃝音階の上行，下行
⃝いろいろな即時反応
⃝リズムカードの識別

2　

学　

期

⃝伝統的なうたあそび
⃝自由表現
⃝音の高低
⃝楽器の持ち方，打ち方
⃝合奏

⃝スキップ
⃝伝統的なうたあそび
⃝自由表現
⃝拍
⃝アクセント

⃝だんだん強く，だん
だん弱く

⃝リズムパターン
⃝ポリリズム
　（複リズム）
⃝伝統的なうたあそび
⃝カノン

3　

学　

期

⃝ギャロップ，スキップ
⃝伝承あそび
⃝自由表現
⃝音の速い遅い

⃝ 4 つの基礎リズムの
聞き分け

⃝イメージ画
⃝自由表現
⃝楽器あそび～合奏

⃝リズムフレーズ
⃝自由表現
⃝イメージ画
⃝楽器あそび～合奏



194

幼稚園年齢別生活目標 

3 歳児

《4 月》
•新しい環境に慣れ，幼稚園生活の流れを知る。
•教師や友だちに親しみ，喜んで登園する。

《5 月》
•自分の好きなあそびを教師や友だちと一緒に楽しく遊ぶ。
•幼稚園のいろいろな場所を知り，安心して生活する。

《6 月》
•自分の好きなあそびを楽しむ。
•教師や友だちと簡単な会話を楽しみながら触れ合う。

《7 月》
•暑い時期の過ごし方等を知り，簡単な身の回りのことを自分でする。
•水あそびを通して，水の感触や心地よさを味わう。

《9 月》
•園生活のリズムを取り戻す。
•友だちとかかわりをもって楽しく遊ぶ。

《10 月》
•友だちと一緒に身体を動かすことを楽しむ。
•秋の自然に触れながら親しむ。

《11 月》
•衣服の着脱ができるようになる。
•友だちと歌を歌ったり踊ったりすることを楽しむ。

《12 月》
•寒い時期の過ごし方を知る。

Ⅲ  園生活の目標
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Ⅲ　園生活の目標

•教師や友だちと表現あそびや製作を楽しむ。
《1 月》
•寒さに負けず，外で身体を動かして遊ぶ。
•友だちとのあそびを通して，かかわりを広げる。

《2 月》
•身近な冬の自然に触れて遊ぶ。
•友だちの気持ちに気づけるようになる。

《3 月》
•進級することへのきたいを持って，園生活を楽しむ。
•身の回りのことを自分でできるようになる。

4 歳児

《4 月》
•入園や進級を喜び，新しい生活や環境に慣れる。
•教師や友だちに親しみを持って登園する。

《5 月》
•自分の好きなあそびを見つけ，楽しむ。
•幼稚園での生活の仕方がわかり，できることは自分でする。

《6 月》
•友だちとかかわりあいながら遊ぶ楽しさを味わう。
•雨の日のあそびを工夫して楽しむ。

《7 月》
•友だちと一緒に水や砂の感触を味わいながらのあそびを楽しむ。
•あそびに応じた身支度や後始末の仕方を知り，自分で行う。

《9 月》
•教師や友だちと一緒に遊びながら，幼稚園で遊ぶ楽しさや園生活のリズムを

取り戻す。
•外で身体を動かしてあそぶ心地よさを味わう。

《10 月》
•いろいろな運動に興味を持ち，友だちと一緒に身体を動かす楽しさを味わう。
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•秋の自然に親しみ，興味を持って関わりながら遊ぶ。
《11 月》
•あそびの中で感じたことや考えたことを友だちに伝えながら遊ぶ。
•友だちと，歌や合奏やオペレッタを積極的に楽しむ。
•自然の変化や季節の移り変わりに気づく。

《12 月》
•いろいろな活動に進んで取り組み，思い思いの表現を楽しむ。
•友だちと一緒にあそびを楽しむことで，ルールの大切さを知る。

《1 月》
•友だちと一緒にお正月遊びを楽しむ。
•寒さに負けず，外で元気に遊ぶ。

《2 月》
•冬の自然に触れたり，身体を動かしたりして十分にあそびを楽しむ。
•気の合う友だちとあそびを工夫していく。

《3 月》
•年長組に進級することへの期待を持って，園生活を楽しむ。
•自分から進んでいろいろな活動に取り組み，最後までやり通す。

5 歳児

《4 月》
•進級を喜び，最高学年の自覚を持って行動し，新しい生活や環境に慣れる。
•春の自然に触れ，外あそびを楽しむ。

《5 月》
•当番活動を通して，奉仕の心を育てる。
•友だちと一緒に遊ぶ喜びを味わいながらかかわりを深める。

《6 月》
•身近な自然や動植物に触れて，見たり遊んだりする楽しさを知る。
•自分の考えや思いを伝えたり，相手の考えを聞いたりしてあそびを進めてい
く楽しさを味わう。
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Ⅲ　園生活の目標

《7 月》
•自分で考えたり，よく見たり，試したりしながら，友だちと協力して夏のあ
そびを十分に楽しむ。
•宿泊行事に向けて，自分のことは自分でできるようになる。

《9 月》
•久しぶりの登園を喜び，あそびを通して友だちとのつながりをさらに深める。
•外で十分に身体を動かして，意欲をもって取り組む。

《10 月》
•いろいろな運動に意欲的に取り組み，友だちと力を合わせたり競い合ったり
することを楽しむ。
•秋の自然に親しみ，工夫してあそびの中に取り入れて楽しむ。
•自分の考えをはっきりと言ったり，相手の考えを聞き，自分たちであそびを
進める楽しさを味わう。

《11 月》
•友だちとのつながりを深め，共通の目的に向かって協力して遊ぶ。
•友だちと一緒に劇あそびやリズムあそびを楽しむ。

《12 月》
•あそびの中で意見を出し合いながら，あそびを進めていく。
•劇あそびをクラスのみんなで協力して作り上げる喜びを味わう。

《1 月》
•寒さに負けず，外で友だちと，元気よくお正月あそびを楽しむ。
•新しい年に期待し，目標を持って行動する。
•友だちと一緒に遊び方を考え，ルールを守りながらあそびを広げていく。

《2 月》
•冬の自然に興味や関心を深め，よく見たり試したりする。
•異年齢との交流を深めながら，思いやる心を持つ。
•自分たちであそびを考えたり発展させたりして，ひとりひとりが十分に力を

発揮してあそびを楽しむ。
《3 月》
•小学生になる期待を持ち，残り少ない園生活の中で楽しい思い出を作る。
•修了の喜びを味わいながら，就学に向けての自信や自覚を持つ。
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入 園 式 

　幼稚園生活が，いよいよスタートです。お父さんお母さんから，離れて同年
齢のお友だちと過ごす初めての集団生活です。自分のクラスに入って，担任の
先生に「入園おめでとう」のお花をつけてもらい，うれしそうな子どもたち。
お父さんお母さんと講堂へ出発。「何が始まるのかな」と，どの子どもも好奇
心の目で満ちあふれています。
　式が始まり，ピアノに合わせて歌をうたったり，手あそびをして楽しみま
す。後方では，お父さんお母さん，おじいちゃま，おばあちゃまもお子さんの
姿をうれしそうに見つめています。園長先生が，「みなさん，入園おめでとう
ございます。今日からみなさんは，聖徳幼稚園の子どもです。幼稚園には，大
きなアスレチックや鉄棒，すべりだい，スクーターいろいろな遊ぶものがあり
ます。たくさんのお友だちと元気一杯遊んで下さいね。」とお話するとみんな

「はーい！」と元気な声でお返事しています。
　つづいて，担任・カリキュラムあそびの担当教諭・養護教諭など幼稚園の教
職員の紹介が行われます。最後に入園の記念として，園長先生より子どもたち
一人ひとりに，ミニダリアの球根が手渡されます。子どもたちは，お祝いの鉢
を手に持って退場し，担任と一緒に並んで保育室に向かいます。こうして，楽
しい園生活の第一歩が始まります。

Ⅳ  園　行　事
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Ⅳ　園　行　事

卒 園 式 

　幼稚園生活最後の行事となるのが，この卒園式です。お母さんから離れられ
なくて大泣きしていた入園当初はもうなつかしい思い出です。年長組になる
と，自分ひとりでできることも多くなり，たくましいお兄さんお姉さんに成長
を遂げています。
　大好きな歌や拍手で卒園生が入場します。園長先生から一人ひとり名前を呼
ばれ，壇上へ上がって修了証書をもらいます。「おめでとう」と声をかけられ
ると，嬉しそうに「ありがとうございます」と返事をする姿が印象的です。お
休みなく通園できた子たちには皆勤賞も贈られます。
　そして，年中組の子ども達から，年長児に向けてのことばや歌が送られま
す。それを受けて卒園生全員で，幼稚園での思い出，小学生になる決意，お世
話になった先生方，両親への感謝の気持ちを「おわかれのことば」にこめて贈
ります。こうして，多くの人達に祝福されて小学校生活への新たなステップを
踏み出します。
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花まつり 

　花まつりは，お釈迦さまのお誕生日をお祝いするお祭りで，本来 4 月 8 日に
行いますが，幼稚園では 1 か月遅れの 5 月に行います。
　お釈迦さまは，母のマーヤ夫人が出産のためにお里のユーリ城にお帰りにな
る途中，ルンビニ園という花園でお休みになった際お生まれになったと，お経
に記されております。夫人がアソカの枝に右手を伸ばした時，にわかに脇の下
から王子が誕生され，梵天と帝釈天という二人の神がうやうやしく王子をかか
げ，八大龍王は甘露の雨をそそいで王子の身体を洗い，あたりには音楽がひび
き，蓮華の花が空から降り，王子は四方に七歩を進めて，右手で天を，左手で
地を指さして，「天上天下唯我独尊（天上にも天下にもただ我独り尊し）」と唱
えたと伝えられています。
　当日，園児たちは，誕生仏に甘茶をかけてお祝いをします。
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成 道 会 

　成道会は，お釈迦さまが菩提樹の木の下で「お悟りをひらいた日」をいいます。
　一国の太子として生まれたお釈迦さまは，城を出て国を捨て，山に入って修
業をします。苦行者たちが修業している苦行杯にバッガ仙人を訪ね，さらにア
ラーラ仙人やウッダ仙人というその頃有名だった人達の説教を聞きましたが，
彼等の答には満足できませんでした。
　そこで，解脱の道は自分の力で見出す以外にないと考えたのでした。はじめ
は，その頃のインドの多くの修行者が行っていたのと同じように苦行に励みま
した。飲食物を極度に減らして飢餓に耐える者，凍るような冷たい水に身体を
つける者，身体を炎にあぶる者，その他，いずれも「苦あれば楽あり」と信じ
て，来世の楽しみを願うか，苦しみに耐えることが天に生まれる因となり，解
脱のもとになると信じていたのです。お釈迦さまは，「苦が楽のたね」として
も，その楽の果報がつきれば「楽は苦のたね」となろうと考え，人間には苦と
楽の両辺をはなれた中道を求めることが大切だと気付かれ，苦行 6 年の末に山
を下りて，正しい思唯に入られました。やせ衰えた姿で，髪の毛もひげも伸び
たまま，山を下りてこられたお釈迦さまは近くのニレンゼン河の水で身を清め
られましたが，疲労が激しく，岸へ上がる力もなく，ようやく，垂れ下がった
木の枝につかまって岸へよじ登り，身体を休めていると，そこへウルビンラの
村長の娘ナンダバラがこれを見て，牛乳をさしあげました。
　元気を回復されたお釈迦さまは，そこから少し離れた大きな菩提樹の下に座
を占めて思結を続けられました。その間，魔王が成道を妨げようと，異形の鬼
神猛獣などで攻め寄せましたが，ついにお釈迦さまを惑わせることはできませ
んでした。
　12 月 8 日，東の空に明星の輝ける時にお悟りをひらいて，仏陀になりまし
た。お釈迦さま 35 歳の時でした。
　幼稚園では，お釈迦さまのお話を聞いて，徳を偲びます。



202

遠　足 

　本園には“親子遠足”“収穫体験”“秋の遠足”があります。
　“親子遠足”は，4 月に入園・進級した子どもたちが，幼稚園生活になじんだ
5 月下旬頃に行います。親子共々他の友だちと一緒にゲームをしたり，戸外で
のあそびを楽しみ，お弁当を食べることで，交流を深めることをねらいとして
います。ここ数年は，野川公園で行っています。
　秋には，畑にでかけ，土の感触を楽しみながら，芋ほりをします。
　10 月の下旬には，井の頭動物公園に“秋の遠足”に行きます。“ぞう”“さ
る”“りす”など，様々な動物たちを見たり，ふれあったりします。
　どの遠足も，武蔵野の自然を満喫することができ，子どもたちにとって貴重
な経験となります。

七夕まつり 

　子どもたちに“七夕”の由来を教えるために，毎年 7 月 7 日には幼稚園ホー
ルにおいて“七夕まつり”を行っています。
　七夕飾りを飾るための笹を，各保育室の前やホールに用意すると，子どもた
ちから歓声が上がり七夕まつりへの期待がふくらみます。色とりどりの短冊
に，子どもたちは思い思いの願い事を託して飾ります。
　『ぬいぐるみが欲しい』『ミニカーが欲しい』と，サンタクロースへのお願い
と混同している微笑ましいものもあれば，『お友達とケンかをしませんように』

『宇宙飛行士になりたい』といった大きな夢もあり様々です。
　当日は，全学年一斉にホールに集まります。園長先生より七夕にまつわるお
話を聞き，『七夕さま』の歌を歌い，七夕の由来を楽しくわかりやすくした教
員による劇が行われます。子どもたちは，その劇をとても楽しみにしていま
す。“七夕まつり”を通して七夕の由来を知った子どもたちは，真剣に「雨が
降りませんように！」とお願いをしてくれています。
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運 動 会 

　本園の運動会は，幼・小一貫教育の一環として幼稚園と小学校が合同で毎年
秋に行っています。
　学園の行事に参加する喜び，楽しみを感じとるとともに，日頃の保育生活の
経験を積み重ねた成果や体育あそびの成果を発表する事を目標とし，各学年の
発達段階に応じた競技や演技を行います。
　幼稚園の参加種目は，おゆうぎ・かけっこ・親子競技や，幼稚園児全員によ
る玉入れとなっています。そして，小学校との合同種目の大玉送りもありま
す。　先生の「よーい，どん！」の合図で走るかけっこ。3 歳児では，途中で
転んで泣いてしまう子どももいたりしますが，　「ぼく，一番だったよ。」　「私，
転んでも泣かなかった。」と走り終えた子ども達の顔はまだ，熱気がさめない
という感じです。
　3 歳から 12 歳までの子ども達の演技や競技。その中で，小学生の迫力ある
演技や競技を大きな声で応援する幼稚園児。また，小さな園児たちの演技や競
技を温かく応援してくれる小学生。幼・小合同の運動会ならではの，ほほえま
しい光景です。
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おもちつき会 

　12 月に新しい年を迎える準備としておもちつきを行います。来年も良い年
でありますようにという思いを込めて，「ぺったんこ，ぺったんこ，おもちを
つきましょぺったんこ」とみんなでかけ声をかけあいながら重たい杵を振りあ
げます。
　PTA の役員の方々をはじめ，保護者の方にもお手伝いをいただき，この日
は一日中，熱気でいっぱいとなります。　
　またお父さんたちも子どもたちに負けずに力いっぱいおもちをつきます。
　でき上がったおもちはお雑煮にや，きなこもちにしておいしくいただきま
す。自分でついたつきたてのおもちの味は格別のようです。
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おゆうぎ会 

　日常の表現活動の成果を発表する場として，年に一度おゆうぎ会を行ってい
ます。また，子どもたちも幼稚園の一大イベントであるおゆうぎ会を大変楽し
みにしています。この時期になると，各保育室から様々な音楽や，子どもたち
の元気な声そして美しい楽器の音色が聞こえてきます。
　発表の内容は大きく二つに分かれ，一つは合奏とうた，もう一つはおゆう
ぎ・オペレッタ・劇です。これは，年少がおゆうぎ，年中がオペレッタ，年長
がクラス劇に取り組みますが，それぞれ，子どもたちがいくつか用意された演
目の中で，自分のやりたいものや役を選ぶことができます。カリキュラム活動
のように選択してもらうことによって，子どもの自発性や意欲を大切にしてい
るところです。
　当日，子どもたちは楽しい合奏や元気な歌声を会場に響かせてくれたり，か
わいい踊りや愉快なオペレッタ・見ごたえのある劇を披露してくれ，保護者や
私たち教員に感動を与えてくれます。子どもたちは，おゆうぎ会を成功させる
ため，一生懸命練習に取りかかりますが，頑張った分だけ，終わった時の充実
感はとても大きいようです。
　友だちと力を合わせて取り組み，発表を成功させようとするおゆうぎ会は，
とても意義あるものです。こうした行事を通して子どもたちは一回りも二回り
も大きく成長していくのです。
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園規定及び服装用品 

1．保育時間

曜　　日 保育時間

月・火・木・金 AM 9 ：00　～　PM 2 ：00

水 AM 9 ：00　～　PM 1 ：30

　＊ AM 8 ：45 ～ AM 9 ：25 の間に登園して下さい。

2．送迎について

　本園では登園の際の送迎を保護者の方にお願いしております。
　（園バスも利用できます。）

3．服装について

　園指定の服装にて通園して下さい。
＊制服・制帽の着用。くつしたは無地（白・黒・紺色）のものをはかせて

下さい。
＊園生活では，体操着に着替えて 1 日活動します。年少児は園生活に慣れ

るまで，体操着登園になります。

Ⅴ  園　生　活
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4. 給食とお弁当について

　幼稚園での昼食は曜日によって給食と家庭のお弁当の併用です。
＊幼稚園からの給食は週 4 回で「火・水・木・金曜日」です。
＊家庭からのお弁当を持参していただくのは「月曜日」です。
＊幼稚園での給食は，聖徳学園食堂において炊飯調理したもので，ほどよ

い温かさで食べられるよう配慮しています。
＊給食の内容については，専属の栄養士が献立したものを『○月分献立

表』として御家庭にお知らせします。給食の日には「コップ」「ラン
チョンマット」「お箸」を持たせて下さい。

園生活の流れ 

AM 8 ：45 ～ 9 ：25 登園
AM 9 ：30 ～ 朝のお集まり
AM 9 ：50 ～ 「自由あそび」の時間
AM 10：40 ～ 「カリキュラムあそび」の時間
PM 0 ：00 昼食
PM 0 ：45 ～ 1 ：20 「自由あそび」の時間
PM 1 ：20 ～ 2 ：00 帰りのお集まり・降園
PM 2 ：00 ～ 17：30 延長保育
 （パソコン・英語・ゲームあそび・読みきかせなど選択制）
 英才教室・剣道教室（課外活動）　　　　　　　　　　　
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年間行事予定表（平成 26 年度） 

1 学期

4 月 7 日 始業式
8 日 入園式

上旬 クラス懇談会
 PTA 役員選出
 身体測定
中旬 避難訓練

5 月 7 日 花まつり
22 日 創立記念日（休園）
27 日 研究保育

上旬 PTA 総会
中旬 親子遠足（野川公園）
 内科検診　視力検査
下旬 体験入園，園説明会①

6 月 上旬 PTA バザー
中旬 公開研究発表会
 （オープンスクール）
下旬 プールあそび
 親子で集う会（未就園児対象）

7 月 7 日 七夕まつり
13 日 自然体験教室（年長児）
～
14 日
19 日 終業式

 夏のお楽しみ会

上旬 学年懇談会・保育参観
 体験入園・園説明会②
中旬 個人面談
下旬 夏期セミナー（希望者）
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2 学期

9 月 1 日 始業式 上旬 保育参観・園説明会①
中旬 内部推薦入学考査
下旬 体験入園・園説明会③

10 月 1 日 都民の日（休園）
15 日 願書配布

上旬 運動会
中旬 保育参観・園説明会②
下旬 園外保育（井の頭動物園）
 いもほり遠足（年長・年中）

11 月 1 日，2 日　入園考査
　　　　　　　　（園児休園）

12 日 新入園児招集日
26 日 研究保育

中旬 学年懇談会・保育参観
 いもほり遠足（年少）
下旬 卒園アルバム撮影

12 月 9 日 成道会
25 日 終業式

上旬 おゆうぎ会
下旬 個人面接

3 学期

1 月 7 日 始業式 中旬 避難訓練
下旬 おすもうさんとのお楽しみ会

2 月 3 日 豆まき会
25 日 新入園児招集日

中旬　おみせやさんごっこ

3 月 3 日 ひなまつり会
13 日 卒園生を送る会
18 日 卒園式
20 日 終業式　修了を祝う会

上旬　PTA 総会・保育参観
中旬　学年懇談会
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延長保育 

　幼稚園では放課後の活動として希望者対象で，延長保育を実施しています。
延長保育は縦割り保育で，年少児・年中児・年長児がクラスや学年の枠を超え
て，自由あそびを行います。お天気の良い日は，園庭のアスレチックに登って
探険ごっこをしたり，スクーターに乗ったり鬼ごっこで走り回ったり，お砂場
でおままごとあそびをする姿が見られます。また幼稚園ホールでは，みんなで
工夫してプラレールの線路をつなぎ合わせ電車を走らせたり，ウレタン積み木
でおうちを作ったり，役決めをして思い思いに「ごっこあそび」をしていま
す。さらに工作スペースでは，様々な素材を用いて面白い空き箱工作に取り組
んだり，魔法のスティックを新聞紙や折り紙で作ったり，すずらんテープで三
つあみに挑戦するなど，存分に自分のやりたいあそびを見つけて時間を過ごし
ています。こうした自由あそびを通して，小さい子どもたちは年長児のあそび
の様子からたくさんのことを吸収し，「自分もやってみたい（できるようにな
りたい）！」という，憧れを抱くようです。また年長児は，小さい子どもたち
のお手本になろうと張り切ってくれているように思います。
　曜日によって，子どもたちはいろいろなあそびを選択できます。内容は

「ゲームあそび」・「英語あそび」・「読み聞かせ」・「パソコンあそび」です。あ
そびの指導も小学校・中学高校の教員（英語あそびはネイティブの教師）が，
幼稚園に来て子どもたちと触れ合います。日頃の幼稚園での自由あそびやカリ
キュラムあそびとは異なる環境の中で，子どもたちは様々な刺激を受けること
ができます。
　延長保育は幼稚園の降園～最長 17：30 までです。15：00 は年長児がおやつ
を配ってくれる「おやつの時間」もあり，ホッとした一時となっています。
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聖徳学園と英才教育

聖徳学園小学校初代校長　和　田　玄　之　

　本校は，聖徳太子のみおしえを体し，文部省の学校教育法に準拠しながらも，
私学としての自主性を活かし，独自の教育を行う趣旨の下に昭和 26 年４月に設
けられ，今日に至っております。
　御承知のように，聖徳太子の憲法十七条の中に，「それ聖賢を得ずんば何を以
てか国を治めん」という一条があります。太子御自身が英才であられたことは
勿論でありますが，太子は当時，日本の転換期に際して，日本の指導的役割を
果たすべき英才を教育されようとなされたのであります。現在，世界各国とも
能力開発の課題にとりくみ，英才教育に努力しておりますが，これはすでに太
子の御意図でもあったと考えられます。
　現在日本にも，英才教育の声が盛んになりましたが，英才のための特別教育
は一般の公立学校においては困難であります。カリキュラムが一般化され，能
力別編成が行われない以上，これは当然といえるでしょう。したがって英才の
ための特別教育は，どうしても私学が担当しなければなりません。これまでの
私学には，相当優秀な子どもが集まり，独自な個性教育が施されてまいりまし
たが，知能を根幹とする英才教育に関しては必ずしも十分とはいえませんでし
た。
　今般英才教育の主唱者であり，かつ過去３ヵ年，英才教育研究所を設けて英
才教育の研究と実践に努力されてきた玉川大学教授伏見猛弥先生を，新たに本
校の顧問にお願いして，その御指導の下に昭和 44 年度第一学年から，英才学級
を設けて，これまでの本校教育の目標である個性啓発を，知能の面からも一層
深く達成したいと念願しております。

『聖徳学園小学校入学案内』

昭和43年10月発行より転載
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聖徳学園の建学の精神と教育の改革

前聖徳学園理事長　　　　　　　　　　　　
聖徳学園小学校二代校長　和　田　知　雄　

　いまから 20 数年も前になるが，文部省の中央教育審議会がわが国第三の教育
改革を目ざして大胆かつ抜本的な教育制度の見直しを含む教育の各分野の現状
を検討し新しい時代，将来わが国社会の進歩発展を見通した教育のあり方と方
向性を審議，いわゆる四六答申として発表した。この中教審の審議結果は幻の
答申とされてしまってその斬新な内容は現在までほとんど生かされることはな
かった。
　私どもの聖徳学園の前身，関東中学が聖徳太子の教学の精神を建学の精神的
な拠りどころとして誕生して 65 年を経過した。戦後学校制度の変革によって男
子の中等学校から幼稚園・小学校・中学校・高等学校を併設する男女共学の学
園に大きく姿を変えた。そして昭和 30 年代から 40 年代半ば頃，私どももまた
当時の中教審の四六答申の論議と並行して新しい聖徳学園にふさわしい教育の
内容・教育レベル・教育の方法を模索していた。そうして昭和 44 年に当時英才
教育研究所長であり玉川大学教授をしておられた伏見猛弥先生の御指導のもと
に聖徳学園小学校では新し
いカリキュラムを編成して
再出発をさせた。
　聖徳学園の英才教育と
は，知能教育を小学校教
育課程に導入した全く新
しい教育発想によるもの
で，今日から思えばそれは
大胆な実験試行的なもの
だった。
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　伏見先生は数年にして亡くなられてしまい，私どもとしては自力だけで進め
ることを余儀なくされ，いろいろ紆余曲折し，一歩一歩ではなく全く半歩半歩
の前進だったと思うが，最初の発想を大事にし，かつその発想をさらに膨らま
せることに努力して現在まで進めてきたが，すでに 26 年も経過してしまった。
　教育の実践には多くの積み重ねと長い時間を要することを痛感せざるを得な
い。それにしてもこの間多くの人達からの理解と援助を賜ったことによる結果
が現在の小学校にあると思う。
　さて，聖徳学園の建学の精神は聖徳太子の教学の精神である。聖徳太子と私
どもとは 1400 年あまりも時代を異にしているが，その憲法 17 条にも示されて
いる様に太子御自身の人格，人間としての御自身の生き方，そして国家社会の
指導者としての自覚と業績，伝えられていることだけをみても聖徳太子こそわ
が国歴史上真の偉大なるエリートである。聖徳太子に対する私どもの人間像は
宗教・芸術・哲学等の各側面での真・善・美を三位一体のごとくに体現された
人物としての聖徳太子であり，この聖徳太子に対する私どものイメージは聖徳
太子の深い人間観によって呼びおこされたものである。つまり聖徳太子の人間
観が太子自身の人格を支え，そして自身の人間としての生き方をされたと思う
のである。教育は理想をもって行われるべきである。聖徳学園の教育の理想像
は人間としての理想像，聖徳太子である。1400 年の年月を隔てている今日にお
いてなお日本人の理想像は聖徳太子であると考える。
　つぎに聖徳太子教学の精神を教育の拠りどころとして，本学園における教育
改革をどう進めるかを述べたい。
　聖徳学園は幼稚園から高校までの学園である。幼児教育，初等教育，中等教
育の課程をもっている。年齢にしてみれば３歳から 18 歳までの期間であり，教
育の最も重要な部分である。この間の教育の善し悪しはその教育を受けた者の
その後の人生を左右する決定打にもなるであろう。聖徳学園における一貫教育，
それは幼稚園課程から高等学校課程に至るまでであるから私ども教育を受け持
つ側として誠に責任の大きい仕事，また勇気をもってあたらねばならぬ課題で
もある。
　先に小学校課程に英才教育として知能教育を導入したことに言及したが，幼
稚園では自由保育を基調としている。幼児の自由な発想に基づく遊びを中心と
する。押し付け教育を排し，子ども自身が遊びの中に喜びを見出せる様な教育
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が大事である。子ども自身が自由で伸び伸び発想し・感性・感覚・感情を自ら
育てる環境の教育である。小学校課程においても自主性を育てる教育を主眼と
している。児童の活動が広く深く豊かに活発であることが大事である。幼稚園・
小学校の課程では知能を伸ばすことを基礎基本の教育として重用視している。
一貫教育として中学高校はその延長にある教育である。中学高校では学力（い
わゆる学習能力）を授けることが大事である。学習内容の精選，学習レベル等
教育の質が重要である。幼小課程での知能教育の成果で柔軟でかつ鋭敏な頭脳
が育てば中高課程で質の高い学力を与えることで磨きをかけることになる。そ
して高等教育いわゆる大学教育への橋渡し，大学進学への指導が重視される。
　聖徳学園の教育改革は現在進めている中学高校の改革が成功することによっ
て成熟するものと考えている。
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学校における英才教育

英才教育研究所長　　
伏　見　猛　彌

　
聖徳学園小学校顧問　　　　　　　　　

１．英才教育

　わたくしどもは，昭和 41 年９月から，英才教育研究所を創設して，２歳か
ら 10 歳までの高知能児を対象とした教育をしている。その内容に関しては，拙
著「頭のよい子に育てるしかた」（英才教育研究所），「英才教育のすすめ」（講
談社），研究所が最近発表した「２歳からはじめる英才教育」（実業乃日本社），

「幼稚園における知能教育」（科学書院）を参照していただくことにして，ここ
では，主として小学校における英才教育に焦点をしぼってお話ししたい。
　わたくしどもの英才教室には，知能指数 120 以上の子どもをお預かりしてい
るが，120 ～ 130 の段階では，必ずしも英才とはいえないようである。アメリカ
などでは，最近ＩＱ 137 を普通児と英才児の境界線と考えているようであるが，
わたくしどものこれまでの研究から見ても，ＩＱ 140 以上でないと，英才児の
特性は，はっきり現れないようである。
　ＩＱ 140 といえば，大体 40 人に１人の出現率となるから，一般の公立小学
校においては平均してクラスに１人ということになるであろう。クラスに１人
のこうした英才児のために，
特別な教育を行なうという
ことは，日本の現段階では不
可能である。しかし考えて見
れば，ＩＱ 140 と対照して考
えられるＩＱ 60 の子どもの
場合はこれを精薄児として，
特別学級を編成しているわ
けであるから，それと同じ理
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由で，ＩＱ 140 以上の子どもを，一般学級から区別することは，理論的には可
能である。
　理論的に可能である英才児に対する特別教育がなぜ行なわれないか。これに
はいろいろ理由があると思う。少数の英才児を特別扱いにするのは，民主主義
の原則に反すると考えていられる方もあろう。そうは考えないまでも英才児の
正体が不明で，どんな指導をしていいか見当がつかないという方もいるかも知
れない。いずれにしても，現行の日本の教育において，ＩＱ 140 以上の英才児
が，教育の将外に放置されているという事実には変わりがない。

２．英才児の特質

　英才児がどうして一般学校において疎外者となるか。それは，おそらく英才
児が，普通児と単に量的なちがいだけでなく，質的な相違があるためであろう。
液体である水が０度以下になると個体になり，100 度を越すと気体になるよう
に，精薄児とか英才児というのは，普通児とは質的なちがいがあるのではない
かというのが，わたくしどもの仮説である。この仮説は，わたくしどものこれ
までの経験によって，いろいろな面から実証されつつある。
　ＩＱ 140 以上の英才児は，まず具体より抽象を好む。普通児の場合は，抽象
よりは具体的なものに興味を持ち，したがって学習も具体的なものから入るの
が常道となっているが，英才児の場合は，必ずしもこの法則はあてはまらない。
身近な，具体的なものより，抽象的，原理的なものに異常な関心を示すのであ
る。一般の学校において，英才児が興味を喪失するのは，おそらく英才児のこ
うした傾向によるものであろう。
　次に英才児は，意欲と集中力が旺盛である。与える課題さえ適切なものであ
れば，夢中にそれにとりくみ，一切他を忘れてそれに集中する。英才小学校の
授業単位は 90 分であるが，１年生でも科目によっては短かいくらいである。１
学期の数学の時間などでは終業のベルが鳴っても，「もっとやる！」といって先
生を困らせた。そのかわり，課題の程度が低すぎると，すぐ飽きて騒ぎ出す。
一般学校で，英才児の処置が困難なのは，これがためである。
　さらに英才児の最大の特徴と考えられることは，教えられることを好まない
ということである。課題の意味さえわかれば，あとは自分の力でやろうとする。
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そしてそれが時間内で完了しない場合でも，答えを教えられることを極端に嫌
う。わたしどもの英才教室では，これでしばしば失敗している。学校教育の習
慣で，一つの時限の中では，どうしても結着をつけたいと思う。ところが英才
児，とくにＩＱ 160 以上の英才児は，「先生，教えてはいや！」と頑張って，課
題を未解決のまま家に持ち帰る。したがって英才児の場合，必要なことは，解
決を教えることではなく，疑問を提起してやることである。このことも，普通
の学校教育では，なかなか実施することはむずかしい。

３．限界への挑戦

　わたくしどもの英才教育では，子どもの能力の限界に対する挑戦が試みられ
る。普通の小学校教育であると，一定の教材があってそこへ子どもを持ってく
るのであるが，わたくしどもの英才教育では，まず子どもがあって，その能力
の限界を求めて，教材を構成していくやり方をとる。これはなかなか困難なこ
とであるが，英才児の場合は，その能力のぎりぎりの課題を与えなければ，注
意の集中が完全に行なわれないし，また，そうした限界への挑戦をやらなけれ
ば，英才児の知能は飛躍しない。
　正直にいって，学習指導要領によって編集された教科書では，英才児の能力
の限界に挑戦できない。理解させたり，覚えさせたりすることは必要ではある
が，そうした課題だけでは，英才児は本気になってとりくまない。どうしても，
集中思考や拡散思考，評価などの領域に課題を持ち込むことが必要である。そ
してその者には，教育内容を，その子どもの知能の限界すれすれのところで構
成しなければならない。その点に英才教育の面白みと困難点がある。
　今一つ，子どもの能力の限界に挑戦するためには，教師は課題をいくつかの
段階に分けて用意しなければならない。最初クラス全員に共通な課題を出した。
半数はすぐできた。それには一段高い課題を与える。そのグループの中，また
すぐできたものがいるとすると，それにはまたその上の段階の課題を用意しな
ければならない。事実，僅か６名のクラスでも，少なくて二段階，科目によっ
ては三段階の課題をもって教室に臨まなければ，充実した授業はできない。
　一斉にきまった教材を学習させるということは，わたくしどもから見れば，
極めて安易なやり方である。早く理解したものはストップさせ，理解できない
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ものは，努力して理解させる。普通の学校教育であれば，それも止むを得ない
がそれでは個々の子どもをその能力の限界に追い込むことはできない。そして，
個々の子どもをその能力の限界まで追い込まなければ，英才教育というものは
不可能なのである。
 〈昭和 44 年 11 月 20 日発行・『英才教育の道』より転載〉
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お  誓  い  三  か  条

一、われわれは　未来をひらく戦士となり　新しい世界を　開拓します

一、われわれは　恥と涙をわきまえて　光明正大に　行動します

一、われわれは　祖国の伝統を重んじ　祖国と人類のためにつくします

お誓い三か条（解説）

 元玉川大学教授　小　林　健　三　

　この「お誓い」は三条からなり，聖徳学園小学校がめざす教育信条を述べた
もので，カリキュラム委員会の共同討議をへて昭和 44 年にできたものである。
　第一条は，知能のあらゆる因子の開発をめざす英才教育は，それぞれの天分
を十分に発揮させることによって，新しい宇宙時代のリーダーとなることを期
したものである。
　1957 年のソ連の人工衛星スプートニク１号の打上げ成功は，それまでの教育
システムを大幅に変えた。このため米・ソをはじめ世界各国は競ってすぐれた
第１級科学者の養成に，全力を傾けることになった。旧いデモクラシー教育に
対するプロテストである。
　この趨勢に鑑るとき，わが国も新しい体制のもとに，独自の英才教育システ
ムを急ぐことが必須の条件となった。本校の英才教育は，この新しい時代の要
請にこたえようとして，「伏見プラン」に基づいて発足した。
　われわれは，英才児が既成の学習方式にのみとらわれることなく，これまで
に到着した学習の限界につねに挑戦し，宇宙時代にふさわしい新発見の創造力
を養わねばならないと信ずる。本校が独自のカリキュラムに基づいて，すべて
の知能因子の開発をめざす学習活動をおこなっているのは，このためである。
　それは進学のための予備校的方式でなく，確実な教育原理と実験によって，
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英才児のもつ無限の能力を個性に応じて伸長させるのを目的とするから，かれ
らはそれぞれ「未来を開く」戦士と呼ばれる。
　士には，欧州中世の騎士，近代のゼントルマン（紳士），中国の士夫階級，日
本の武士という意がこもっている。選ばれた品格の持主という意味で，古来文
明の担い手であった。
　第二条は，人間性の尊重すなわち人間としての倫理を言ったものである。
　「恥と涙」という表現は，分かりやすくするため使った用語であるが，要は正
義（理性）と良心に基づき，同胞愛の精神をもって，正々堂々と生活する態度
を言ったものである。
　東洋倫理ではこれを仁と義，あるいは敬・愛・信の三要素に，西欧諸国では
ヒューマニズムの語をもって表現しているが，さすところは同一である。
　いかなる英才といえども，人の道を外れて独走することはゆるされない。科
学研究の場合，ややもすれば研究の成果が反社会的な目的に使われるのを見る
のは遺憾である。核爆発の実験が大国間に行なわれていること，また科学技術
の成果である公害の諸問題が発生・進展している状況などそれである。これら
を制御するための理性を内心からよびおこさねばならない。もしその原子力の
平和利用に至っては，戦争の惨禍をさけるための，人類の平和をもって強力に
推進されねばならない当面の課題と言ってよい。
　ここに「光明正大」という術語を使用したことについて一言する。
　この術語はふつうは，「公明正大」とかくのであるが，ここでは吉田松陰の

「士規七則」第四条の使用例から採択した。曰く，
　士の行は質実にして誼かざるを以て要となし，巧詐過を文るを以て恥となす。
　　光明正大，みなこれより出ず。
　第三条は，この教育の国際性を述べたもので，日本国憲法，国連憲章，人権
に関する世界宣言が背景となっている。
　国際性というのは自国と他国のバランスをさす。自国を立場として世界諸国
との共存を計るところに，国際秩序が見られる。それは大国支配体制を意味す
るものではなく，東西あいよってそれぞれの長を生かすことである。なにびと
も国籍を離れてコスモポリタンになることはできない。足は大地におろさなく
てはならぬ。ノーベル賞は国際的であっても，その受賞者は必ず国籍をもつこ
とを見てもわかる。
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付　　記

　われわれは日本という国土に生まれ，日本文化の伝統をうけつつ，ひろく世
界文明に寄与することを念願とする。いずれの国家も，自国のことのみに専念
して，他国を無視することはゆるされない。自国と他国とは対等関係にあるか
らである。
　この自他のバランスが，世界を恐怖と欠乏から免らしめ，平和のうちに生存
する権利を共有させることになる。われわれは，ひらけゆく宇宙時代に，この
崇高な軌道を敷いてゆきたいと思うのである。
 〈『英才教育の道』昭和 48 年 11 月 13 日発行より転載〉
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